
提 供 日 2024/01/22

タイトル 福島県立ふたば未来学園高等学校・三島長陵校舎終了
式

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　内田さち子

TEL 054-221-3146

福島県立ふたば未来学園高等学校・三島長陵校舎終了式

平成23年から県立三島長陵高等学校と学校間連携を行っていた福島県立ふたば未来学園高等学校・三島長陵校舎は、令和６年度からＪ
ＦＡアカデミー福島の活動が福島県内で行われることに伴い、今年度末で設置終了となります。

１　日　時
　　令和６年１月30日（火）　午後１時30分から午後２時30分まで

２　会　場
　　県立三島長陵高等学校　視聴覚室（三島市文教町１丁目３－93）　

３　出席
・福島県教育委員会　（教育次長、高校教育課長、管理主事）
・静岡県教育委員会　（教育監、高校教育課指導２班班長、同教育主幹）
・三島長陵高校　（校長、副校長、教頭、事務長、教員）
・三島長陵高校生徒（生徒会、合唱部）
・日本サッカー協会　（会長、担当）
・ＪＦＡアカデミー福島　（監督、コーチ等）
・ふたば未来学園高校　（校長、副校長、教頭、教員）
・ふたば未来学園生徒　
・ふたば未来学園保護者　（３年生徒保護者）

４　式次第
（１）活躍の軌跡（ムービー上映）
（２）開会
（３）国歌斉唱
（４）校長式辞
（５）来賓挨拶

・福島県教育委員会（教育次長）
・静岡県教育委員会（教育監）
・三島長陵高校（校長）
・日本サッカー協会（会長）

（６）感謝状贈呈
・福島県教育委員会（教育次長）⇒静岡県教育委員会（教育監）
・ふたば未来学園高校（校長）⇒三島長陵高校（校長）

（７）応援旗・記念品交換
・ふたば未来学園高校生徒⇔三島長陵高校生徒

（８）生徒代表挨拶
・三島長陵高校
・ふたば未来学園高校

（９）校歌斉唱（ふたば未来学園高校）
（10）式歌（花は咲く）
（11）閉会
　　　写真撮影

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/22

タイトル 「友の会」会員限定イベント　アジアのお茶体験会を
開催します！！

担　　当 経済産業部 ふじのくに茶の都ミュージアム企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 0547-46-5588

ふじのくに茶の都ミュージアム
「アジアのお茶体験会」開催

１　概要
　「友の会」会員を対象にアジアのお茶体験会を開催します。常設展「世界の茶葉ギャラリー」にて紹介のめずらしい「中国の⽩茶」「タイのウーロン茶」「ネパールの紅茶」を味わいま
す。

２　詳細
⽇時 　令和６年１⽉28⽇（⽇）・13:00〜13:40　・14:30〜15:10
場所 　博物館１階多目的ホール
定員 　各回30人（事前予約制・先着順）
料⾦ 　無料（友の会会員対象・当⽇の観覧券が必要）
予約状況 　残り数席、予約方法はHPイベントページから

３　連絡先
　取材を希望される報道関係者の方は、ふじのくに茶の都ミュージアム（0547-46-5588）まで事前に御連絡ください。

ふじのくに茶の都ミュージアム
 〒428-0034
 静岡県島⽥市⾦⾕富⼠⾒町3053-２

 TEL 0547-46-5588
 FAX 0547-46-5007
 HP    https://tea-museum.jp

https://tea-museum.jp


提 供 日 2024/01/22

タイトル ＜参加者募集＞令和５年度ふじのくに「食の都」マッ
チング交流会の開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

１　趣　旨

今年度、県が認定・表彰する「頂（しずおか食セレクション）」、「ふじのくに新商品セレクション」商品のＰＲと販路開拓のため、認定・受賞

者とバイヤーとの「食の都」マッチング交流会を開催します。

認定・受賞商品を実際に手に取って商談できる貴重な機会となります。交流会に参加を希望されるバイヤー等を募集しますので、ぜひ、

御応募ください。

２　詳　細

３　申込方法

参加を希望される場合は、１月29日(月)までに「４　問合せ先」にメールで会社名、氏名及び連絡先を御連絡ください。

４　問合せ先

静岡県経済産業部産業革新局マーケティング課　食の魅力創造班 廣瀨

〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6

　　　電話：054-221-3713　E-mail：marke@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:marke@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/22

タイトル 県産食材を活用した親子料理教室を開催します～講師
は生産現場で県産食材の魅力や特長を学んだ調理専門
学校生～

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

県産食材を活用した親子料理教室を開催します

～講師は生産現場で県産食材の魅力や特長を学んだ調理専門学校生～

　県産食材の特長や魅力、食文化等を生産現場訪問や調理実習を通して学ぶ、食の都の授業を受講した調理専門学校生が講師とな
り、小学生に県産食材の魅力や特長、地域に根ざし育まれてきた食文化等を教える親子料理教室を開催します。

１　親子料理教室の概要

日程 令和６年１月28日（日）午前10時～午後１時

会場 静岡ガス株式会社エネリアショールーム静岡（静岡市駿河区八幡
1-5-38）

講師 学校法人鈴木学園中央調理製菓専門学校静岡校の学生（６名）

参加者 小学３年生～６年生の児童とその保護者　８組（16名）

内容

・美黄卵を使ったトラ柄太巻きずし
・ホテルグランヒルズ静岡保科祐司料理長直伝の美黄卵の玉子焼き
・あさはた蓮根のお吸い物（デモンストレーションのみ）
・節分豆菓子

２　問合せ先
静岡県経済産業部産業革新局マーケティング課
〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6　　
電話　054-221-3713、FAX 054-221-2698
E-mail：marke@pref.shizuoka.lg.jp
※取材を希望される場合は、１月26日（金）午後５時までに、上記問合せ先（担当者：岡井）に御連絡ください。

＜参考：食の都の授業の概要＞
　・「頂（しずおか食セレクション）」認定食材の生産現場訪問と、学校内での調理実習の全２回構成。
　・生産現場訪問では、学生が普段あまり見ることのない生産現場を見学。調理実習では、本県の農林水産業及び食文化の振興に
貢献している料理人「ふじのくに食の都づくり仕事人」から、県産食材の魅力の引き出し方を学ぶ。

mailto:marke@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/22

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第86報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月22日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第86報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第86報（１月19日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 高等学校 賀茂郡南伊豆町 56 3 1 21 5 5 1月19日 ～ 1月2
2 小学校 富士宮市 866 28 1 33 11 10 1月19日
3 小学校 静岡市清水区 468 18 1 26 11 11 1月18日 ～ 1月1
4 小学校 掛川市 557 21 1 33 8 8 1月19日
5 小学校 掛川市 442 18 1 32 12 12 1月17日 ～ 1月1
6 小学校 浜松市浜名区 346 13 1 31 10 10 1月22日 ～ 1月2

本日合計 １高等学校、５小学校 6 176 57 56
７９５施設

本日までの累
計（実数） （ ９１高等学校、　１９８中学校、　４０８小学校、　６１幼稚園、

９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
3,760 107,541 34,382 31,899

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/22

タイトル 令和６年能登半島地震への対応(健康福祉部関連)【第
12報】（１月22日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第11報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21 ～ 輪島市、金沢市内の避難施設等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中 ・ 活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22



 静岡市立静岡病院 5 人 1/20 ～1/24

 総合病院聖隷浜松病院 5 人 1/21 ～1/26

 第 ６ 次隊 　14 人
 （ 活動中 ）

 沼津市立病院 4 人 1/20 ～1/24

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を開始した。

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２班、第３班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤) 1/24(水)～1/26(金) ６人

医師・看護師・

事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定（現在調整中 ３
　　チーム）
　　また、石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部に調整要員（事務員）を派遣予定
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画
　・ＪＭＡＴ本部（日本医師会）の指示により、今後、能登半島地方に加え
　　金沢市以南の避難所（いわゆる1.5次避難所、２次避難所）を支援する
　　ための活動も計画中

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人
（医師1人、看護師2人）

能登総合病院、穴水町内の７
避難所のアセスメント
（1/11）

1/19(金)～1/21(日) ３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

 能登町内避難所 にて 診療活動
 および 穴水町避難所 にてアセ
 スメント

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

 能登町内避難所 および 穴水町
 避難所 にて 活動予定

1/30(火)～2/2(金) １人（事務員１人）
石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援予定

1/31(水)～2/3(土)
３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

 能登町内避難所 および 穴水町
 避難所 にて 活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18 ～1/21 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（活動中） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22



オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24  ６ 人

第５組 1/24～27 調整中

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

 第 ３ 陣  １/19 ～ １/23  ３ 人

 第 ４ 陣  １/22 ～ １/26  ３ 人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

 今後 の 支援内容 ・ 体制 は 現地 ニーズを 踏 まえ 検討

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣について調整中

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

 第 ６ 陣 まで 調整済

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ移動
　　　　する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士



　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター又は七尾市内で活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日)
特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28 石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　 ※ 助成 第 ２ 回募集 ：2 月中旬予定 、 第3 回募集 ：4 月以降 を 予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法



1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等 ＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　 ＊ 災害救助法適用地域以外 で 、 被災 したため 特例措置 が 必要 な 地域 として 都
　　　　 道府県知事 が 設定 した 地域 は 以下 のとおり （ 令和 ６ 年 １ 月18 日現在 ）

 設定 した 都道府県  設定 した 地域

 新潟県
 阿賀野市 、 阿賀町 、 粟島浦村 、 魚沼市 、 小千谷市 、 刈羽
 村 、 新発田市 、 聖籠町 、 関川村 、 胎内市 、 田上町 、 津南
 町 、 十日町市 、 村上市 、 弥彦村 、 湯沢町

 富山県  魚津市 、 入善町



提 供 日 2024/01/22

タイトル 【全日本高等学校女子サッカー選手権大会優勝】藤枝
順心高等学校による知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班　深澤

TEL 054-221-2937

全日本高等学校女子サッカー選手権において、史上初２年連続７度目
の優勝を果たした藤枝順心高等学校へ知事顕彰を授与します

　令和５年12月30日（土）から令和６年１月７日（日）まで開催された第32回全
日本高等学校女子サッカー選手権大会で優勝した藤枝順心高等学校の選手らが知
事を表敬訪問します。
　当日は、史上初２年連続７度目の優勝を達成した同校サッカー部に対し、知事
顕彰を授与します。

１　日時　
　　令和６年１月26日（金）　午後４時30分～４時50分

２　会場　
　　県庁別館21階展望ロビー

３　訪問者　
　　藤枝順心高等学校
　　　サッカー部選手　13名
　　　戸田　雪子　校長
    　中村　翔　　監督

４　県側出席者
　　川勝　平太　知事
　　池上　重弘　教育長
　　村松　毅彦　スポーツ・文化観光部長
　　
５　次第
　(1) 県側出席者紹介
　(2) 校長の優勝報告
　(3) 監督の挨拶
　(4) 主将の挨拶
　(5) 知事からお祝いのことば
　(6) 知事から顕彰状授与
　(7) 記念品贈呈
　(8) 記念写真撮影



提 供 日 2024/01/22

タイトル 富士地区で「第25回静岡県障害者芸術祭」と「ふじの
くに芸術祭2023美術部門優秀作品展」を同時開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-3109

富士地区で「第25回静岡県障害者芸術祭」と

「ふじのくに芸術祭2023美術部門優秀作品展」を同時開催！

障害の有無に関わらず多様な表現を楽しんでいただくため、静岡県障害者芸術祭とふじのくに芸術祭優秀作品展を同時開催しま
す。

１　展示会概要

　会　期　令和６年１月24日（水）～１月28日（日）
　会　場　富士ロゼシアター展示室(富士市蓼原町1750）
　時　間　午前10時～午後５時（最終日は午後２時まで）
　入場料　無料

　＜第25回静岡県障害者芸術祭東部会場＞

障害者芸術祭は、障害のある人の文化芸術活動の振興や障害の有無に関わらず全ての県民の相互理解の促進を図ることなど
を目的としています。

障害のある人の作品を約150点展示するほか、障害の有無に関わらず参加可能なワークショップを開催します。

　＜ふじのくに芸術祭2023美術部門優秀作品展＞

ふじのくに芸術祭は県内最大の総合芸術祭で、コンクールや展覧会など、様々なイベントを１年を通して県内各地で楽しむ
ことができます。

このたびの優秀作品展では、公募作品（美術・書道・写真）から厳正な審査により選ばれた入賞作品など76点を一度に鑑賞
できます。

２　見どころ

　　芸術を通じた県民の相互理解促進のため、以下の取組を実施します。
日時 取組内容

１月24日(水)～
１月28日(日)
※会期中

＜今年からの展示方法＞
多様な表現に親しんでいただくため、県障害者芸術祭の作品と優

秀作品展の作品を一体的に展示します。

１月24日(水)
午前11時～
午後３時30分

＜中津川浩章氏によるすべての人の表現を広げるワークショップ＞
初日実施企画として、透明で大きなビニールシートにキットパス

を使い、思うままに描くワークショップを開催します。当日参加可
能です。

　
３　問合先

　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化政策課
　TEL：054-221-3109　FAX：054-221-2827 メール：arts@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/22

タイトル 我が家の終活セミナーを開催します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3081

我が家の終活セミナーを開催します！

　ご自宅の今後を考えるきっかけとしていただくため、高齢者や空き家を相続した方等を
対象に「我が家の終活セミナー」を開催します。
　

　県内各地にて、相続に関するセミナーを開催している「相続手続支援センター静岡」の
田島 友子 氏に、空き家にしないためのポイントや相続の際に気をつけることをわかりや
すくお話しいただきます。

１　日時、場所
ブロック 日時 場所
静岡会場  令和６年３月１日（金）  

 10:00～11:30
 B-nest 静岡市産学交流センター
 ６階プレゼンテーションルーム
（静岡市葵区御幸町3-21　ペガサート内）

沼津会場  令和６年３月８日（金）
 10:00～11:30

 プラサヴェルデ 4階401会議室
（沼津市大手町1-1-4）

浜松会場  令和６年３月15日（金）
 10:00～11:30

 アクトシティ浜松研修交流センター
 ６階62研修交流室
（浜松市中央区板屋町111-1）

　　

　　※各会場には駐車場が無いため、公共交通機関を利用してお越しください。

２　セミナー内容・講師　
　　テーマ：今から実家の終活について考えてみませんか？
　　講　師：相続手続支援センター静岡　田島 友子 氏

３　参加費
　　無料

４　申込方法
　　以下の電話、FAX又はメールにてお申込みください。
　　（申し込み締切り日：開催日の１週間前まで）
　　※FAX：チラシに記載の申込書に必要事項を記入し、以下のFAX番号宛てにお申込みく
      ださい。

５　問合せ先
　　静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課 計画班
　　TEL：054-221-3081　FAX：054-221-3083　E-mail：sumai@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:sumai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/22

タイトル 「防犯まちづくり講座」を開催します。

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3715

「特殊詐欺撃退すごろく」を体験して防犯を学ぼう！

　　「防犯まちづくり講座」を開催します。

県では、県民が防犯の専門家から防犯まちづくりに関する知識・技能を学び、安全で安
心なまちづくりに活かすため「防犯まちづくり講座」を開催します。
防犯まちづくり活動に取り組んでいる方や興味・関心のある方などを対象に、防犯ボラ
ンティアの現状と課題について考えます。

１ 講座の概要
（１）日時
　　　令和６年１月２７日（土）午後１時３０分から午後３時４０分まで
（２）場所
　　　静岡市清水社会福祉会館（はーとぴあ清水）中会議室
　　（所在地：静岡市清水区宮代町１－１）
（３）テーマ
　　　地域との連携・協働による防犯ボランティアの現状と課題
　　　～特殊詐欺講座を事例として～
　　　ワークショップ：特殊詐欺撃退すごろく（常葉大学オリジナル）
（４）講師
　　　木村佐枝子氏（博士（人間文化学））
　　　　　　　常葉大学健康プロデュース学部心身マネジメント学科教授
　　　　　　　専門は社会貢献学・安全教育・ボランティア教育
　　　　　　　常葉大学地域貢献センター長
　　　　　　　静岡県青少年問題協議会会長

２ 問合せ先（運営委託先）
　　特定非営利活動法人ＮＰＯサポート・しみず
　　住所：静岡市清水区港町２－１－１ 静岡市清水市民活動センター内
　　ＴＥＬ：０５４－３４０－１０１２
　　ＦＡＸ：０５４－３５１－５５３０

３ その他
　　定員４０人（先着順）
　　参加者の募集は終了しています。



提 供 日 2024/01/22

タイトル ～安心・安全にトライ～
静岡ブルーレヴズのホストゲーム会場で交通安全
・防犯啓発活動を行います！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～安心・安全にトライ～
静岡ブルーレヴズのホストゲーム会場で
交通安全・防犯の啓発活動を行います！

静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、１月２７日（土）に行われる静岡ブルーレヴズのホストゲーム会場にて、警察本
部・警察署と連携して、下記のとおり交通安全・防犯啓発活動を実施します。

１　実施日時
　　令和６年１月２７日（土）午前１０時１５分から午後１時ころまで

２　実施場所
　　ヤマハスタジアム（磐田市新貝２５００番地）

３　参加者（予定）
　・　静岡県　くらし交通安全課
　・　静岡県警察本部交通部交通企画課
　・　磐田警察署
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　約１０人

４　活動内容（広報啓発ブースの内容）
　・　啓発品（ＬＥＤスポーツバンド、防犯ブザー等）の配布
　・　パトカー、白バイの展示
　・　反射材お絵かきコーナー

５　その他
（１）活動状況により、予定よりも早く終了する場合があります。
（２）雨天の場合は、小雨であれば決行とします。
（３）取材をされる場合は、下記担当者までお問い合わせください。
　　【問合せ先】
　　　株式会社静岡ブルーレヴズ
　　　担当：地域連携事業部　地域推進ユニット　田邊　様
　　　電話　0538-32-0206
　　　Ｅメール：tanabeo@shizuoka-bluerevs.com

mailto:tanabeo@shizuoka-bluerevs.com


提 供 日 2024/01/22

タイトル 【取材依頼】知事広聴「平太さんと語ろう」～知事が
牧之原市・吉田町の方々と語り合います～

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 県民のこえ班　渡邉

TEL 054-221-2379

知事が牧之原市・吉田町のみなさ んと 語り合います！
～知事広聴「 平太さ んと 語ろ う  i n 牧之原市・ 吉田町」 の開催～

知事広聴は、今後の県政に活かすため知事が地域に出向き、地域の実情や課題について住民の方々と意見交換を行うものです。
今回は、牧之原市・吉田町の皆さんにお集まりいただき、様々な分野で活躍されている４組５名の方と川勝知事が意見交換しま
す。
また、時間の許す限り傍聴・視聴されている方々からも御意見をいただく予定です。
オンラインによる動画配信も行いますが、ぜひ会場での取材をお願いします。

１　概要

　(1)日  時    令和６年１月25日（木）　午後１時～午後２時30分
　(2)会  場    坂部区民センター（牧之原市坂部508-1）
　(3)発言者　　牧之原市・吉田町において様々な分野で活躍中の方４組５名（敬称略・発言順）

氏　　名              所属団体等
　石神　美保子
　 石神　典子

マルテイ石神製茶

　久保田　泰行  キャンプイベント「吉田野営」　実行委員長
　（吉田町商工会青年部）

　芝　晴美  おしゃべりサロン・カフェ、遊学くらぶ　代表

　 ジョン・オオモリ  まきのはらシティプロモーションアドバイザー
 アサミ・グローバル(株)　代表取締役

＜取材時のお願い＞
・ 当日は、坂部区民センター、ホール前の受付にお越しください。
・ 登壇者への取材等は終了後にお願いします。
・ 手洗い、手指消毒等、感染防止策にご協力をお願いします。

＊＊傍聴者も 引き 続き 募集中！＊＊

傍聴の申込を前日（1月24日）まで受け付けています。
当日受付も可能ですが、事前申込の方を優先するため、入場をお待ちいただいております。
なるべく事前にお申込みいただくようお願いします。
当日は会場での直接申込のみ受け付けます。

１　申込方法

　(1)会場での傍聴
　電話、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかで「知事広聴 牧之原市・吉田町」「氏名」「住所」「電話番号」をお知らせください。

　(2)オンライン視聴
事前申込みは不要です。
知事広聴（牧之原市・吉田町）のホームページに視聴用ＵＲＬを掲載しますので、そちらからご視聴ください。

２　申込み・問合せ

知事戦略局広聴広報課　県民のこえ班
電話　054-221-2235　FAX番号  054-254-4032
E-mail　chijikouchou@pref.shizuoka.lg.jp

３　ホームページ　

検索サイトで「知事広聴　牧之原市」と検索
静岡県ホームページＩＤ1054686で検索
ＵＲＬ：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1001854/1054686.html
ＱＲコード

mailto:chijikouchou@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/pr/1001854/1054686.html


提 供 日 2024/01/23

タイトル 医薬品等を研究・開発する企業を対象に医療現場体験
プログラムを提供します

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

医薬品等を研究・開発する企業を対象に
医療現場体験プログラムを提供します

静岡県立静岡がんセンター
公益財団法人ふじのくに医療城下町推進機構 ファルマバレーセンター

静岡県立静岡がんセンター（以下、「当センター」）は、静岡県が推進するファルマバレープロジェクトの中核医療機関として、また、
「がんを上手に治す」、「患者・家族を徹底支援する」、「成長と進化を継続する」という患者さんへの約束（理念）のもと、薬物療法の副
作用対策に注力し、支持療法

※

の強化や副作用対策の支援ツールの開発などに尽力して参りました。これらの種々の取り組みを一歩進め、「医
薬品等を開発する企業のための医療現場を体験するプログラム」を提供します。

昨今の抗がん剤は、治療効果が高い分子標的薬や免疫チェックポイント阻害剤が開発され、選択した抗がん剤によって効果だけでなく副作
用も大きく異なっています。そのため、これまで以上に各々の患者さんに応じた個別の対応が求められており、患者さんへの適切な情報提供
を行うことの重要性が増しています。当センターでは、これまでに、患者さんに必要な情報を1冊にまとめた「処方別がん薬物療法説明書」
約1万冊を患者さんに配布するとともにウェブ上に公開し全国で活用されています。また、製薬企業の学術担当者や研究員に対しては、薬物
療法による副作用の実態を伝えるセミナー等を通じて共通理解のもとで共同研究を実施し、ウェブサイト「サバイバーシップ」を大鵬薬品工
業株式会社と立ち上げ、がん患者さんの暮らしの改善に役立つ情報を発信しています。このような取り組みは副作用の早期発見による治療や
合併症予防につながっています。
　

今回企画した「医薬品等を開発する企業のための医療現場を体験するプログラム」は、製薬企業の研究者や医薬品安全性担当者、ＭＲ（医
薬情報担当者）等が実際に抗がん剤を投与された患者さんの様子を垣間見ることで、新たな視点が得られることを意図しています。開設以来
20年の間には、富士フイルム株式会社やサンスター株式会社等と医療現場において医療スタッフとともに製品開発をする取り組みを実施
し、様々な製品を生み出してきましたが、製薬企業を対象として、医療スタッフとともに医療現場を体験できるプログラムは今回が初めてと
なります。今回の製薬企業を対象とするプログラムは診療やケアなどの様々な場面で実施することを想定し、見学、研修、共同研究・開発な
どの種々のケースを受け入れる予定です。企業にとっては、医師・看護師等の医療スタッフが医療現場でどのように患者さんへ情報を伝えて
いるかを知り、また、自社で開発した抗がん剤の効果や副作用の実際を目の当たりにすることで、多職種の専門家が登場する臨床現場の多様
なニーズや新たなシーズの探索の場へとつながり、医薬品等の更なる安全性の確保やより効果的な開発に寄与するものと考えております。さ
らに、研究所で取り組んでいる創薬を目的としたがんのマルチオミクス研究の成果も紹介します。

一方、当センターにとっては、企業との臨床研究や新規薬剤開発を通じて当センターのがん薬物療法が強化されます。企業と緊密に連携し
た副作用対策は、より質の高い医療と適切な情報提供が可能となり、将来的には企業とともに創薬へとつながりうる可能性を得たことになり
ます。

今般、本企画の趣旨に賛同した中外製薬株式会社（本社：東京都中央区）から参加希望があり、内容を協議してきたところ、研修という形
で実施することとなりました。

なお、本企画は、当センターが患者さんからの同意を得て実施し、また、患者さんの個人情報や当センターが保有する関係企業、その他企
業等の秘密情報の管理について十分配慮した上で実施するものです。また、本企画を実施するにあたり、企業に対して、原則、費用負担は求
めません。

※支持療法：がんの進行に伴うつらい症状や治療に伴う副作用の治療や予防・ケアのこと。

●体験プログラム（例）
・臨床現場の見学や医療スタッフとの意見交換

外来診療、入院治療（病棟での処置等）、手術、化学療法センター、病理診断、
検査室（エコー、CT、MRI等）、緩和医療、診療科カンファレンス　など

・患者家族支援部門・よろず相談における事例紹介
・処方別がん薬物療法説明書や副作用対策小冊子の紹介
・服薬指導や医薬品等の安全性情報等の院内における取扱いに関する紹介
・創薬のための1万症例を対象としたがんマルチオミクス解析研究の紹介

など
＜安井博史副院長（腫瘍内科医）からのコメント＞

企業の社員には、自社が開発した医薬品等を投与された患者さんにどのような効果があり、またどのような副作用で苦しんでいるのかとい
う医療現場の実際を目の当たりにしていただくことで、その経験を、より副作用が少なく、より効果的な医薬品等の開発に活かしていただき
たい。そして、患者さんに対するより良い医療の提供につながることを期待したい。



提 供 日 2024/01/23

タイトル 第189回静岡県都市計画審議会の開催

担　　当 交通基盤部 都市局都市計画課

連 絡 先 都市行政班

TEL 054-221-3062

県が決定する都市計画等に関する審議を行うため、第189回都市計画審議会を下記のとおり開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　開催日時　令和６年２月21日（水）午後１時30分から午後２時30分まで

２　開催場所　静岡県庁西館４階第一会議室（Ａ・Ｂ・Ｃ）　

３　審議事項

■第１号議案　榛南・南遠広域都市計画道路の変更
　　３・４・29号池新田東部線及び３・４・30号池新田中央線の交差点部における右折車線滞留長を20ｍから35ｍ及び65ｍとする等、交通の安
全かつ円滑な通行を確保するため変更する。
■第２号議案　特殊建築物の敷地の位置（富士市）
　事業者の申請に基づき、富士市前田字川原758番１に設置する産業廃棄物処理施設の敷地の位置について、都市計画上の支障の有無を
審議する。
■第３号議案　特殊建築物の敷地の位置（焼津市）
　事業者の申請に基づき、焼津市利右衛門字六軒屋2623番１他に設置する産業廃棄物処理施設の敷地の位置について、都市計画上の支
障の有無を審議する。
　
４　公開・非公開　公開とする

５　傍聴について
　(１)定員　10名
　(２)手続き
　　　会議の傍聴を希望する方は、住所、氏名及び電話番号を記載の上、郵送、FAX又は
　　電子メールにて都市計画課あて申し込んで下さい。定員を上回る希望者があった場合
　　は、抽選とします。抽選結果については、抽選後、申込者に電話にて連絡します。
　(３)申込締切　令和６年２月５日(月)午後５時15分必着
　(４)抽選　令和６年２月９日(金)午後２時から　都市計画課にて

６　問合せ先
　〒420-8601　静岡市葵区追手町9-6
　静岡県交通基盤部都市局都市計画課都市行政班
　電話　054-221-3062
　FAX 　054-221-3640
　メール　toshikeikaku@pref.shizuoka.lg.jp

参考　静岡県都市計画審議会委員名簿（令和６年１月時点）

選任分野 氏名 職名
法律 濱田　六法 弁護士
経済 中山　勝 一般財団法人企業経営研究所常務理事
都市計画 森本　章倫 早稲田大学理工学術院教授
建築 亀井　暁子 静岡文化芸術大学デザイン学部教授
農業 遠藤　一惠 元静岡県農業会議常設審議委員農政副委員長
商工業 増田　恭子 静岡県商店街振興組合連合会理事長
福祉 宮川　紀代美 静岡県民生委員児童委員
静岡県議会議員 天野　一 　
〃 中谷　多加二
〃 鈴木　利幸 　
〃 宮沢　正美 　
〃 阿部　卓也 　
〃 早川　育子 　
静岡県市長会 中野　弘道 焼津市長
静岡県町村会 込山　正秀 小山町長
静岡県市議会議長会 井上　恒彌 静岡市議会議長
静岡県町村議会議長会 遠藤　豪 小山町議会議長
中部地方整備局 佐藤　寿延 局長
中部運輸局 金子　正志 局長
東海財務局静岡財務事務所 清水　宏一 所長
関東経済産業局 猪又　真介 総務企画部長
静岡県警察本部 大原　光博 本部長

mailto:toshikeikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/23

タイトル 第51回農業経営士協会総会、第37回青年農業士会総
会、合同研修会が開催されます

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課

連 絡 先 革新支援班

TEL 054-221-3290

第51回農業経営士協会総会、第37回青年農業士会総会、合同研修会が開催されます

１　趣旨
　地域農業の指導的役割を担う農業経営士と、将来の地域農業の推進者となる青年農業士の総会と研修会を開催します。
　研修会では、記念講演として(株)ハッピークオリティー宮地代表取締役社長と静岡県先端農業推進室佐野室長から講話をいただ
くなど、研鑽を深めていくこととしています。
　
２　概要
（１）日時　令和６年１月30日（火）12：40～16：45

（２）場　所　グランディエール　ブケトーカイ４階(静岡市葵区紺屋町17-1）

（３）日程
　　12：40～14：30　静岡県農業経営士協会通常総会　　（４階シンフォニー２）
　　　　　　　　　　静岡県青年農業士会通常総会　　　（４階ワルツ）
　　　　　　　　　　※各総会別部屋同時進行
　　14：45～16：45　全体研修会　　　　　　　　　　　（４階シンフォニー１）
　　　　　　　　　・記念講演 
　　　　　　　　　「生産から流通までの、世界のスタンダードを創る」
　　　　　　　　　　(株)HappyQuality 代表取締役社長　宮地　誠　氏　　　　
　　　　　　　　　・講演会
　　　　　　　　　「AOIプロジェクトにおける民間事業者等と連携した取組事例
                   の紹介」
　　　　　　　　　　静岡県経済産業部先端農業推進室長　佐野　浩司　氏  

 ＊当日の進行によっては、時間が前後する場合がありますので、御了承ください。

（４）出席者　農業経営士150名、青年農業士50名

【参考】
　●静岡県農業経営士協会
　　地域の農業者の目標像となり、農業の担い手の育成に指導的役割を担う農業者
　として県知事が認定した「農業経営士」で構成する。会員は、255名。　　
　●静岡県青年農業士会
　　地域農業の次世代を担う青年農業者として、県知事が認定した「青年農業士」
　で構成する。会員数は108名。



提 供 日 2024/01/23

タイトル 静岡県知事、東京のホテルでトップセールス（県産農
林水産品ＰＲ）

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

静岡県知事、東京のホテルでトップセールス（県産農林水産品PR）

羽田エクセルホテル東急で開催される静岡県産農林水産品を使用したランチブッフェにて、川勝平太知事によるトップセールス

を実施します。

１　知事トップセールスの概要

開催日 令和６年１月27日（土）12時15分～12時45分

会　場 羽田エクセルホテル東急（東京都大田区羽田空港3-4-2）
２階　カフェ＆ダイニング「フライヤーズテーブル」

内　容
・ランチブッフェ来場者に向けて、知事が県産農林水産品をＰＲ
・ポスター等による県産農林水産品の紹介、県観光ＰＲ動画の放映
・ウェルカムフラワー設置による「浜名湖花博2024」開催ＰＲ

　
２　取材に関するお願い

当日取材いただける場合は、前日の１月26日（金）午前11時までに、上記連絡先まで御連絡ください。

（参考）ランチブッフェの概要

開催日
令和６年１月27日（土）、28日（日）
＜１部＞11時30分～13時00分、＜２部＞13時30分～15時00分

主　催 羽田エクセルホテル東急

主な
メニュー

～頂（しずおか食セレクション）商品が使用されるメニュー～

 特選和牛静岡 そだち内もものローストビーフ マッシュポテト添え　ナ
チュラルなジュ
 駿河湾産桜 エビとシラスのサラダ仕立て
 静岡紅 ほっぺの苺とカラフルトマトとのサラダ仕立て
 大々鱒 「 紅富士 （ あかふじ ）」のポアレ 赤ワインソース

目鯛の昆布〆と 駿河湾産桜 エビ蒸し蕪のソース 柚子風味

備　考
・同会場では、12月1日（金）～１月31日（水）の期間、県産品を用いた
コースメニュー等を提供する「静岡フェア」を開催しています。



提 供 日 2024/01/23

タイトル 令和５年度第３回薬事審議会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2411

令和５年度第３回静岡県薬事審議会を開催します。

（概要）
１　日時
　　令和６年１月29日（月）　午後１時３０分から３時３０分まで

２　場所
　　札の辻クロスホール（静岡市葵区呉服町１－３０　札の辻クロス６階）

３　議題（予定）
　（１）第９次静岡県保健医療計画（最終案）について
　（２）薬事行政における諸課題について
　　ア　地域連携薬局・専門医療機関連携薬局の認定状況
　　イ　薬剤師確保の取組
　　ウ　薬物乱用防止の取組
　　エ　医薬品品質確保の取組
　（３）その他

４　出席者
　静岡県薬事審議会委員
　健康福祉部生活衛生局長
　健康福祉部生活衛生局薬事課長、薬事課技監兼課長代理

５　県民の方の傍聴について
　（１）会議の傍聴を希望される方は、開催時刻までに会場にお越しください。
　（２）会議の傍聴定員は５人とし、先着順で受付します。
　（３）会議の傍聴に当たっては、次の事項を遵守してください。
　　　・静粛に傍聴してください。
　　  ・発言、拍手その他の方法による可否の表明をすることはできません。
　　  ・会場内での飲食、喫煙は御遠慮ください。
　　  ・その他、会議の支障となる行為はできません。
　　  ・以上の規定をお守りいただけない場合は退場していただくことがあります。



提 供 日 2024/01/23

タイトル 「薬学生向け静岡県病院業界研究会」の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班・中村

TEL 054-221-2410

 【 初開催 】 県内52 病院 による 薬学生向 け 説明会 を 開催 します ！

　県では、県内病院での病院薬剤師を志す現役薬学部大学生(以下「薬学生」とします。) の就職活動に資する情報を提供するため、公益社
団法人静岡県病院協会及び静岡県病院薬剤師会と連携し、オンラインによる業界研究会を開催します。

１ 開催日時
　令和６年２月23日(金・祝)　正午から午後４時35分まで

２ 開催方法
　オンライン開催

３ 開催規模
　県内52病院が参加

４ 内容
　12:00～12:05 オープニング
　12:05～12:25 特別講演１

「病院薬剤師を取り巻く環境と期待されていること」
　 社会医療法人 駿甲会
　 コミュニティーホスピタル甲賀病院　医療技術部部長
　 静岡県病院薬剤師会　常任理事
　 渡邉 学氏

　12:25～12:45 特別講演２
「病院薬剤師のキャリアアップの道のり」
静岡県立総合病院薬剤部／研究支援室　室長補佐
嘉屋 道裕氏

　12:45～13:05 特別講演３
「病院が求めている人材」
島田市立総合医療センター　薬剤部部長
静岡県病院薬剤師会　副会長
浅原 慶徳氏

　13:25～16:35 合同説明会（30分×５ターム）
※ 参加病院がそれぞれのブースで説明

５ 申込方法
　参加希望の薬学生は、下記サイトにて申込登録を行ってください。
　（２月22日(木)午後６時まで）
　ファーネット2025事務局　株式会社ユニヴ
　(URL) https://2025.pha-net.jp/event/detail/at/event0030/

６ その他
　詳細は、別添のチラシをご覧ください。

0223flyer.pdf0223flyer.pdf

https://2025.pha-net.jp/event/detail/at/event0030/


提 供 日 2024/01/23

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第87報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月23日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第87報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第87報（１月22日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 下田市 154 7 1 21 6 6 1月22日
2 中学校 三島市 358 12 1 31 10 8 1月23日 ～ 1月2
3 小学校 沼津市 578 19 1 34 12 12 1月23日 ～ 1月2
4 小学校 三島市 354 15 1 32 14 14 1月23日 ～ 1月2
5 小学校 裾野市 570 22 1 29 9 9 1月22日
6 小学校 裾野市 247 12 1 20 5 4 1月19日
7 小学校 伊豆市 172 9 1 30 11 11 1月23日 ～ 1月2
8 幼稚園 御殿場市 230 11 1 19 3 3 1月22日 ～ 1月2
9 小学校 富士宮市 74 6 1 10 5 5 1月22日 ～ 1月2

1 35 14 14 1月22日 ～ 1月2
10 高等学校 牧之原市 323 10

1 34 16 16 1月22日 ～ 1月2
11 小学校 袋井市 488 21 1 28 15 7 1月23日 ～ 1月2
12 幼稚園 湖西市 116 6 1 16 7 7 1月23日 ～ 1月2
13 中学校 浜松市浜名区 336 13 1 27 7 7 1月23日 ～ 1月2
14 小学校 浜松市中央区 252 15 1 20 8 8 1月23日 ～ 1月2
15 小学校 浜松市中央区 547 21 1 29 7 7 1月23日 ～ 1月2
16 小学校 浜松市中央区 637 25 1 30 10 10 1月23日 ～ 1月2

1 26 6 6 1月23日 ～ 1月2
1 33 9 9 1月23日 ～ 1月217 小学校 浜松市中央区 848 29
1 29 12 12 1月23日 ～ 1月2

18 小学校 浜松市中央区 189 11 1 29 16 9 1月23日 ～ 1月2
1 31 7 7 1月23日 ～ 1月2

19 小学校 浜松市中央区 598 21
1 31 11 11 1月23日 ～ 1月2
1 31 6 6 1月23日 ～ 1月2

20 小学校 浜松市中央区 392 14
1 29 6 6 1月23日 ～ 1月2

21 小学校 浜松市中央区 810 29 1 26 9 9 1月23日 ～ 1月2
22 小学校 浜松市中央区 759 30 1 28 10 9 1月23日 ～ 1月2
23 小学校 浜松市浜名区 692 26 1 35 9 9 1月23日 ～ 1月2

1 29 16 16 1月23日 ～ 1月2
24 小学校 浜松市浜名区 326 14

1 29 14 13 1月23日 ～ 1月2
1 30 6 6 1月23日 ～ 1月2

25 小学校 浜松市浜名区 722 30
1 31 9 9 1月23日 ～ 1月2

26 小学校 浜松市浜名区 346 13 1 29 7 6 1月23日 ～ 1月2
2 31 11 11 1月23日 ～ 1月2

27 幼稚園 浜松市中央区 172 7
2 31 14 14 1月23日 ～ 1月2

28 こども園 浜松市中央区 469 17 1 25 12 12 1月23日 ～ 1月2
本日合計 １高等学校、２中学校、21小学校、３幼稚園、１こども園 38 1,008 349 328

７９７施設
本日までの累

計（実数） （ ９２高等学校、　１９８中学校、　４０８小学校、　６２幼稚園、
９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）

3,798 108,549 34,731 32,227

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/23

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第13報】（１月23日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第12報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21～ 輪島市、金沢市内の避難施設等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中・活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22



静岡市立静岡病院 5人 1/20～1/24

総合病院聖隷浜松病院 5人 1/21～1/26

第６次隊　14人
（活動中）

沼津市立病院 4人 1/20～1/24

 静岡医療 センター 4 人 1/23 ～1/27

 静岡済生会総合病院 6 人 1/22 ～1/27

 第 ７ 次隊 　14 人
 （ 活動中 ）

 浜松赤十字病院 4 人 1/23 ～1/27

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を開始した。

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２班、第３班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤) 1/24(水)～1/26(金) ６人

医師・看護師・

事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定（現在調整中 ４
　　チーム）
　　また、石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部に調整要員（事務員）を派遣予定
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画
　・ＪＭＡＴ本部（日本医師会）の指示により、今後、能登半島地方に加え
　　金沢市以南の避難所（いわゆる1.5次避難所、２次避難所）を支援する
　　ための活動も計画中

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金)
３人
（医師1人、看護師2人）

能登総合病院、穴水町内の避
難所のアセスメント

1/19(金)～1/21(日) ３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

能登町内避難所にて診療活動
および穴水町避難所にてアセ
スメント

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

能登町内避難所および穴水町
避難所にて活動予定

1/30(火)～2/2(金) １人（事務員１人）
石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援予定

1/31(水)～2/3(土)
３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

能登町内避難所および穴水町
避難所にて活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18～1/22 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17



第４次隊（活動 終了） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 ６人

第５組 1/24～27  ２ 人

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

第３陣 １/19～１/23 ３人

第４陣 １/22～１/26 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

今後の支援内容・体制は現地ニーズを踏まえ検討

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣について調整中

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

第６陣まで調整済

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ移動
　　　　する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考



第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター 及 び 七尾市内 で 活動 を 実施 。 １ 月
  20 日以降 は 志賀町 においても 活動中

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日) 特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28
石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　※助成 第２回募集：2月中旬予定、第3回募集：4月以降を予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況



　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　＊災害救助法適用地域以外で、被災したため特例措置が必要な地域として都
　　　　道府県知事が設定した地域は以下のとおり（令和６年１月18日現在）

設定した都道府県 設定した地域

新潟県
阿賀野市、阿賀町、粟島浦村、魚沼市、小千谷市、刈羽
村、新発田市、聖籠町、関川村、胎内市、田上町、津南
町、十日町市、村上市、弥彦村、湯沢町

富山県 魚津市、入善町



提 供 日 2024/01/23

タイトル ふじさんネットワーク「富士山勉強会」参加者募集！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

ふじさんネットワーク「富士山勉強会」参加者募集！

富士山環境保全に取り組む「ふじさんネットワーク（事務局：県自然保護課）」では、富士山に関する知識習得を目的とした「富士山勉強
会」を開催します。

今回の勉強会では、静岡大学の増澤武弘客員教授に「富士山と植物」、同大学の小山真人教授に「火山としての富士山」について御講
義いただきます。様々な視点から富士山を学ぶ貴重な機会となりますので、是非ご参加ください。

【内　容】
 １　日　　時　令和６年３月16日(土)午後１時15分から３時25分（午後１時受付開始）

 ２　開催場所　沼津商工会議所会館（沼津市米山町６－５）

※JR沼津駅北口から徒歩５分

施設の駐車場は利用できません。周辺の駐車場（プラサヴェルデ（有料）等）を利用ください）

 ３　募集人数　40名程度

 ４　演　　題　勉強会（１）　「富士山の植物」
 　　講　　師　　午後１時15分から２時15分
 　　　　　　　　増澤武弘　氏
 　　　　　　　　（静岡大学客員教授／ふじさんネットワーク会長）

　　　　　　　　勉強会（２）　「火山としての富士山」
 　　　　　　　　　午後２時25分から３時25分
 　　　　　　　　小山真人　氏
 　　　　　　　　（静岡大学未来社会デザイン機構副機構長）

参加希望者は、郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記の上、＜郵便＞＜ＦＡＸ＞
＜電子メール＞のいずれかによりお申込ください。

【申 込 先】ふじさんネットワーク事務局
電話：０５４－２２１－３４９８

【申込期限】令和６年３月８日（金）
【住　  所】〒４２０－８６０１　静岡市葵区追手町９番６号

静岡県くらし・環境部自然保護課内
【Ｆ Ａ Ｘ】０５４－２２１－３２７８
【メ ー ル】3776fuji@pref.shizuoka.jp

mailto:3776fuji@pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/01/23

タイトル 令和６年能登半島地震　応急仮設住宅の建設支援に係
る職員派遣

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局公営住宅課

連 絡 先 建設指導班

TEL 054-221-3087

１　概　要
　令和６年１月１日に発生した能登半島地震により住宅が被災した方に対し、石川県が実施する応急仮設住宅建設について、国土
交通省からの要請に基づき技術職員を派遣する。

２　担当業務と派遣職員
（１）担当業務

　
　
　
　

応急仮設住宅の建設業務
・建設用地の現場確認、住棟配置の調整
・建設工事の進捗管理
・工事設計書のチェック

　 　
（２）派遣地

石川県内（石川県庁を活動ベースとし、市町の建設地に車で移動）
※　建設地や戸数等の詳細は、現地で石川県庁職員から指示を受ける予定

　 　
　（３）派遣計画

区 分 活動期間
（移動日を除く）

派遣人数 備考

第１陣 １月２９日～２月４日
（７日間）

３人
（建築、電気、機械の各１人）

第２陣 ２月５日～２月１１日
（７日間）

３人
（建築、電気、機械の各１人）

活動期間の前後各１日
の移動日を含めて派遣
期間とする

（参考）Ｈ２８熊本地震における派遣実績
延べ３１日間で５名（建築４、電気１）を派遣（１人当たり約７日間）

３　その他
　第３陣以降の追加要請は未定



提 供 日 2024/01/23

タイトル 令和６年能登半島地震　被災建築物応急危険度判定支
援に係る職員派遣実績

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

令和６年能登半島地震　被災建築物応急危険度判定支援に係る職員派遣実績

１　要　旨
　「災害時等の応援に関する協定書(中部９県１市)」及び「被災建築物応急危険度判定要綱

※
」に基づき、中部圏ブロック協議会

を通じて石川県から要請のあった、被災建築物の応急危険度判定支援のための建築技術職員（判定士）を派遣した。（県職員は１
月５日に第１陣６名が出発し、１月６日～18日まで延べ13日間活動。）

※ 要綱は「全国被災建築物応急危険度判定協議会」が作成（全国６ブロックの判定協議会ごと支援）

２　職員派遣実績

　※ 浜松市は珠洲市への対口支援対応のため、協議会ルートでの派遣は未実施。

３　静岡県の判定対象地区
　　穴水町、七尾市（沼津市のみ１月７日～９日の３日間）

４　判定結果（１月18日判定終了時点）　　　　　　　　　　　（単位：棟）

　※「危　険」(赤)：立ち入ることが危険なもの。
　　「要注意」(黄)：立ち入る場合は、注意が必要なもの。
　　「調査済」(緑)：上記のいずれにも該当しない、被災程度が小さく使用可能なもの。



提 供 日 2024/01/23

タイトル 県内広報の頂点が決定！令和５年度静岡県広報コン
クール審査結果の発表

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先

TEL 054-221-2976

県内広報の頂点が決定！
令和５年度静岡県広報コンクール審査結果の発表　

 １月17日（水）から１月22日（月）の４日間にわたり、「令和５年度静岡県広報コンクール審査会」を部門ごとオンラインで開
催し、次のとおり部門別の最優秀賞作品を決定しました。

 県内の市町・団体から応募があった広報紙など６部門、計91点の応募作品を、報道関係者、デザイナー、大学関係者等の審査員
が厳正な審査を行いました。

 なお、広報紙（団体）部門を除く各部門の最優秀賞作品を、公益社団法人日本広報協会主催の令和６年全国広報コンクールに推
薦します。

＜部門別最優秀賞作品＞

部門 最優秀賞作品名 市町・ 団体名

広報紙
（市）

広報しまだ　令和５年11月号
（特集：「産む」を巡る「公共」）

島田市

広報紙
（町）

広報よしだ 令和５年６月号
（特集：“ぎゅっと”なまちで子育て）

吉田町

広報紙
（団体）

とぴあ令和５年３・４月号
（特集：どうする？地産地消）

とぴあ浜松
農業協同組合

広報写真
（一枚写真） 広報しみず 令和５年６月号 表紙 清水町

広報写真
（組み写真） 広報やいづ 令和５年５月１日号 ８ページ 焼津市

映像 NEW 浜松ふかぼり部「家康伝承と浜松」 浜松市

※この他、部門ごとに優秀賞、奨励賞数点を決定
　　
＜主催＞
静岡県広報協会、静岡県

＜最優秀作品のデータ提供等＞
・静岡県広報協会までお問合せください（メール可）
・記事掲載の際にご利用ください（各市町・団体の使用許可済）

＜問合せ先＞
・静岡県広報協会
　住　　所：静岡市葵区追手町９－６
　電話番号・FAX番号：054-254-6747
　メール：s-kokyo@po3.across.or.jp

・静岡県広聴広報課
　住　　所：静岡市葵区追手町９－６
　電話番号：054-221-2976

mailto:s-kokyo@po3.across.or.jp


提 供 日 2024/01/23

タイトル 「富士山山頂でサミットを！」
1/24　MetaverseSHIZUOKAオープン

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班

TEL 054-221-2976

「富士山山頂でサミ ットを！」
1/2 4 　M e ta ve rs e  S HIZ UOKA オープン

静岡県を丸ごとスキャンした3 次元点群データ（VIRTUA L S HIZUOKA ）を活用し、静岡県を8 つのエリ アに分けたメタバース空間
「M e ta ve rse  S HIZ UOKA 」を構築しました。
「M e ta ve rse  S HIZ UOKA 」は、広聴活動（意見交換会・タウンミーティング）や、広報活動（観光や移住促進等の情報発信）などに活用予
定です。

１　M e ta ve rse  S HIZ UOKA の概要
（１）目的
　静岡県の魅力発信とともに、誰でも参加できる意見交換や交流が可能なメタバース空間を活用し、主に若年層を対象として県政への積極
的参加を図る。
（２）特徴
　メタバース内では３ＤＣＧで作った富士山頂・伊豆の大自然といった特別な絶景スポットを訪れることができ、同じ空間内の参加者と交流
することが可能。
（３）内容
広報ルームと意見交換が可能な広聴ルームの２種のメタバース設置

広報ルーム 広聴ルーム

内容 浜名湖花博など県の主要事業や
県政情報を県内外に発信

タウンミ ーティングや
出前講座等を実施

利用者 誰でも 事前に参加を許可した者
参加人数 制限無し・2 4 時間可 最大3 0 人・１時間程度/回

各ルーム

　
  FUJIN OKUN I　En tra n ce
　  ( ふじのくに エントランス）
　FUJIN OKUN I　S qu a re
    （ふじのくに広場）
　Izu  PR A re a
    （静岡県伊豆半島PRエリ ア）
　Ea s te rn 　PRA re a
    （静岡県東部PRエリ ア）
　Ce n tra l　PR A re a
    （静岡県中部PRエリ ア）
　We ste rn 　PRA re a
    （静岡県西部PRエリ ア）

　FUJI　S k y De ck
　　（富士山意見交換会ルーム）

　Izu　Ge oFie ld
　　（伊豆意見交換会ルーム）

詳細や空間へのアクセスはこちら

（４）今後の活動
・第一弾として、世界遺産をテーマとしたタウンミーティングを開催
　詳細はこちら

２　問い合わせ
　知事戦略局　広聴広報課
　電話　0 5 4 -2 2 1-2 9 7 6 　FA X番号　0 5 4 -2 5 4 -4 0 3 2
　E-m a il　PR＠pre f .sh izuok a .lg .j p
　（委託事業者：株式会社リ プロネクスト（代表取締役　藤田献児））



提 供 日 2024/01/24

タイトル 県立高等学校の在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼
津部会）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3147

県立高等学校の在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼津部会）を開催します

　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の
在り方について、改めて検討することとしました。
　地域の事情を踏まえた高校の将来像を検討するため、第４回の「県立高等学校の
在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼津部会）」を開催します。

１　日　時　令和６年１月31日（水）13時00分から15時00分まで

２　場　所　沼津商工会議所　１階コミュニティホール（静岡県沼津市米山町6-5）

３　参加者
　　　・沼津市・清水町教育長
　　　・PTA会長、産業界代表、高等学校同窓会長
　　　・県教育長　他
　　　（オブザーバー）
　　　・公立中学校・高等学校長

４　情報共有事項
　　　・第３回地域協議会で協議された主な意見
　　　・第１～３回地域協議会（沼駿地区沼津部会）の振り返り

５　協議事項
　　　・「グランドデザイン策定に向けた方向性の検討」に関する論点

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/01/24

タイトル 令和５年度静岡県中部高等学校定時制通信制生徒合同
文化祭兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門
の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　内田さち子

TEL 054-221-3146

令和５年度静岡県中部高等学校定時制通信制生徒合同文化祭
兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

定時制・通信制の課程で学ぶ者同士がお互いに交流を図り、文化活動の協同を通して仲間意識を育て、自治及び自立の能力を高め、
学習意欲の向上を目的として合同文化祭を開催します。

１　日　時
　　令和６年１月31日（水）　午後１時から８時まで

２　会　場
　　グランシップ（静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）　

３　展示部門　午後１時から７時45分まで
　　場所：展示ギャラリー１

学　校　名 作　品　内　容

清水東高校
顔のデザイン、キューブ、４コマ漫画、立体造形、彫刻、エプロ
ン、絵本、紙芝居、ソックモンキー、本の紹介文

静岡高校 家庭科作品、美術作品、総合的な探究の時間製作物

科学技術高校
絵画、作品ファイル、被服、工業実習作品、課題研究作品、モ
ザイク壁画、写真、イラスト

藤枝東高校 書道作品、家庭科作品、美術作品
島田商業高校 あずま袋、コースター、紙粘土細工、サッカーボール、詩画

榛原高校 扇子、流木デッサン、絵画共同作品、アクリルたわし、DNAモデ
ル、書道作品、書道共同作品

静岡中央高校（定）
絵画、彫刻、工芸、水墨画、書道作品、共同制作キルト、ミニ
ポーチ、まんまるポーチ

静岡中央高校（通） 美術作品、書道作品

４　ステージ部門　午後６時20分から８時まで　場所：中ホール「大地」
　　司会　静岡中央高校（通）生徒会

(1) 開会式
開会宣言　　　　　　　　静岡中央高校(通)　中部地区長　鈴木（実）さん
実行委員長あいさつ　榛原高校長　　　　　鈴木　安雄　

(2) ステージ発表　
順　
番

学　校　名 グループ名 発　表　内　容

１ 静岡中央高校(定) milk バンド演奏
２ 静岡中央高校(定)　 My　lover　is　blonde バンド演奏
３ 静岡中央高校(定)　 静岡中央高校吹奏楽部 吹奏楽演奏
４ 清水東高校　 清水東ストリングス ヴァイオリン演奏
５ 榛原高校 榛原高校１年生 演奏
６ 榛原高校 Joe！ ダンス
７ 島田商業高校　 Night Sky 歌唱

８ 　榛原高校　 ４年　清水さん
生徒生活体験発表　

題名「夢」

 (3)　閉会式
　　　事務局校校長講評　　静岡中央高校長　　　杉山　忍
　　　閉会宣言　　　　　　　　静岡中央高校（通）　中部副地区長　鈴木（結）さん

　　　　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/24

タイトル 令和６年度静岡県職員採用試験（大学卒業程度）
土木・農業土木・建築・薬剤師の早期試験の受験案内
公表！

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2275

令和６年度 静岡県職員採⽤試験（⼤学卒業程度／専⾨・技術系職種）
⼤学卒業程度(⼟木・農業⼟木・建築・薬剤師)の

早期試験の受験案内公表︕
― 静岡県の未来を創る 静岡未来クリエイター を募集します︕ ―

静岡県では、多様化、複雑化する行政ニーズに対応するため、様々な資質・能力を持った人材を求めています。魅力ある地域づくりや
県民生活の安全・安心を支える仕事を通じて静岡県の未来を創る「静岡未来クリエイター」（県職員）を募集します！

☆民間企業の内定早期化の動きに対応して、土木・建築・薬剤師の技術系３職種に加え、 令和 ６ 年度 から 新 たに 「 農業土木 」 を 追加 して 、 幅
 広 く 人材 を 募集します！

☆試験の申込みは、ふじのくに電子申請サービスで、 ３ 月 １ 日 （ 金 ） から ３ 月22 日 （ 金 ） 午後 ５ 時 まで受け付けます！

１　採用試験の概要
　　試験区分ごとの募集職種、採用予定者数は次のとおりです。　
　　※例年６月に第１次試験を実施している採用試験（定期試験）との併願も可能です。

試験区分 募集職種

採
用
予
定
者
数

申込受付
期間

第１次試験 第２次試験
最終
合格
発表

土　　木
６
人

農業土木 ５
人

建　　築
２
人

大　　学
卒業程度
(早期試験）

薬 剤 師 ４
人

３月１日
(金)
～

３月22日
(金)

４月21日
(日)

５月23日(木)
～

５月31日(金)
の指定する日

６月
中旬

２　申込方法
　ふじのくに電子申請サービス（https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/）から

申し込みください。

３　受験案内
試験の詳細内容は、静岡県職員採用情報のホームページ（
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/saiyoshiken/1003998/1046778.html）に掲載されている「受験案内」を御確認ください。　
　　
（「受験案内」は、県庁東館２階の県民サービスセンター、県総合庁舎等でも配布しています。）　　　　　　　

掲載ページ二次元コード→

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/saiyoinfo/employ/saiyoshiken/1003998/1046778.html


提 供 日 2024/01/24

タイトル 令和５年　県内の土砂災害発生状況を公表します
土砂災害発生件数は59件（例年を下回る）

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先

TEL 054-221-3043

令和５年　県内の土砂災害発生状況を公表します

土砂災害発生件数は59件（例年を下回る）

　本県の令和５年の土砂災害発生件数は59件（土石流５件、地すべり４件、がけ崩れ50件）で、近年10年間（H25～R4）の平均
66件を下回りました。このうち６月２日の台風２号に伴う大雨では、土石流５件、地すべり３件、がけ崩れ46件の計54件が発生
し、令和５年に発生した土砂災害のほとんどを占めるものとなりました。
　浜松市天竜区長沢、静岡市葵区諸子沢で発生した地すべり２箇所および、浜松市浜名区細江町気賀で発生したがけ崩れ１件につ
いては、災害関連緊急対策事業により、緊急的に土砂災害対策施設の整備を実施しています。一方、浜松市中央区など３箇所で
は、これまでに整備した擁壁の土砂災害防止施設により、斜面からの土砂や立木を食い止め、人家等への被害を軽減したことが確
認でき、施設の効果が発揮されました。

　　　　　　　　（参考１）近年（10年間）の土砂災害の発生状況　　

　　　　　　　　（参考２）大雨により地すべりやがけ崩れが発生！

   
　　　　災害関連緊急事業「長沢」 　　　　　　施設効果事例「庄和谷久保」
　　　　　（浜松市天竜区長沢）　　　　　　　　（浜松市中央区神ヶ谷町）



提 供 日 2024/01/24

タイトル 水防功労者国土交通大臣表彰

担　　当 交通基盤部 河川砂防局土木防災課

連 絡 先 防災班　山田

TEL 054-221-2249

水防功労者国土交通大臣表彰を県内で3名が受賞します

　水防活動に尽力された、永年功労のある静岡市水防団３名が本年度の水防功労者国土交通大臣表彰を受賞することになりました。

１　受賞決定者

　○個人表彰

　　永年功労（役員として15年以上水防活動に従事した者）　

　　　・静岡市水防団　副団長　　　　　　      堀越　隆正　氏

　　　・静岡市水防団　総務副団長　　　    　佐藤　進　　 氏

　　　・静岡市水防団　藁科川分団分団長　 石上　憲一　氏

２　表彰式

　　日時：令和６年１月31日（水）　14時00分～14時30分

　　場所：国土交通省　10階共用会議室

３　取材等

(１) 表彰式の撮影を希望される報道関係者の方に限り、１月29日（月）12時　までに、

下記アドレスに社名と参加者全員分の役職・氏名（よみがな）・連絡先（電話＆

E-mail）を登録してください。

【事前登録先】　hqt-suibou2@ki.mlit.go.jp

（２）写真撮影にあたっては、進行の妨げにならないようお願いいたします。

（３）腕章等を見える位置につけてください。腕章等が見える位置についていない場合、

会場内への入場はお断りする場合があります。

（４）当日は13時45分に国土交通省10階共用会議室前にお集まりください。

なお、公務等の都合により、開始時間・場所等が変更となる可能性があります。

【問い合わせ先】

・表彰について

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 水防企画室　金子、川上

代表電話　03-5253-8111（内線 35452，35458）　　　

直通電話　03-5253-8460

・表彰団体、表彰者について

静岡県 交通基盤部 河川砂防局 土木防災課　防災班　山田　

電　話　054-221-2249

FAX　　054-221-3564

４　参考

　○令和５年度表彰（全国）

　　 団体 　　６団体（水防活動に従事した功績）

　　 個人　　16名　（永年功労者）

　　　　　　　　１名　（水防技術の向上に尽力）

　○県内表彰実績

　R5 　R4 　R3 　R2 　R1

　個人 　３ 　５ 　１ 　１ 　２

　団体 　- 　２ 　１ 　- 　１

mailto:hqt-suibou2@ki.mlit.go.jp


提 供 日 2024/01/24

タイトル 「第２回浜名湖水辺整備推進協議会」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-2458

「第２回浜名湖水辺整備推進協議会」を開催します
～防護・利用・環境の調和のとれた水辺空間の整備について協議します～

　浜名湖では、水辺に設置された堤防の高さが予想される高潮や津波より低い区間が存在していることや、護岸の老朽化の進行な
ど、その水辺空間は様々な課題を抱えています。
　今回、第２回協議会を開催し、「浜名湖水辺整備基本計画」の骨子案や水辺空間の整備における配慮事項等について協議しま
す。

１　日時　令和６年１月26日（金）午後１時30分から午後３時まで（予定）

２　会場　静岡県浜松総合庁舎７階701～703会議室（浜松市中央区中央1丁目12-1）
　　　　　
３　議事内容　（１）「浜名湖水辺整備基本計画」骨子案
　　　　　　　（２）水辺空間の整備における配慮事項等
　　　　　　　（３）高潮防護に係る計画の見直しについて
　　　　　　　（４）「浜名湖湖岸堤整備・維持管理マニュアル（案）」

４　傍聴
　　本会議は公開で行います。
　　傍聴を希望される方は、当日会場にて午後１時から受け付けます。
　　定員は10人程度（先着順）です。　

（参考）協議会構成
所　属・役　職 所　属・役　職

　静岡県　経営管理部　西部地域局　副局長兼
　　　　　　　　　　　　　　　　　西部危機管理監

　浜松市　市民部　文化振興担当部長

　　〃　　くらし・環境部　環境局長 　　〃　　環境部　部長
　　〃　　スポーツ・文化観光部　文化局長 　　〃　　産業部　観光・ブランド振興担当部長
　　〃　　　　　　〃　　　　　　観光交流局長 　　〃　　　〃　　農林水産担当部長
　　〃　　経済産業部　農地局長 　　〃　　都市整備部　部長
　　〃　　　　〃　　　水産・海洋局長 　　〃　　土木部　部長
　　〃　　　　〃　　　西部農林事務所長 　湖西市　環境部　部長
　　〃　　交通基盤部　参事（交通ネットワーク・
　　　　　　　　　　　　　　　新幹線新駅担当）

　　〃　　産業部　部長

　　〃　　　　〃　　　道路局長 　　〃　　都市整備部　部長
　　〃　　　　〃　　　河川砂防局長 　浜名漁業協同組合　代表理事組合長
　　〃　　　　〃　　　港湾局長 　公益財団法人浜松・浜名湖ツーリズム　ビューロー　常務理事
　　〃　　　　〃　　　都市局長 　公益財団法人浜名湖総合環境財団　常務理事
　　〃　　　　〃　　　浜松土木事務所長 　

５　参考
　「浜名湖水辺整備推進協議会」について
　県では令和４年12月に「浜名湖水辺整備推進協議会」を設置し、湖岸堤を含む浜名湖の水辺空間について、高潮や津波に対する
「防護」だけでなく、観光や水産振興等の「利用」、景観や自然環境等の「環境」の調和のとれた整備に向け、「浜名湖水辺整備
基本計画」の策定を進めています。



提 供 日 2024/01/24

タイトル 「第10回太田川ダム濁水対策検討会」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 利水班

TEL 054-221-2458

「第10回太田川ダム濁水対策検討会」を開催します

太田川ダム（周智郡森町亀久保地先）では、大雨に見舞われた際、上流から濁水が貯水池に流れ込み、降雨後も濁水が放流されることに
よる影響が懸念されています。このため、県は学識経験者、地元代表者、関係機関等から成る「太田川ダム濁水対策検討会」を設立し、濁水
対策を検討しています。

このたび、第10回検討会を開催し、令和５年の流況及び濁水対策の実施状況を報告するとともに、今後の対応について意見を伺います。

１　日　　時　　令和６年１月31日（水）午後1時30分から午後3時30分

２　場　　所　　森町文化会館ミキホール（周智郡森町森1485）
　　　　　　　　
　
３　委員構成

氏　名 役　　　職

（会長）松尾　直規 中部大学　名誉教授
川崎　将生 国土技術政策総合研究所 河川研究部 水環境研究官
杉野　孝雄 遠州自然研究会　会長
山田　辰美 常葉大学　名誉教授
萩原　誠 鍛冶島町内会　会長

友田　靖弘 天方地区町内会長会連絡協議会会長、亀久保町内会　会長
木村　直裕 問詰町内会　会長
山本　俊康 太田川漁業協同組合　組合長

甚沢　万之助 森町森林組合　組合長
木下　勝博 アクティ森　支配人
尾崎　元久 静岡県企業局　参事
太田　康雄 森町　町長
望月　嘉徳 静岡県交通基盤部河川砂防局　局長
榊原　正彦 静岡県袋井土木事務所　所長

　　

４　内　　容　　令和５年の流況、濁水対策の実施状況、今後の対応

５　傍　　聴　　傍聴定員は10名程度です。定員になり次第、受付を終了します。
傍聴・取材を希望される方は、直接会場にて受付願います。

６　問合せ先　　静岡県交通基盤部河川砂防局河川企画課利水班　054-221-2458
　　　　　　　　　　　　静岡県袋井土木事務所河川改良課　0538-42-3211



提 供 日 2024/01/24

タイトル 県内の農業者が「ノウフク・アワード2023」でフレッ
シュ賞を受賞！

担　　当 経済産業部 農業局食と農の振興課

連 絡 先 農産環境班

TEL 054-221-2689

１　要　旨

　優れた農福連携の取組事例を農林水産省が表彰する「ノウフク・アワード2023」で、ひらまつファーム（浜松市浜名区）がフレッシュ賞を
受賞しました。

　※フレッシュ賞：取組開始５年以内の団体等が対象

２　受賞者　　ひらまつファーム　　代表　平松　輝彦（ひらまつ　てるひこ）

３　概　要

受賞者概要 場所：浜松市浜名区新原

品目：ミニトマト、レタス、とうもろこし等

農福連携の取組 ・平松氏が西部農林事務所の経営相談・支援を受ける中で、農福連携の提案を受けた。

・農福連携ワンストップ窓口（※1）によるマッチング支援、農福連携技術支援者（※２）によるアドバイスを受け、令和３年
から福祉事業所と連携。

・お試しノウフク制度（※３）を活用し、作業分解や行程の見直しを図り、福祉事業所に定植や収穫作業等を委託し、障害の
ある人を20人受入れている。

・生産物を福祉事業所のカフェや加工所に提供し、生産、加工、販売など多方面で連携。

・農福連携を取り入れることで生産が安定し、規模拡大（150→300a）したことで、収益向上につながっている。

　※１農福連携ワンストップ窓口：農業者と福祉事業所等のマッチングを図る窓口として、静岡県が令和２年度に設置（運営：ＮＰＯ法人オールしずおか
ベストコミュニティ）

　※２農福連携技術支援者：農業と福祉の双方の知識と技術を持って、農業現場で実務的なアドバイスを行う人材（農林水産省認定）

　※３お試しノウフク制度：新たに農福連携に取り組む農業者に対する県の助成制度（令和２、３年度実施）

＜ノウフク・アワード＞

　全国で農福連携に取り組んでいる団体等を募集し、農福連携の素晴らしさを発信する優れた取組を表彰するものとして2020年に設立され、
農水省やＪＡ全中、日本経団連、福祉関係団体などでつくる農福連携等応援コンソーシアムが主催している。４回目となる「ノウフク・ア
ワード2023」は、グランプリ以下24団体が受賞した（応募数198）。

※ノウフク・アワード2023の概要は農林水産省ＨＰを参照してください。https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/240119.html

４　授賞式

　　日時：令和６年２月19日（月）午後２時～

　　会場：深川江戸資料館ホール（東京都江東区白河1-3-28） 

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/240119.html


提 供 日 2024/01/24

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第88報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月24日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第88報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第88報（１月23日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 下田市 154 7 1 19 3 3 1月22日
2 小学校 三島市 545 18 1 31 8 8 1月24日 ～ 1月2
3 小学校 三島市 462 16 1 29 8 8 1月24日 ～ 1月2
4 小学校 富士市 544 20 1 31 11 11 1月23日 ～ 1月2

1 41 8 8 1月22日 ～ 1月2
1 41 8 8 1月22日 ～ 1月25 高等学校 静岡市清水区 844 21
1 39 10 10 1月22日 ～ 1月2

6 高等学校 静岡市葵区 242 12 4 83 25 2 1月22日 ～ 1月2
7 中学校 静岡市清水区 97 3 1 31 14 14 1月22日 ～ 1月2
8 小学校 静岡市葵区 235 13 2 46 23 16 1月23日 ～ 1月2

1 28 10 8 1月23日 ～ 1月2
9 小学校 静岡市葵区 316 14

1 27 8 7 1月23日 ～ 1月2
10 小学校 静岡市駿河区 894 33 1 30 9 9 1月19日
11 小学校 静岡市駿河区 497 21 1 29 12 12 1月23日 ～ 1月2
12 小学校 静岡市駿河区 578 18 1 30 15 15 1月23日 ～ 1月2
13 高等学校 島田市 506 15 1 35 9 9 1月22日 ～ 1月2
14 小学校 焼津市 353 14 1 31 15 15 1月22日 ～ 1月2
15 小学校 藤枝市 514 20 1 26 6 5 1月23日 ～ 1月2
16 中学校 磐田市 783 27 1 34 9 9 1月23日 ～ 1月2
17 中学校 磐田市 218 9 1 32 7 7 1月23日 ～ 1月2
18 小学校 磐田市 568 22 1 34 11 11 1月23日 ～ 1月2
19 小学校 磐田市 412 17 1 24 7 7 1月22日 ～ 1月2
20 小学校 掛川市 688 30 1 31 9 9 1月23日 ～ 1月2

1 28 11 11 1月23日 ～ 1月2
21 小学校 湖西市 699 27

1 29 6 6 1月23日 ～ 1月2
22 幼稚園 磐田市 71 4 1 15 3 3 1月23日 ～ 1月2

本日合計 ３高等学校、３中学校、15小学校、１幼稚園 30 854 265 231
８００施設

本日までの累
計（実数） （ ９３高等学校、　１９９中学校、　４０９小学校、　６２幼稚園、

９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
3,828 109,403 34,996 32,458

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/24

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第14報】（１月24日10時00分現在）　

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第13報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21～ 輪島市、金沢市内の避難施設等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中・活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22



静岡市立静岡病院 5人 1/20～1/24

総合病院聖隷浜松病院 5人 1/21～1/26

第６次隊　14人
（活動中）

沼津市立病院 4人 1/20～1/24

静岡医療センター 4人 1/23～1/27

静岡済生会総合病院 6人 1/22～1/27

第７次隊　14人
（活動中）

浜松赤十字病院 4人 1/23～1/27

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を開始中

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２班、第３班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤) 1/24(水)～1/26(金) ６人

医師・看護師・

事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定（現在調整中４
　　チーム）
　　また、石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部に調整要員（事務員）を派遣予定
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画
　・ＪＭＡＴ本部（日本医師会）の指示により、今後、能登半島地方に加え
　　金沢市以南の避難所（いわゆる1.5次避難所、２次避難所）を支援する
　　ための活動も計画中

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金)
３人
（医師1人、看護師2人）

能登総合病院、穴水町内の避
難所のアセスメント

1/19(金)～1/21(日) ３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

能登町内避難所にて診療活動
および穴水町避難所にてアセ
スメント

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

能登町内避難所および穴水町
避難所にて活動予定

1/30(火)～2/2(金) １人（事務員１人）
石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援予定

1/31(水)～2/3(土)
３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

能登町内避難所および穴水町
避難所にて活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18～1/22 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17



第４次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 ６人

第５組 1/24～27 ２人

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

第３陣 １/19～１/23 ３人

第４陣 １/22～１/26 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

今後の支援内容・体制は現地ニーズを踏まえ検討

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣について調整中

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

第６陣まで調整済

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

 活動日  活動場所等

 七尾市内 、 金沢市内 の 「 特殊栄養食品 ステーション 」 からの 食
 品 の 分配 、 出入管理

1/13 ～1/17

 金沢市内 「 いしかわスポーツセンター 」（1.5 次避難所 ） 内 の
 「 施設避難者一時待機 ステーション 」 入所者 （ 要介護者 ） への
 食事管理 、 食事提供

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員



 第 ２ 陣 1/24( 水) ～1/28( 日)  １ 人

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ移動
　　　　する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター及び七尾市内で活動を実施。１月
  20日以降は志賀町においても活動中

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日) 特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28
石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令



　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　※助成 第２回募集：2月中旬予定、第3回募集：4月以降を予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　＊災害救助法適用地域以外で、被災したため特例措置が必要な地域として都
　　　　道府県知事が設定した地域は以下のとおり（令和６年１月23日現在）

設定した都道府県 設定した地域

新潟県
阿賀野市、阿賀町、粟島浦村、魚沼市、小千谷市、刈羽
村、新発田市、聖籠町、関川村、胎内市、田上町、津南
町、十日町市、村上市、弥彦村、湯沢町

富山県 魚津市、入善町

 石川県  野々市市 、 川北町

 福井県
 敦賀市 、 小浜市 、 大野市 、 勝山市 、 鯖江市 、 越前市 、 永
 平寺町 、 池田町 、 南越前町 、 越前町 、 美浜町 、 高浜町 、
 おおい 町 、 若狭町



提 供 日 2024/01/24

タイトル 静岡県農泊ネットワーク設立会議の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3638

静岡県農泊ネットワーク設立会議を開催！

１　主　旨
このたび、県では、農山漁村滞在型旅行「農泊」を推進する県域組織「静岡県農泊ネットワーク会議」を設立することとし、県内の農泊地域

や行政関係者、専門家等の構成員が初めて一堂に会した静岡県農泊ネットワーク設立会議を開催します。
あわせて、第二部では体験型教育旅行安全研修を実施します。

２　開催概要
（１）日　時　　１月24日（水）13:00～16:30
（２）場　所　　静岡総合庁舎２階第１会議室（静岡市駿河区有明町２－20）
（３）内　容

時　間 内　容

13:00～15:15

第一部　静岡県農泊ネットワーク設立会議
　・講演：農泊をめぐる状況について
　　農林水産省関東農政局農村振興部都市農村交流課
　　地域活性化係長　黒岩 有里香　氏
　・静岡県農泊ネットワークの活動内容の説明　静岡県観光政策課
　・農泊地域の取組についての情報交換

15:15～15:30 （休憩）

15:30～16:30
第二部　体験型教育旅行安全管理研修
　講師：一般社団法人 全国農協観光協会　事業部　
　　　　　第２グループ　専任グループ長　安田　晃一　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　
３　静岡県農泊ネットワーク会議　構成員

区　分 内　容

静岡県
スポーツ文化・観光部観光交流局観光政策課（事務局）
経済産業部農業局食と農の振興課
経済産業部農地局農地保全課

団体等
静岡県ツーリズム協会
公益社団法人　静岡県観光協会
静岡県立農林環境専門職大学

農泊地域 　県内農泊地域（13団体）

（オブザーバー） 県地域局、県農林事務所

※「農泊」とは、農山漁村地域に宿泊し、滞在中に豊かな地域資源を活用した食事や体験等を楽しむ「農山漁村滞在型旅行」のこと。県内で
は農泊地域が20地域（団体）あるが、そのうち当会議に13地域（団体）が参加。
　県では、農山漁村に滞在し、農業体験や自然体験、文化体験などを楽しむ滞在型グリーン・ツーリズムを推進しており、「農泊地域」を県内
に創出することで活動を支援。



提 供 日 2024/01/24

タイトル １月26日の文化財防火デーに合わせて
県内各地の文化財で防火訓練が行われます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財保護調査班

TEL 054-221-3156

　　１月26日の文化財防火デーに合わせて
　　　県内各地の文化財で防火訓練が行われます！

　毎年１月26日は文化財防火デーです。
　昭和24（1949）年１月26日に法隆寺金堂が炎上し、貴重な壁画が焼失したことを契機に翌年、文化財保護法が制定され、昭和
30(1955)年に文化財防火デーが定められました。全国の文化財では、この日を中心に消火訓練が行われています。
  文化財の防火対策が注目される中、70回目となる今年は、今回初めて行われる４か所を含む県内44か所（県内の国指定重要文化
財建造物等）で防火訓練が行われます。（具体的な箇所は別紙の通り）

１　国指定文化財
　（１）建造物　　　　　  静岡浅間神社（静岡市）など13か所
　（２）有形文化財　　　  木造阿弥陀如来及両脇侍像（函南町）１か所
　（３）史跡　　　　　　　新居関跡（湖西市）など４か所
　（４）名勝・天然記念物　楽寿園（三島市）など２か所

２　県指定文化財
　（１）建造物　　　　　　八幡宮来宮神社本殿・渡殿及び拝殿（伊東市）など５
　　　　　　　　　　　　　か所
　（２）有形文化財　　　  木造文殊菩薩坐像（静岡市）など２か所

３　市町指定文化財
　（１）建造物　　　　　　樋代官長屋門（富士市）など４か所
　（２）有形文化財　　　　木造不動明王坐像（藤枝市）など８か所

４　留意事項
　（１）新型コロナウイルス感染症や令和６年能登半島地震の影響により、予定の
　　　　変更や、規模を縮小しての実施となる場合があります。
　（２）取材に当たっては、事前に各市町文化財担当課へ確認をお願いします。

５　文化財防火デ－に関する問合せ先
　　文化財課　文化財保護調査班　立木
　　電話：054－221－3156



提 供 日 2024/01/24

タイトル 令和５年度第３回静岡県環境審議会を開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 環境政策課

TEL 054-221-3781

令和５年度第３回静岡県環境審議会を開催します

令和５年度第３回静岡県環境審議会を開催し、「愛鷹山自然環境保全地域における保全計画の一部変更」、「流域水循環計画の策定」の
審議等を行います。

１　日　時　　　令和５年１月30日（火）14時から16時まで

２　会　場　　　県庁別館８階第一会議室Ａ～Ｃ（委員の一部はオンラインでの出席）

３　出席者　　　

　(1) 県環境審議会委員 18名（予定）

　(2) 県　くらし・環境部長ほか

４　議　題

　(1) 審議事項

　　・愛鷹山自然環境保全地域における保全計画の一部変更
　　・流域水循環計画の策定

　(2) 報告事項

　　 ・企画部会審議結果

・温泉部会審議結果

５　傍聴について

　　傍聴を希望される方は、当日の13時45分から14時までの間に会場へお越しください。

６　問合せ先

　　０５４－２２１－３７８１（くらし・環境部環境局環境政策課 企画班）



提 供 日 2024/01/24

タイトル 能登半島地震に便乗した悪質商法にご注意ください！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2175

能登半島地震に便乗した悪質商法にご注意ください！

　今回の能登半島地震に便乗した義援金詐欺や不審な勧誘の事例が報告されています。地震等の災害発生後は、被災者を支援した
いという気持ちにつけ込む悪質商法が横行するためご注意ください。
　少しでも不安を感じたら、 全国共通 の 消費者 ホットライン １８８ （ いやや ）まで。最寄りの消費生活相談窓口を案内します。ま
た、各地域県民生活センターや各市町の消費生活相談窓口でも相談を受け付けております。

＜相談事例とアドバイス＞
（１）「行政から委託を受けた」などと言って義援金を求める電話があった。携帯電話であったことから不審に思い断ったが、公
的機関が電話で寄附を募ることはあるのか。

　⇒公的機関が電話等で個別に義援金を求めることはありません。安易に応じず、当該機関に確認しましょう。

（２）被災者がＳＮＳの投稿で寄附を求めていたため、力になれないかと連絡を取り、電子マネーで１万円を送金した。送金後、
相手のアカウントや他の投稿から被災者を装った詐欺だと判明した。

　⇒不審な電話やメール、ＳＮＳは無視しましょう。金銭を要求されても怪しいと思ったらはっきりと断り、決して支払わないで
ください。

（３）若い男性が「被災地域に支援物資を送るため、不要品を集めている」と自宅を訪問してきた。信用できるか。

　⇒寄附をする前に、募っている団体や個人の活動状況や使途をよく確認しましょう。

　　　少しでも不安を感じたら消費者ホットライン

だまされるの １８８（いやや！）※ へお電話を。

　各地域県民生活センターや各市町の消費生活相談窓口でも相談を受け付けております。

　＜県民生活センター＞　東部：055(952)2299　中部：054(202)6006　西部：053(452)2299
　＜市町＞　以下のURLから御確認ください。
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu/shohiseikatsuinfo/1012487.html

※お住まいの地域の郵便番号の入力が必要です。
※通話料がかかります。（通話料金定額プランの対象外です。）
※条件によっては相談窓口につながらない場合があります。この場合、ガイダンス等で受付時間や連絡先をご案内します。
※ＰＨＳ，ＩＰ電話、プリペイド式携帯電話からはご利用できません。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shohiseikatsu/shohiseikatsuinfo/1012487.html


提 供 日 2024/01/24

タイトル 令和６年度静岡県・熱海市・伊東市総合防災訓練全体
説明会の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

～令和６年度静岡県・熱海市・伊東市総合防災訓練

の全体説明会を開催します～

１　要　旨
令和６年度の総合防災訓練は、令和６年９月１日（日）に、県と熱海市、伊東市との共催により実施します。
このため、防災関係機関、自主防災組織等の間の情報共有を図るため、本訓練の概要を説明する全体説明会を、以下のとおり開催しま

す。

２　日　時
令和６年１月30日（火）　午前11時から12時まで（予定）

３　場　所
熱海市MOA美術館　能楽堂（熱海市桃山26－2）

４　内　容
（１）挨拶（予定）
　　ア　熱海市長　齊藤　栄
　　イ　伊東市副市長　岸　弘美
　　ウ　静岡県危機管理監代理　齋藤　耕司
（２）令和６年度静岡県・熱海市・伊東市総合防災訓練の概要（案）について
（３）その他

※能登半島地震災害対応等で参加が難しい機関等のために、全体説明会の録画映像
及び関係資料を、静岡県東部地域局のホームページに掲載します。

５　本訓練のメインテーマ
　　もしもの時にどう動く？自分と家族と地域を守ろう！
　　～　自助、共助、公助による災害対応力の強化　～

６　主　催
静岡県、熱海市、伊東市

７　参加予定機関
自衛隊、海上保安庁、国土交通省中部地方整備局等国の防災機関、静岡県警察、消防、ライフライン関係機関、医療・福祉関係機関、
土木・建築関係機関、ボランティア団体、自主防災組織ほか

＜問合せ＞
・静岡県危機管理部危機対策課　吉田、梶

　　　　電話０５４－２２１－３６００　ＦＡＸ０５４－２２１－３２５２
・静岡県東部地域局危機管理課　太田、峯

　　　　電話０５５－９２０－２１８０　ＦＡＸ０５５－９２０－２００９
・熱海市市民生活部危機管理課　小林、山口

　　　　電話０５５７－８６－６２９８　ＦＡＸ０５５７－８６－６４４６
・伊東市危機管理部危機対策課　小菅、川端

　　　　電話０５５７－３２－１３６２　ＦＡＸ０５５７－３６－１１０４



提 供 日 2024/01/24

タイトル 【第７報】令和６年能登半島地震への本県の支援につ
いて（１月24日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

 ※ 下線部 は 前回 からの 主 な 変更点
１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援

区　分 支援先 活動期間 人数 内訳
緊急消防援助隊
（救出救助、火災消
火など）

第１陣 珠洲市 １月１日から１
月５日

239人 第１陣静岡県大隊　68隊
捜索及び救助活動

第２陣 珠洲市 １月５日から１
月８日

229人 第２陣静岡県大隊　66隊

第３陣 珠洲市 １月８日から１
月11日

226人 第３陣静岡県大隊　68隊

第４陣 珠洲市 １月11日から
１月14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 珠洲市 １月14日から
１月17日

222人 第５陣静岡県大隊　67隊

第６陣 珠洲市 １月17日から
１月20日

206人 第６陣静岡県大隊　64隊

第７陣 珠洲市 １月20日から
１月21日

112人 第７陣静岡県大隊　33隊

航空小隊
第１陣

石川県内 １月５日から１
月６日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第２陣

石川県内 １月11日から
１月13日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第３陣

石川県内 １月17日から１
月19日

６人 浜松市消防局 １隊

航空指揮支援
隊
第１陣

富山空港 １月10日から
１月14日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空指揮支援
隊
第２陣

富山空港 １月14日から１
月17日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊



航空指揮支援
隊
第３陣

富山空港 １月21日から１
月26日(予定)

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空後方支援
小隊
第１陣

小松空港 １月19日から１
月22日(予定)

３人 静岡市消防局 １隊

航空後方支援
小隊
第２陣

小松空港 １月22日から１
月25日(予定)

３人 静岡市消防局 １隊

航空後方支援
小隊
第３陣

小松空港 １月25日から１
月28日(予定)

３人 静岡市消防局 １隊

広域緊急援助隊

警備部隊
（救出救助）

珠洲市 １月１日から１
月４日

66人

交通部隊（第１
次）

石川県内 １月20日から１
月25日

24人 交通流入規制・警戒活動

広域警察航空隊

第１陣 石川県内 １月２日から１
月３日

４人  上空 からの 情報収集活動

 第 ２ 陣  石川県内  １ 月26 日 から ２
 月 １ 日

 ４ 人  上空 からの 情報収集活動

特別機動捜査隊

第１陣 石川県内 １月５日から１
月11日

４人 防犯活動・警戒活動

 第 ２ 陣  石川県内  １ 月25 日 から １
 月31 日

 ８ 人  防犯活動 ・ 警戒活動

特別自動車警ら隊

第１陣 石川県内 １月12日から１
月24日

７人 防犯活動・警戒活動

 第 ２ 陣  石川県内  １ 月23 日 から ２
 月 ３ 日

 ６ 人  防犯 ・ 警活動 、 広報活動

特別生活安全部隊
（第１陣）

石川県内 １月19日から１
月28日

３人 相談対応等

 緊急災害警備隊
 （ 第 １ 陣 ）

 石川県内  １ 月24 日 から ２
 月 ２ 日

81 人  安否不明者 の 確認等

 防犯 カメラ 設置隊
 （ 第 １ 陣 ）

 石川県内  １ 月25 日 から １
 月31 日

 ４ 人  犯罪捜査



災害派遣医療チー
ム（DMAT）

第１次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月２日から１
月６日

36人 ・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡県立総合病院
・静岡赤十字病院
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院
・聖隷浜松病院

第２次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月４日から１
月10日

40人 ・伊東市民病院
・静岡県立総合病院
・静岡市立静岡病院
・静岡済生会総合病院
・焼津市立総合病院
・藤枝市立総合病院
・浜松赤十字病院
・聖隷三方原病院

第３次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月14日

32人 ・順天堂大学医学部附属静岡病院
・富士宮市立病院
・静岡市立清水病院
・島田市立総合医療センター
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・聖隷浜松病院

第４次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月11日から１
月15日

８人 ・国際医療福祉大学熱海病院
・国立病院機構静岡医療センター

第５次隊 　  輪島市保健
 医療福祉調
 整本部 、 輪
 島市 ・ 金沢市
 内 の 避難施
 設 ほか

１月17日から１
月22日

23人 ・三島総合病院
・富士市立中央病院
・静岡市立清水病院
・中東遠総合医療センター
・総合病院聖隷三方原病院

 第 ６ 次隊 　  輪島市 ・ 金沢
 市内 の 避難
 施設 ほか

 １ 月20 日 から １
 月26 日

14 人  ・ 静岡市立静岡病院
 ・ 総合病院聖隷浜松病院
 ・ 沼津市立病院

 第 ７ 次隊 　  輪島市 ・ 金沢
 市内 の 避難
 施設 ほか

 １ 月22 日 から １
 月27 日

14 人  ・ 静岡医療 センター
 ・ 静岡済生会総合病院
 ・ 浜松赤十字病院



日本赤十字社
静岡県支部

第１班 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月10日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院

第２班 珠洲市保健
医療福祉調
整本部ほか

１月15日から１
月17日

７人 日本赤十字社　浜松赤十字病院

第３班 珠洲市保健
医療福祉調
整本部ほか

１月24日から１
月26日

６人 日本赤十字社　伊豆赤十字病院、裾野
赤十字病院

日赤災害医療コー
ディネートチーム
（第１班）

珠洲市健康
増進センター

１月12日から１
月14日

３人 浜松日赤
医師１名、看護師１名、事務員　１名で構
成

日本医師会災害医
療チーム
（JMAT）

第１陣 能登総合病
院・穴水町

１月10日から１
月12日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師２名

第２陣  能登町及 び
 穴水町内避
 難所

1月19日から１
月21日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師1名、事務１名

第３陣 能登総合病
院を拠点とし
て、穴水町内
にて活動予
定

1月27日から１
月29日

６人 静岡県医師会
医師２名、看護師２名、事務２名

 第 ４ 陣  石川県庁内
JMAT 調整本部

1 月31 日 から
2 月3 日

 １ 人  静岡県医師会
 事務 １ 名

 第 ５ 陣  能登総合病
 院 を 拠点 とし
 て 、 穴水町内
 にて 活動予
 定

1 月31 日 から
2 月3 日

 ３ 人  静岡県医師会
 医師 １ 名 、 薬剤師 １ 名 、 事務 １ 名

災害派遣精神医療
チーム（DPAT）

第１次隊 能登医療圏
DPAT活動拠
点本部ほか

１月３日から１
月８日

３人 静岡県立こころの医療センター

第２次隊 能登医療圏
DPAT活動拠
点本部ほか

１月７日から１
月13日

３人 沼津中央病院

第３次隊 能登医療圏
DPAT活動拠
点本部ほか

１月12日から１
月17日

３人 神経科浜松病院

第４次隊 能登医療圏
DPAT活動拠
点本部ほか

１月18日から１
月22日

３人 静岡県立こころの医療センター

１月４日から１
月５日

１機 聖隷三方原病院ドクターヘリ
ドクターヘリ 石川県内

１月17日 １機 聖隷三方原病院ドクターヘリ
災害支援ナース

第１陣 珠洲市ほか 1月12日から
15日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

第２陣 珠洲市ほか 1月15日から
18日

４人 静岡県看護協会
看護師　４人

第３陣 珠洲市ほか 1月18日から
21日

６人 静岡県看護協会
看護師　６人

第４陣 珠洲市ほか 1月21日から
24日

 ６ 人  静岡県看護協会
 看護師 　 ６ 人

 第 ５ 陣  珠洲市 ほか 1 月24 日 から
27 日

 ２ 人  静岡県看護協会
 看護師 　 ２ 人

薬剤師・モバイル
ファーマシー派遣

能登地方 １月13日から１
月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

第１陣 穴水町、輪
島市、珠洲
市、能登町

１月13日から１
月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

第２陣 穴水町、輪
島市、珠洲
市、能登町

１月16日から１
月20日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

 第 ３ 陣  穴水町 、 輪
 島市 、 珠洲
 市 、 能登町

 １ 月19 日 から １
 月23 日

 ３ 人  静岡県薬剤師会
 薬剤師 　 ３ 人
 モバイルファーマシー （ 移動調剤車 ）　 １
 台

 第 ４ 陣  穴水町 、 輪
 島市 、 珠洲
 市 、 能登町

 １ 月22 日 から １
 月26 日

 ３ 人  静岡県薬剤師会
 薬剤師 　 ３ 人
 モバイルファーマシー （ 移動調剤車 ）　 １
 台

保健師



第１陣 穴水町 １月６日から１
月11日

４人 ４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

第２陣 穴水町 １月11日から１
月16日

４人 ４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

第３陣 穴水町 １月16日から１
月21日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第４陣 穴水町 １月21日から１
月26日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

 第 ５ 陣  穴水町  １ 月26 日 から １
 月31 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 　 事務 　 １ 人
 運転手 　 １ 人

 第 ６ 陣  穴水町  １ 月31 日 から ２
 月 ５ 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 　 事務 　 １ 人
 運転手 　 １ 人

日本栄養士会災害
支援チーム（JDA-
DAT）

石川県内 １月13日から１
月17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３人
（うち県職員１名）

日本災害リハビリ
テーション支援チー
ム（JRAT）（第１陣）

石川県内 １月12日から１
月15日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

静岡県災害派遣福
祉チーム（DWAT）

先遣隊 金沢市 １月８日から１
月14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員

第１陣 金沢市・七尾
市

１月10日から１
月13日

３人 ３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福祉
士、保育士、児童指導員、作業療法士、
相談支援専門員等から構成

第２陣 金沢市・
七尾市

１月12日から１
月15日

３人 同上

第３陣 金沢市・
七尾市

１月14日から１
月17日

３人 同上

第４陣 金沢市・
七尾市

１月16日から１
月19日

３人 同上

第５陣 金沢市・
七尾市

１月18日から１
月21日

３人 同上

第６陣 金沢市・
七尾市

１月20日から１
月23日

３人 同上



第７陣 金沢市・
七尾市

１月22日か
ら１月25日

３人 同上

第８陣 金沢市・
七尾市

１月24日か
ら１月27日

３人 同上

 第 ９ 陣  金沢市 ・
 七尾市

 １ 月26 日 か
 ら １ 月29 日

 ３ 人  同上

 第10 陣  金沢市 ・
 七尾市

 １ 月28 日 か
 ら １ 月31 日

 ３ 人  同上

全国老施協災
害派遣福祉チー
ム
（老施協DWAT）

特別養護老
人ホーム長
寿園（珠洲
市）

１月17日か
ら１月21日

静岡県老人福祉施設協議会
介護職員　２人（（福）慈恵会西島寮）

災害マネジメント
支援チーム

被災市町村の災害対応を支援

第１陣 穴水町 1月３日か
ら１月10日

４人 県職員４人
総括支援員
・板坂孝司
支援員
・鈴木昭彦、鈴木正人、川島廉

第２陣 穴水町 １月６日か
ら１月11日

２人 県職員２人
・梶恒一郎、伊藤岳仁

第３陣 穴水町 1月10日か
ら１月17日

４人 県職員４人
総括支援員
・沼野 克史
支援員
・八木宏晃、相良健太、鈴木光真

第４陣 穴水町 １月16日
から１月
22日

５人 県職員５人
総括支援員
・松浦隆典
支援員
・杉山徹、佐野豪人、東原洋規、
武士俣 海斗

第５陣 穴水町 １月21日か
ら１月29日

５人 県職員４人
総括支援員
・神村典浩
支援員
・鈴木基寛、中井敬義、袴田充哉
市町職員
・鈴木将士（焼津市派遣）



被災建築物の応急
危険度判定支援

第１陣（県） 穴水町 １月６日から１
月９日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）

第２陣（県） 穴水町 １月10日から１
月13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士宮市）

第３陣（県） 穴水町 １月14日から１
月16日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

第４陣（県） 穴水町 １月17日から１
月18日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、沼津市、富士宮市、富
士市）

 応急仮設住宅 の 建
 設支援

 第 １ 陣 （ 県 ）  石川県内  １ 月29 日 から ２
 月 ４ 日

 ３ 人  県職員 ３ 人
 （ 建築 、 電気 、 機械 の 各 １ 人 ）

 第 ２ 陣 （ 県 ）  石川県内  ２ 月 ５ 日 から ２
 月11 日

 ３ 人  県職員 ３ 人
 （ 建築 、 電気 、 機械 の 各 １ 人 ）

下水道管路被害の
調査

第１陣 中能登町 １月８日か
ら１月11日

８人 県職員３人
市職員５人
（沼津市、富士市、富士宮市、焼津
市、袋井市　各１人）
※政令市による支援（支援先：かほく
市）も別途実施

第２陣 かほく市 １月21日か
ら１月28日

２人 県職員２人

第３陣 津幡町 １月21日か
ら１月24日

４人 県職員４人

 第 ４ 陣  かほく 市  ２ 月 ５ 日 か
 ら ２ 月10 日

10 人  グループ １ ： 市町職員 ６ 人
 （ 三島市 、 函南町 、 沼津市 、 島田市 ）
 グループ ２ ： 県職員 ２ 人 （ ※ ）、 市職員 ２
 人
 （ 磐田市 ）
 ※ 全期間 １ 月29 日 ～ ２ 月17 日 のうち ２

 月 ５ ～ ２ 月10 日 を 担当

漁港関係施設
被害の調査

石川県内
漁港

１月16日か
ら１月22日

２人 県職員２人

住家被害認定調査
等の支援

第１陣 穴水町 １月７日から１
月15日　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿場市、西
伊豆町　各２人）

第２陣 穴水町 １月12日から１
月22日

12人 県職員２人（１月12日～18日）
市職員10人（１月15日～22日）
（沼津市、熱海市、湖西市、函南町、小山
町　各２人）

第３陣 穴水町 １月21日から１
月29日

10人 市町職員10人（１月21日～29日）
（三島市、菊川市、牧之原市、
長泉町、川根本町　各２名）

り災証明の交付
（第１陣）

穴水町 １月21日から１
月29日

３人 市町職員３人（掛川市、伊豆市、吉田町）

避難所運営業務
第１陣 穴水町 １月19日から１

月26日
17人 県職員２人(1月19日～21日）

市町職員15人
（沼津市、富士宮市、焼津市、御殿場市、
下田市、裾野市、湖西市、伊豆市、



御前崎市、東伊豆町、清水町、吉田町）
３名/班の５班体制
・日中：８時３０分～２０時３０分

夜間：２０時３０分～翌８時３０分
・穴水町職員とペアとなり業務に従事

 第 ２ 陣  穴水町 1 月25 日 から ２
 月 １ 日

14 人  県職員 ２ 人 （ １ 月25 日 ～27 日 ）
 市町職員12 人
 （ 三島市 、 富士市 、 磐田市 、 掛川市 、 藤枝
 市 、 菊川市 、 伊豆 の 国市 、 牧之原市 、 長
 泉町 、
 川根本町 ）
 ・ 日中 ： ８ 時 ３０ 分 ～ ２０ 時 ３０ 分

 夜間 ： ２０ 時 ３０ 分 ～ 翌 ８ 時 ３０ 分
 ・ 穴水町職員 とペアとなり 業務 に 従事

穴水町 １月９日から当
分の間

４台 トイレトラック　
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
 ・ 吉田町 　 １ 台 （ １ 月20 日 から ）
多目的支援車
・藤枝市　１台（１月10日から）
各市職員が常駐

トイレトラック等派遣
　

 珠洲市  １ 月25 日 から
 当分 の 間

1 台  トイレトラック 　 １ 台
 ・ 富士市 　 １ 台 （ １ 月25 日 から ）

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市 サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月６日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

（※　県トラック協会が輸送協力）

（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

 ア 　 提供可能戸数

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸
静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸 菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、磐田市内
１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸

 イ 　 入居戸数
 １ 戸 （ 島田市内 １ 戸 ）

３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用して
いる。



提 供 日 2024/01/24

タイトル インド等で大人気のクリケット大会を県が初めて開催
します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-2309

インド等で大人気のクリケット大会を

県が初めて開催します

（要 旨）
　県では、県内企業支援と地域活性化を図るため、外国人材や外資系企業の活力を取り込む施策を推進しています。
　その一環として、この度、地域外交局では、首都圏のインド人材等を本県に招待し、インド等で大人気のスポーツ、クリケット
の大会を県として初めて開催します。
　本大会の開催を通して、本県とインド企業等とのネットワーク構築を図るとともに、本県の自然環境や魅力を体感いただくこと
で、本県への就職や移住、インド系企業等の本県への進出の動機付けを図ります。
　大会の様子を是非ご取材ください。

（概 要）
１　大会名　　 　　ふじさん静岡クリケット大会  
　　　　　　　　　（英語名：Mt.Fuji Shizuoka Cricket Cup）
２　日　時　　　　　令和６年２月10日（土）10：10～16：50
３　場　所　　　　【晴天時】富士クリケットグラウンド
　　　　　　　　　　　　　（富士市宮下付近富士川河川敷）
　　　　　　　　　【雨天時】静岡県草薙総合運動場屋内運動場
　　　　　　　　　　　　　（静岡市駿河区栗原19-１）
４　参加者　　　　　首都圏のインド系企業等によるクリケットチーム
　　　　　　　　　　８チーム（８人×８チーム＝64人）
　　　　　　　　　　※一般の方は、試合に参加できませんが、観戦は可能です
５　スケジュール　  10:10-10:20　開会式
　　　　　　　　　　10:30-16:25　試合
　　　　　　　　　　16:30-16:50　閉会式
６　実施体制　　　　・参加チーム選定と競技運営を一般社団法人日本クリケ
　　　　　　　　　　　ット協会に委託しています。
　　　　　　　　　　・静岡県はＰＲブースを設置し、県の魅力発信やサテラ
　　　　　　　　　　　イトオフィス誘致支援策の紹介等を行います。
　　　　　　　　　　（その他市町によるＰＲも実施）

（報道各社様へ）
　当日取材いただける場合は、２月７日（水）までに、静岡県地域外交課安慶田（あげだ）宛てに御連絡ください。



提 供 日 2024/01/24

タイトル 静岡県内の「関係人口」の創出・拡大に向けたシンポ
ジウムを開催します（取材案内）

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-2353

　　　　　　　ふじのくに関係人口創出シンポジウム2023を開催します！
　　　　　　　　　～関係人口を活かした地域づくりの拡大に向けて～

　地域課題の解決や地域づくりに関わる「関係人口*」の創出・拡大に向けた取組とし
て、県内の団体や企業等の担当者を参加対象としたシンポジウムを開催します。
　シンポジウムでは、「ファンベース」の考え方の提唱者としても著名なコミュニケー
ション・ディレクターの佐藤 尚之（さとう なおゆき）氏の基調講演や、関係人口を活
かした先駆的な取組事例の紹介、参加者におけるグループワークなどを実施します。
　ぜひ、イベント当日の取材をお願いします。

*関係人口：首都圏をはじめとする地域外から多様な形で関わる者

■ふじのくに関係人口創出シンポジウム2023の概要
（詳細は添付のチラシを御確認ください。）

日時 2024年１月27日（土）12時開場、12時45分開会、17時30分終了（予定）

会場 静岡県産業経済会館３階 大会議室（静岡市葵区追手町44-1） 

参加対象者 関係人口を活かした地域づくりに興味・関心をもつ県内の団体や企業担当者
　会場参加者 ： 50名程度　、オンライン参加者 ： 50名程度（予定）

主な内容 ・コミュニケーション・ディレクター 佐藤 尚之氏の基調講演
・令和４年度に実施した関係人口を活かした先駆的な３つの取組事例の紹介
・パネルディスカッション「関係人口を増やす企画の組み立て方」
・参加者におけるグループワーク、ディスカッション

■取材について
　取材いただける場合は、１月26日（金）16時までに別紙申込書を総合政策課あて御提出ください。
  （事前の申込が難しい場合は、イベント当日の会場内受付にて、取材の旨をお申し出ください。）

■問合せ先
　＜イベント前日までの連絡先＞
  静岡県総合政策課政策推進班
　電話：054-221-2353　Ｅメール：e-kankei@pref.shizuoka.lg.jp
　＜イベント当日の連絡先＞
　特定非営利活動法人NPOサプライズ（委託事業者）
　電話：0558-99-9120　Ｅメール：cityizu@gmail.com

mailto:e-kankei@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:cityizu@gmail.com


提 供 日 2024/01/25

タイトル 令和５年度駿河総合高校学習成果発表会を開催します

担　　当 教育委員会 駿河総合高等学校

連 絡 先 教諭　遠藤

TEL 054-260-6688

令和５年度駿河総合高校学習成果発表会を開催します

　駿河総合高校では、下記のとおり、授業（産業社会と人間、教科における課題研究等）および総合的な探究の時間の学習成果発
表会を開催いたします。
　本校スクールミッション「多様な学びを実現する都市型総合学科として、主体性と個性を尊重しつつ他者と協働して学ぶ教育を
通して、社会や地域に積極的に参画し貢献する人材の育成を目指す。」のもと、日ごろの学習成果を発表します。

１　開催日
　　令和６年１月31日（水）午前８時45分から午後０時35分まで

２　会　場
　　静岡県立駿河総合高等学校　体育館２階
　　（静岡市駿河区有東３－４－17）

３　内　容
　　ステージ発表とポスター掲示
　(1) 第１部　授業（産業社会と人間、教科における課題研究等）成果発表
　　　　　　　授業の学びを広げた活動の成果発表
　(2) 第２部　総合的な探究の時間成果発表会

４　参加者
　　駿河総合高校生徒

５　その他
　(1) 参加を希望される方は、下記URLからGoogleフォームにアクセスし、必要事項
　　を御記入のうえ、１月29日（月）までにお申し込みください。（※）
　　　https://forms.gle/cy4D7MfsXWiPZDBh8

　　　　　　
　　※当日取材にお越しいただく際のGoogleフォームからのお申込みは不要です。
　(2) お車で御来校の方は、校舎南側の駐車スペースに駐車してください。

６　問い合わせ先
　　静岡県立駿河総合高等学校
　　電　話：054-260-6688
　　担　当：教諭　遠藤　健

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

https://forms.gle/cy4D7MfsXWiPZDBh8


提 供 日 2024/01/25

タイトル 中国の高校生（無涯国際日本動漫之旅）と本校生徒と
の交流を行います

担　　当 教育委員会 静岡城北高等学校

連 絡 先 教頭　山田

TEL 054-245-5466

中国の高校生（無涯国際日本動漫之旅）と
本校生徒との交流を行います

　中国の高校生（無涯国際日本動漫之旅）が来校し、本校グローバル科１、２年生授業（英語及び選択中国語）に参加します。
　放課後は、弓道、書道、筝曲、煎茶、ギター各部活動で体験交流を行います。

１　開催日
　　令和６年２月１日（木）午後１時00分から午後４時30分まで

２　会　場
　　静岡県立静岡城北高等学校
　　（静岡市葵区北安東２－３－１）

３　内　容
　　中国の高校生（無涯国際日本動漫之旅）と本校生徒との交流
　　・授業（英語及び選択中国語）
　　・部活動（弓道、書道、筝曲、煎茶、ギター）
　　
４　参加者
　・静岡城北高校　グローバル科１、２年生及び部活動部員
　・中国の高校生「無涯国際日本動漫之旅」（15校合同）
　　生徒21名、引率教員３名、日本語通訳１名

５　その他
　　取材いただける場合には、２月１日（木）正午までに静岡城北高校へご連絡く
　ださい。

６　問い合わせ先
　　静岡県立静岡城北高等学校
　　電　話：054-245-5466
　　ＦＡＸ：054-245-2788
　　メール：shizuokajohoku-h@edu.pref.shizuoka.jp
　　担　当：教頭　山田　光俊

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:shizuokajohoku-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/01/25

タイトル 令和５年度「心の輪を広げる体験作文」事業で最優秀
賞を受賞した掛川東高校の生徒が教育長を表敬訪問し
ます

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　朝比奈玲子

TEL 054-221-3656

令和５年度「心の輪を広げる体験作文」事業で最優秀賞を受賞した
掛川東高校の生徒が教育長を表敬訪問します

　県立掛川東高等学校生徒が、令和５年度「心の輪を広げる体験作文」事業（※）
において、「最優秀賞（内閣総理大臣表彰）」（高校生区分）を受賞しました。

１　日時
　　令和６年２月１日（木）　午後３時30分から４時まで

２　会場
　　静岡県庁西館７階　教育長室（静岡市葵区追手町９番６号）　

３　受賞者及び作品名
　　２年　佐野さん
　　作品名「気づきから生まれる誰もが暮らしやすい社会」

４　次第
　(1) 開会
　(2）受賞報告
　(3) 教育長祝辞・歓談
　(4) 閉式及び記念撮影

５　受賞概要
　(1) 主催　
　　　内閣府並びに都道府県及び指定都市
　(2) 募集テーマ
　　　出会い、ふれあい、心の輪 －障害のある人とない人との心のふれあい体験を広げよう－
　(3) 応募総数 
　　　作文の高校生区分　応募総数512編

※令和５年度「心の輪を広げる体験作文」事業概要
　障害のある人が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加することを促進するため、障害者基本法に基づき、毎年12月
３日から12月９日までの一週間を「障害者週間」としている。
　障害の有無にかかわらず、誰もが地域や職場、学校などで人格と個性を尊重し合い、支え合う「共生社会」の実現を目指し、本
年度の「障害者週間」に向けた「心の輪を広げる体験作文」及び「障害者週間のポスター」を募集している。

「有徳の人づくり」を進めています
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/25

タイトル 第11回高校生ビジネスプラン・グランプリで審査員特
別賞を受賞した伊豆伊東高校の生徒が教育長を表敬訪
問します

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　片井伴浩

TEL 054-221-3146

第11回高校生ビジネスプラン・グランプリで審査員特別賞を受賞した伊豆伊東高校の生徒が
教育長を表敬訪問します

県立伊豆伊東高校が「第１１回高校生ビジネスプラン・グランプリ」において全国３位にあた
る「審査員特別賞」を受賞し、教育長を表敬訪問します。また、「第10回商業高校フードグラ
ンプリ」において、　「イトーヨーカドー賞」「物流健闘賞」を受賞しました。

１　日時　
　　令和６年２月１日（木）　午後４時から４時30分まで

２　会場
　　静岡県庁西館７階　教育長室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　受賞者（代表）
　　総合ビジネス科３年　平松さん
　　総合ビジネス科３年　大沼さん
　　総合ビジネス科３年　橋本さん
　　総合ビジネス科３年　伊藤さん
　　総合ビジネス科３年　古澤さん

４　次第
　(1) 開会
　(2) 伊豆伊東高等学校から報告
　(3) 教育長お祝いのことば
　(4) 閉会

５　受賞概要
　(1)　第11回高校生ビジネスプラン・グランプリ　「審査員特別賞」「ベスト100賞」
　　ア　主　　催　日本政策金融公庫
　　イ　受賞時期　令和６年１月
　　ウ　応募総数　505校5,014件
　　エ　そ の 他　
　　　　・ファイナリスト（ベスト10）は、同校初であり、東海地区では唯一の受賞。
　　　　・県内では2016年度以来７年ぶり。
　　　　・８回連続ベスト100以上に複数プラン入賞は全国唯一。
　(2)　第10回商業高校フードグランプリ　「イトーヨーカドー賞」「物流健闘賞」
　　ア　主　　催　伊藤忠食品株式会社
　　イ　受賞時期　令和５年11月
　　ウ　応募総数　23校29商品

「有徳の人づくり」を進めています
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/25

タイトル 第1回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿地
区）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3147

県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿地区）を開催します

　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の

在り方について、改めて検討することとしました。

　地域の事情を踏まえた高校の将来像を検討するため、第１回の「県立高等学校の

在り方に係る地域協議会（北駿地区）」を開催します。

●日　時　令和６年２月１日（木）午前10時00分から12時00分まで

●場　所　御殿場市民会館　第７会議室

　　　　　（静岡県御殿場市萩原183-1）

●参加者　・北駿地区２市１町（御殿場市、裾野市、小山町）首長、教育長

　　　　　・PTA会長、産業界代表、高校同窓会長

　　　　　・県教育長　他

　　　　　（オブザーバー）

　　　　　・中学校、県立高等学校長

●情報共有事項

　　県立高等学校の在り方に係る地域協議会の設立について

　　北駿地区の現状

●協議事項

　　北駿地区における今後の県立高等学校の在り方について

　　　　　　　　　　　　　　　                         「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/01/25

タイトル 静岡県地方議会議長連絡協議会　第２回政策研修会の
開催（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

静岡県地方議会議長連絡協議会 第２回政策研修会を開催します。（取材案内）

　県議会及び市町議会の正副議長が、連携して地方自治の振興を図るため、

政策研修会を開催します。

１　日　時

　　令和６年２月１日（木）午後２時から３時３０分まで

２　場　所

　　静岡県庁本館４階　特別会議室　　

３　出席者

　　県議会、市町議会の正副議長等　約100人

４　講 演

　  演　題　「マイ・ドリーム　～夢をあきらめない～」

　  講　師　Ｖリーグ所属バレーボールクラブ

　　　　　　　ブレス浜松ゼネラルマネージャー　大林 素子　氏

○参考

静岡県地方議会議長連絡協議会の概要

(1)設　立　昭和５５年５月２２日

(2)目　的　静岡県内の各地方公共団体の議会の議長や副議長が相互に連携し、

　　　　　　 地方自治の振興を図ることを目的とする。

(3)会　員　県議会及び市町議会の正副議長

(4)役　員　会長:県議会議長　

　　　　　　 副会長:県議会副議長、市議会議長会会長、町村議会議長会会長

 ※ 当日 、 取材 を 希望 される 場合 は 、 直接会場 にお 越 し 下 さい 。



提 供 日 2024/01/25

タイトル 静岡県地方港湾審議会の開催

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾企画課

連 絡 先 港湾計画班

TEL 054-221-3056

　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県地方港湾審議会の開催

　港湾計画の変更や港湾の開発、利用、保全及び管理に関する重要事項を審議するため、以下のとおり第45回静岡県地方港湾審議会を
開催します。

１　日時：令和６年２月２日（金）　午後２時30分から

２　開催方法：対面方式・オンライン形式　併用

３　会場：静岡県庁別館７第二会議室Ａ（静岡市葵区追手町９番６号）

４　議題
　（１）清水港港湾計画（軽易な変更）
　（２）清水港その他重要事項（臨港地区内における分区の変更）

５　出席者
静岡県地方港湾審議会委員　20人（臨時委員１人を含む）

６　県民の方の傍聴について
　（１）会議の傍聴定員は５人とし、事前申込・先着順で受付します。
　（２）事前申込は次のとおりお願いします。
　　・令和６年２月１日（木）午後５時までにメールまたはＦＡＸで氏名・住所・電話番号（また
　　  はメールアドレス）をお知らせください。
　　・宛先：（メールの場合）kouwan_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp（ＦＡＸの場合）054-221-2389
　（３）会議の傍聴に当たっては、次の事項を遵守してください。
　　・静粛に傍聴してください。
　　・発言、拍手その他の方法による可否の表明をすることはできません。
　　・会場内での飲食、喫煙は御遠慮ください。
　　・発熱等、風邪の症状が見られる方、体調に不安がある方は、来場を御遠慮ください。
　　・その他、会議の支障となる行為はできません。
　　・以上の規定をお守りいただけない場合は退場していただくことがあります。

７　審議会の公開・非公開
　公開とする。

８　取材について
　取材を希望する場合は、直接会場にお越しください（事前申込み不要）。

９　参考
　静岡県地方港湾審議会とは港湾法の規定に基づいて、静岡県の管理する港湾の開発、
　利用、保全及び管理に関する重要事項を調査審議する知事の諮問機関です。
　これまでの審議事項については、港湾局ホームページをご覧ください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kowan/1003577/index.html

　委員名簿（順不同）
選任区分 氏　　名 職　 業　 又　 は　 役　 職

学識経験者
（８名）

 富田　英治

 丹羽　由佳理  

 宗林　留美

 橋本　和之

 松尾　俊彦

 脇田　和美

 重川　希志依

 平野　岳子

 一般財団法人国際臨海開発研究センター調査役

 東京都市大学環境学部環境創生学科准教授

 静岡大学理学部地球科学科准教授

 株式会社静岡新聞社・静岡放送編集局専任局長兼論説委員長

 大阪商業大学総合経営学部商学科教授

 東海大学海洋学部海洋理工学科教授

 常葉大学名誉教授

 静岡県商工会女性部連合会理事 

港湾関係者
（６名）

 中井　英樹

 清水　知子

 日比野　雅彦

 西尾　忠久

 薮田　国之

 森本　雷行

 一般社団法人日本船主協会

 特定非営利活動法人ヒト・マチ・プロジェクト理事長

 清水水先区水先人会会長

 清水港運協会会長

 静岡県漁業協同組合連合会代表理事会長

 全日本海員組合静岡支部長

国の地方行政
機関の職員

（４名）

 柴田　敬司

 佐藤　寿延

 金子　正志

 戸田　陽一

 財務省名古屋税関長

 国土交通省中部地方整備局長

 国土交通省中部運輸局長

 第三管区海上保安本部清水海上保安部長

県議会議員
（１名）

 阿部　卓也  静岡県議会建設委員会委員長
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臨時委員
（１名）

 難波　喬司  静岡市長



提 供 日 2024/01/25

タイトル 貯蔵ミカン品評会受賞者が最高品質のみかんを知事に
贈呈

担　　当 経済産業部 農業局農芸振興課

連 絡 先 みかん特産班

TEL 054-221-3299

貯蔵ミカン品評会受賞者が最高品質のみかんを知事に贈呈

（要旨）
　令和６年１月16日（火）に「第58回静岡県貯蔵ミカン品評会」が開催され、246点の出品物の中から、優秀賞７点が選ばれた。

全国トップクラスの品質を誇る本県の貯蔵みかんをPRするため、生産者が品評会受賞の報告と県内最高品質のみかんを知事に贈呈する。

（概要）
１　日時・場所

令和６年１月31日（水）午後２時30分～３時（県庁東館５階　知事室）

２　贈呈品
第58回静岡県貯蔵ミカン品評会農林水産大臣賞受賞者のみかん

３　訪問者
優秀賞 受賞者名 農協名

農林水産大臣賞 髙橋　誠 JAみっかび
農林水産省農産局長賞 倉田　辰夫 JAとぴあ浜松
農林水産省関東農政局長賞 杉山　忠夫 JAとぴあ浜松
静岡県知事賞 石倉　健 JAふじ伊豆
静岡県経済産業部長賞 清水　一則 JAみっかび

（参考）
○本県のうんしゅうみかん生産の状況

本県のみかんは、産出額が252億円（令和４年）で全国第２位であり、県の農業産出額の約12％を占める主要な農芸品の一つである。
特に、12月に収穫・貯蔵し、年明けからの出荷が本格化する貯蔵みかんは、全国トップクラスの品質を誇り、高い単価で取引されている。

露地みかんの販売状況（令和４年産）
販売量シェア（%） 平均単価（円/kg）

9-12月 1-4月 9-12月 1-4月
静岡県 9 46 264 424

和歌山県 30 27 271 303
愛媛県 24 4 281 376

出典：令和４年産柑橘販売年報（日本園芸農業協同組合連合会）



提 供 日 2024/01/25

タイトル 学生の視点で県内企業の魅力を紹介する企業情報誌を
発行！

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 雇用推進班　原中

TEL 054-221-2573

学生の視点で県内企業の魅力を紹介する企業情報誌を発行！

　県では、学生の視点で県内企業の魅力を紹介する企業情報誌「Shizuoka Job Palette」を発行しました。
　大学生や専門学校生が主体となって県内企業10社を訪問取材し、自ら執筆作業を行っており、個々の企業情報に加え、学生の取
材・執筆に関する活動記録なども掲載されています。
　冊子は大学や就職支援機関等に配布するとともに、県内外の学生に広く御覧いただけるよう電子ブック化し、県のホームページ
等に掲載します。

＜企業情報誌の概要＞
タイトル 「Shizuoka Job Palette」

※“絵を描くときに使用するカラフルな「パレット」のように、静岡県の様々な魅力的な仕事を紹介した
い”という思いが込められています。（情報誌の作成に参加した学生たちが考案しました）

仕　　様 ・県内企業等10社のＰＲポイントや若手社員へのインタビュー記事などを掲載
・取材時期：令和５年８月～９月
・サイズ：Ｂ５版、32ページ
・発行部数：9,000部

閲　　覧 ・県の「ふじのくにパスポート」ホームページ
　https://www.fujinokuni-passport.com/
　（令和６年２月中旬までに掲載予定）

・(株)静岡新聞社の「しずおか仕事図鑑」ホームページ
　https://www.shizuokashigoto.com/featured/detail/8
　（令和６年２月中旬までに掲載予定）

・県内外の大学就職担当課（キャリアセンター）
　※詳しくはお問い合わせください。

冊子の配布 ・しずおかジョブステーション（東部・中部・西部）
・静岡U・Iターン就職サポートセンター（東京都目黒・有楽町）
・県労働雇用政策課

＜今後の予定＞
　令和６年２月16日（金）13:00～静岡音楽館AOIにて「活動報告会」を開催予定です。

＜問い合わせ先＞
　労働雇用政策課雇用推進班
　電話：054-221-2573　メール：roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.fujinokuni-passport.com/
https://www.shizuokashigoto.com/featured/detail/8
mailto:roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/25

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第89報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月25日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第89報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第89報（１月24日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 三島市 545 18 1 29 7 7 1月18日 ～ 1月1
2 高等学校 富士市 638 18 1 42 9 9 1月23日 ～ 1月2
3 小学校 富士市 836 29 1 32 9 5 1月25日 ～ 1月2
4 高等学校 静岡市葵区 949 24 1 39 10 10 1月22日 ～ 1月2
5 中学校 静岡市清水区 356 13 1 30 13 13 1月23日 ～ 1月2
6 小学校 静岡市葵区 500 18 1 24 17 13 1月24日 ～ 1月2
7 小学校 静岡市駿河区 364 15 1 30 9 9 1月24日 ～ 1月2
8 中学校 焼津市 310 13 1 31 11 11 1月24日 ～ 1月2
9 小学校 焼津市 629 27 1 29 8 8 1月24日 ～ 1月2
10 小学校 藤枝市 376 16 1 35 10 10 1月24日 ～ 1月2
11 小学校 菊川市 136 9 1 19 9 9 1月25日 ～ 1月2

1 41 9 8 1月23日 ～ 1月2
12 高等学校 浜松市中央区 1043 26

1 43 11 7 1月23日 ～ 1月2
13 高等学校 浜松市中央区 741 21 1 30 9 6 1月22日 ～ 1月2
14 中学校 浜松市中央区 682 24 1 36 10 10 1月25日 ～ 1月2
15 中学校 浜松市中央区 454 19 1 28 8 8 1月25日 ～ 1月2
16 小学校 浜松市中央区 361 12 1 30 7 6 1月25日 ～ 1月2
17 小学校 浜松市中央区 427 18 1 29 9 9 1月25日 ～ 1月2
18 小学校 浜松市中央区 759 30 1 27 6 6 1月25日 ～ 1月2
19 幼稚園 浜松市中央区 170 8 1 31 9 9 1月25日 ～ 1月2

本日合計 ４高等学校、４中学校、10小学校、１幼稚園 20 635 190 173
８０１施設

本日までの累
計（実数） （ ９３高等学校、　１９９中学校、　４１０小学校、　６２幼稚園、

９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
3,848 110,038 35,186 32,631

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/25

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第15報】（１月25日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第14報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21～ 輪島市、金沢市内の避難施設等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中・活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22



静岡市立静岡病院 5人 1/20～1/24

総合病院聖隷浜松病院 5人 1/21～1/26

第６次隊　14人
（活動中）

沼津市立病院 4人 1/20～1/24

静岡医療センター 4人 1/23～1/27

静岡済生会総合病院 6人 1/22～1/27

浜松赤十字病院 4人 1/23～1/27

第７次隊　18 人
（活動中）

 総合病院聖隷三方原病院 4 人 1/25 ～1/31

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を活動中

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２班、第３班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤) 1/24(水)～1/26(金) ６人

医師・看護師・

事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定（現在調整中 ５
　　チーム）
　　また、石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部に調整要員（事務員）を派遣予定
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画
　・ＪＭＡＴ本部（日本医師会）の指示により、今後、能登半島地方に加え
　　金沢市以南の避難所（いわゆる1.5次避難所、２次避難所）を支援する
　　ための活動も計画中

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人
（医師1人、看護師2人）

能登総合病院、穴水町内の避
難所のアセスメント

1/19(金)～1/21(日) ３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

能登町内避難所にて診療活動
および穴水町避難所にてアセ
スメント

1/27(土)～1/29(月) ６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

能登町内避難所および穴水町
避難所にて活動予定

1/30(火)～2/2(金) １人（事務員１人） 石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援予定

1/31(水)～2/3(土) ３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

2/22( 木) ～2/25( 日) 5 人 （ 医師2 人 、 看護師1 人 、 理学療法
 士 １ 人 、 事務員 １ 人 ）

2/27( 火) ～2/29( 木) 3 人 （ 医師1 人 、 看護師1 人 、 社会福祉
 士 １ 人 ）

能登町内避難所および穴水町
避難所にて活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9
能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援

1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18～1/22 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援



区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 ６人

第５組 1/24～27 ２人

 第 ６ 組 1/27 ～30  ６ 人

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

第３陣 １/19～１/23 ３人

第４陣 １/22～１/26 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

今後の支援内容・体制は現地ニーズを踏まえ検討

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣について調整中

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

第６陣まで調整済

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

活動日 活動場所等

七尾市内、金沢市内の「特殊栄養食品ステーション」からの食1/13～1/17



品の分配、出入管理

金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）内の
「施設避難者一時待機ステーション」入所者（要介護者）への
食事管理、食事提供

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

第２陣 1/24(水)～1/28(日) １人

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ移動
　　　　する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

 第 ２ 陣 1/25( 木) ～1/28( 日)  ２ 人  医師 、 理学療法士

 第 ３ 陣 1/30( 火) ～2/ 2( 金)  ２ 人  医師 、 言語聴覚士

 第 ４ 陣 2/ 1( 木) ～2/ 4( 日)  ３ 人  医師 、 作業療法士 ２ 人

 第 ５ 陣 2/12( 月) ～2/15( 木)  ４ 人
 理学療法士 ２ 人 、 言語聴覚士

 ２ 人

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター及び七尾市内で活動を実施。１月
  20日以降は志賀町においても活動中

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日) 特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー
　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県
日本



 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28
石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　※助成 第２回募集：2月中旬予定、第3回募集：4月以降を予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　＊災害救助法適用地域以外で、被災したため特例措置が必要な地域として都
　　　　道府県知事が設定した地域は以下のとおり（令和６年１月23日現在）

設定した都道府県 設定した地域

新潟県
阿賀野市、阿賀町、粟島浦村、魚沼市、小千谷市、刈羽
村、新発田市、聖籠町、関川村、胎内市、田上町、津南
町、十日町市、村上市、弥彦村、湯沢町

富山県 魚津市、入善町

石川県 野々市市、川北町

福井県
敦賀市、小浜市、大野市、勝山市、鯖江市、越前市、永
平寺町、池田町、南越前町、越前町、美浜町、高浜町、
おおい町、若狭町

 ・ 石川県社協 からの 要請 を 受 けた 全社協 からの 要請 に 基 づき 、 静岡県社協等 は 生活
　 福祉資金貸付事務対応職員 を 派遣予定

 区分  派遣期間  派遣人数  派遣先

 第 １ 陣 1/30( 火) ～2/3( 土)  ２ 人
 （ 静岡県社協 １ 人 、
 静岡市社協 １ 人 ）

 二次避難所 、 市町社協
 （ 内灘町 、 羽咋市 、 志
 賀町 ）



提 供 日 2024/01/25

タイトル 中国の旅行会社を招請してファムトリップ及び商談会
を実施します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課、空港振

興局空港振興課

連 絡 先 観光振興班、利用促進班

TEL 054-221-2777､054-221-3637

富士山静岡空港の静岡－上海線の利用促進、中国から本県へのインバウンド需要の回復を図るため、中国の旅行会社を本県に招請する
ファムトリップを静岡県上海事務所と連携して実施します。

併せて、２月１日（木）に、中国の旅行会社と県内観光事業者との商談会を開催します。

１　日程
　令和６年１月28日（日）～２月２日（金）　（５泊６日）
　※ 商談会は、２月１日（木）14：00～17：00

２　参加者
　上海市、杭州市、成都市、西安市の旅行会社　計11社

３　行程（予定）

１月28日(日) 上海浦東空港→静岡空港→静岡市内（泊）

１月29日(月)  日本平夢 テラス→駿河湾フェリー→土肥金山→ランチ（タカアシガニ他）→伊豆パノラマ
パーク→伊豆市内（泊）

１月30日(火) 宿泊施設見学→小室山（見学、ランチ）→伊豆シャボテン動物公園→大室山→伊豆高
原グランイルミ→伊東市内（泊）

１月31日(水) 十国峠→熱海桜→熱海芸妓茶屋（ランチ、座敷遊び）→富士サファリパーク→スノー
パークイエティ→御殿場プレミアムアウトレット→御殿場市内（泊）

２月１日(木) 宿泊施設見学→静岡県富士山世界遺産センター→ランチ→ 商談会→浮月楼→静岡市
内（泊）

２月２日(金) ふじのくに茶の都ミュージアム→静岡空港（ランチ・施設見学）→上海浦東空港

４　静岡県　中国インバウンド商談会について

日時 令和６年２月１日（木）14時00分～17時00分

会場 ホテルアソシア静岡　３階　葵の間（静岡市葵区黒金町56番地）

中国側 中国の現地旅行会社11社
参加者

静岡側 県内の宿泊、観光、交通事業者22者

５　取材について
・１月29日（月）の「日本平夢テラス」及び２月１日(木）の「静岡県　中国インバウンド商談会」にて取材対応を行います。
・１月29日（月）の日本平夢テラスの到着は、９時頃の予定です。日本平夢テラスの取材を希望する場合は、観光振興課（054-221-3637）ま

で、事前連絡の上、当日９時までに、日本平夢テラスの入口に集合してください。



提 供 日 2024/01/25

タイトル 富士山静岡空港における国際線の運休・欠航期間の延
長

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野、大澤

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港における国際線の運休・欠航期間の延長

 富士山静岡空港において、国際線を運航する航空会社から次のとおり連絡がありましたので、お知らせします。

航空会社 路線 運航頻度 期間

寧波線

杭州線
中国東方

航空
南昌線

一時運休

【変更前】
 令和６年１月31日まで運休
【変更後】 
  令和 ６ 年 ２ 月29 日 まで 運休

北京首都
航空

 杭州線  一時運休
 【変更前】
  令和６年１月31日まで運休
 【変更後】 
   令和 ６ 年 ２ 月29 日 まで 運休

※運休期間については、状況により変更する場合があります。  

（参考）  

航空会社 路線 運航頻度 期間

チャイナ
エアライン

台北線 ２往復／週
(火・金)

  令和６年３月30日まで欠航
 【欠航期間に変更なし】



提 供 日 2024/01/25

タイトル 第３回 富士山静岡空港脱炭素化推進協議会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港管理課

連 絡 先 地域連携班

TEL 054-221-3228

第３回 富士山静岡空港脱炭素化推進協議会を開催します！

富士山静岡空港は国内外で加速している温室効果ガス削減の動きに
対応していくため、空港脱炭素化の取組を積極的に進めていきます

 
　航空法等の一部改正（令和４年12月１日施行）により、富士山静岡空港の設置者である静岡県は、空港関係者が参加する「富士
山静岡空港脱炭素化推進協議会」を設置して、温室効果ガスの削減目標や削減に向けた取組内容を記載した空港脱炭素化推進計画
を策定することとしています。
　この度、３回目となる富士山静岡空港脱炭素化推進協議会を以下のとおり開催します。

１　開催概要
　　日　時　令和６年１月30日（火）14時～15時30分
　　場　所　富士山静岡空港多目的会議室３
　　　　　　(旅客ターミナルビル東隣の第２東別棟１階)

２　主な内容
　・富士山静岡空港の温室効果ガス排出量(調査結果)について
　・静岡空港脱炭素化推進計画（素案）について

３　協議会構成員
　　富士山静岡空港株式会社、航空事業者、格納庫事業者、
　　ハンドリング事業者、行政機関（国、県）
　　（協議会会長：静岡県スポーツ・文化観光部空港振興局長）

４　取材
　・会議の冒頭部分、「会長挨拶」から「富士山静岡空港の温室効果ガス排出量(調査結果)について」まで（30分程度）は取材頂
けます。
　　以降の内容については、非公開といたします。
　・当日は、13時50分までに会場にお集まりください。
　・取材を希望される方は1月29日(月)17時までに空港管理課
　　まで御連絡願います。
　　また、富士山静岡空港株式会社への取材の事前申請が必要です。
　　申請書類等の詳細は富士山静岡空港株式会社（0548-29-2000）
　　へ御連絡願います。



提 供 日 2024/01/25

タイトル 本県への訪日教育旅行が続々と実施されています！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3684

本県への訪日教育旅行が続々と実施されています！

　本県では、中高生をはじめとした若い世代の国際相互理解や、今後の海外との交流人口の拡大に繋がる「訪日教育旅行」の受入
を推進しております。
　１月は、中国と台湾から４校を受入れ、県内の学生と交流をしますので、是非、取材をお願いします。

＜交流予定＞※各交流の詳細内容や全体行程は、下記問合せ先まで御連絡ください。

交流日時 県内受入校 来訪校・団体 国名 受入人数 主な交流内容

１月26日（金） 静岡大成中学校 陕西省延安新区
外国語学校

中国 39名
・歓迎式
・校内見学
・交流会

１月29日（月） 静岡市立高等学校 國立新竹科學園
區實驗高級中等學校

台湾 28名
・歓迎式
・授業交流
・部活動見学

１月29日（月） 静岡北中学校 陕西省延安新区
外国語学校

中国 35名
・対面式
・校内見学
・レクリエーション

１月30日（火） 御殿場市立御殿場
中学校

江西科技学院
附属中学

中国 30～40名 調整中

◇ 取材を希望される方は、事前に下記問合せ先まで御連絡ください

一般社団法人　地域振興交流協会　代表理事　事務局長　二本柳　悟
電話：080-4294-0830　E-mail：s-nihonyanagi@local-networks.net

＜参考＞今年度の受入状況
月別 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計
件数

(人数)

３件
(48人)

６件
(163人)

７件
(451人)

１件
(42人)

５件
(134人)

５件
(161人)

１件
(33人)

３件
(140人)

31件
(1,172人)

mailto:s-nihonyanagi@local-networks.net


提 供 日 2024/01/25

タイトル 丸火自然公園で富士山の溶岩洞窟探検をしよう
～ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します～

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 観光政策課　企画班

TEL 054-221-3638

　　　　丸火自然公園で富士山の溶岩洞窟探検をしよう
　　　　　　　～ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します～
　
　県では、小さな頃からふるさとに興味を持ち、その魅力を学び、自ら発信できる子どもたちを育成するため、「めざせ！
ふじのくに子ども観光大使」事業として、県内各地域で認定講座を開催しています。
　今年度第９回目となる今回の講座では、富士市立少年自然の家の津田和英様を講師に迎え、富士山の噴火により形
成された、溶岩洞窟を探検します。

日　　時 令和６年１月28日(日) 10時00分～12時00分
（受付開始:9時45分）

会　　場 富士市立少年自然の家　丸火自然公園
（静岡県富士市大淵10847-1）　

対　　象 県内在住の小・中学生
参加人数 20名程度予定
講座内容 富士山洞窟探検

[主　 催]　ＮＰＯ法人子ども未来、静岡県
[事務局]　ＮＰＯ法人子ども未来　



提 供 日 2024/01/25

タイトル 共済組合家族療養費の返納通知の誤送付

担　　当 経営管理部 行政経営局福利厚生課

連 絡 先 福利厚生課

TEL 054-221-2020､2024

１　概要
　　地方職員共済組合静岡県支部において、共済組合員に対し家族療養費の返納通知を送付したところ、誤って封筒の宛先と異なる組合員
宛ての通知を封入し、組合員１名分の個人情報が、他の組合員１名に漏洩したことが判明した。

２　漏洩した個人情報
　　組合員１名分の所属、氏名、被扶養者氏名、被扶養者認定取消し日、家族療養費の返納額、受診月毎の診療点数及び返納額

３　原因
　　通知を封入する際、通常は封筒と通知の宛先に相違がないかダブルチェックして発送することとしていたが、返納期限まで日程が短く発送
を急いでいたためダブルチェックしていなかった。

４　対応
　　組合員２名に対し事情を説明し謝罪するとともに、再発防止策を説明し理解を得た。

５　再発防止策
・個人情報を送付する際は、封筒と通知文の宛名が一致しているかダブルチェックを徹底する。
・支部職員全員のミーティングで発送時の手順や個人情報の取扱いに関する注意事項を再確認し、個人情報管理についての認識を再徹底
する。

＜参考＞
・地方職員共済組合は、地方公務員が加入する社会保険事業を行う団体
・家族療養費は、共済組合員の被扶養者が被扶養者証（家族用の保険証）を利用し、医療機関で保険診療を受診した際に共済組合が支
払っているもの
・被扶養者の認定を遡って取り消した場合などに、組合員から共済組合が支払った医療費の返納を求めるため、該当組合員に返納通知を送
付している。



・藤枝市　１台（１月10日から）
各市職員が常駐

珠洲市 １月25日から
当分の間

1台 トイレトレーラー　１台
・富士市　１台（１月25日から）

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市
サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月６日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

（※　県トラック協会が輸送協力）
（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

ア　提供可能戸数

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸
静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸 菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、磐田市内
１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸

イ　入居戸数
１戸（島田市内１戸）

３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用して
いる。



提 供 日 2024/01/25

タイトル 【第８報】令和６年能登半島地震への本県の支援につ
いて

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

 ※ 下線部 は 前回 からの 主 な 変更点
１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援

区　分 支援先 活動期間 人数 内訳
緊急消防援助隊
（救出救助、火災消
火など）

第１陣 珠洲市 １月１日から１
月５日

239人 第１陣静岡県大隊　68隊
捜索及び救助活動

第２陣 珠洲市 １月５日から１
月８日

229人 第２陣静岡県大隊　66隊

第３陣 珠洲市 １月８日から１
月11日

226人 第３陣静岡県大隊　68隊

第４陣 珠洲市 １月11日から
１月14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 珠洲市 １月14日から
１月17日

222人 第５陣静岡県大隊　67隊

第６陣 珠洲市 １月17日から
１月20日

206人 第６陣静岡県大隊　64隊

第７陣 珠洲市 １月20日から
１月21日

112人 第７陣静岡県大隊　33隊

航空小隊
第１陣

石川県内 １月５日から１
月６日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第２陣

石川県内 １月11日から
１月13日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第３陣

石川県内 １月17日から１
月19日

６人 浜松市消防局 １隊

航空指揮支援
隊
第１陣

富山空港 １月10日から
１月14日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空指揮支援
隊
第２陣

富山空港 １月14日から１
月17日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊



航空指揮支援
隊
第３陣

富山空港 １月21日から１
月26日
(予定)

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空後方支援
小隊
第１陣

小松空港 １月19日から１
月22日

３人 静岡市消防局 １隊

航空後方支援
小隊
第２陣

小松空港 １月22日から１
月25日

３人 静岡市消防局 １隊

航空後方支援
小隊
第３陣

小松空港 １月25日から１
月28日
(予定)

３人 静岡市消防局 １隊

広域緊急援助隊
警備部隊
（救出救助）

珠洲市 １月１日から１
月４日

66人

広域警察航空隊

第１陣 石川県内 １月２日から１
月３日

４人 上空からの情報収集活動

第２陣 石川県内 １月26日から２
月１日

４人 上空からの情報収集活動

特別機動捜査隊

第１陣 石川県内 １月５日から１
月11日

４人 防犯活動・警戒活動

第２陣 石川県内 １月25日から１
月31日

８人 防犯活動・警戒活動

特別自動車警ら隊

第１陣 石川県内 １月12日から１
月24日

７人 防犯活動・警戒活動

第２陣 石川県内 １月23日から２
月３日

６人 防犯・警活動、広報活動

特別生活安全部隊
（第１陣）

石川県内 １月19日から１
月28日

３人 相談対応等

広域緊急援助隊（交
通部隊）（第１次）

石川県内 １月20日から１
月25日

24人 交通流入規制・警戒活動

緊急災害警備隊
（第１陣）

石川県内 １月24日から２
月２日

81人 安否不明者の確認等

防犯カメラ設置隊
（第１陣）

石川県内 １月25日から１
月31日

４人 犯罪捜査



災害派遣医療チー
ム（DMAT）

第１次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月２日から１
月６日

36人 ・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡県立総合病院
・静岡赤十字病院
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院
・聖隷浜松病院

第２次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月４日から１
月10日

40人 ・伊東市民病院
・静岡県立総合病院
・静岡市立静岡病院
・静岡済生会総合病院
・焼津市立総合病院
・藤枝市立総合病院
・浜松赤十字病院
・聖隷三方原病院

第３次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月14日

32人 ・順天堂大学医学部附属静岡病院
・富士宮市立病院
・静岡市立清水病院
・島田市立総合医療センター
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・聖隷浜松病院

第４次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月11日から１
月15日

８人 ・国際医療福祉大学熱海病院
・国立病院機構静岡医療センター

第５次隊 　 輪島市保健
医療福祉調
整本部、輪
島市・金沢市
内の避難施
設ほか

１月17日から１
月22日

23人 ・三島総合病院
・富士市立中央病院
・静岡市立清水病院
・中東遠総合医療センター
・総合病院聖隷三方原病院

第６次隊 　 輪島市・金沢
市内の避難
施設ほか

１月20日から１
月26日

14人 ・静岡市立静岡病院
・総合病院聖隷浜松病院
・沼津市立病院

第７次隊 　 輪島市・金沢
市内の避難
施設ほか

１月22日から１
月31日

18人 ・静岡医療センター
・静岡済生会総合病院
・浜松赤十字病院
 ・ 総合病院聖隷三方原病院



日本赤十字社
静岡県支部

第１班 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月10日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院

第２班 珠洲市保健
医療福祉調
整本部ほか

１月15日から１
月17日

７人 日本赤十字社　浜松赤十字病院

第３班 珠洲市保健
医療福祉調
整本部ほか

１月24日から１
月26日

６人 日本赤十字社　伊豆赤十字病院、裾野
赤十字病院

日赤災害医療コー
ディネートチーム
（第１班）

珠洲市健康
増進センター

１月12日から１
月14日

３人 浜松日赤
医師１名、看護師１名、事務員　１名で構
成

日本医師会災害医
療チーム
（JMAT）

第１陣 能登総合病
院・穴水町

１月10日から１
月12日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師２名

第２陣 能登町及び
穴水町内避
難所

1月19日から１
月21日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師1名、事務１名

第３陣 能登総合病
院を拠点とし
て、穴水町内
にて活動予
定

1月27日から１
月29日

６人 静岡県医師会
医師２名、看護師２名、事務２名

第４陣 石川県庁内
JMAT調整本部

1月31日から
2月3日

１人 静岡県医師会
事務１名

第５陣 1月31日から
2月3日

３人 静岡県医師会
医師１名、薬剤師１名、事務１名

 第 ６ 陣 2 月22 日 から ２
 月25 日

 ５ 人  静岡県医師会
 医師 ２ 名 、 看護師 １ 名 、 理学療法士 １ 名 、
 事務 １ 名

 第 ７ 陣

能登町及び
穴水町内避
難所

 ２ 月27 日 から ２
 月29 日

 ３ 人  静岡県医師会
 医師 １ 名 、 看護師 １ 名 、 社会福祉士 １ 名



災害派遣精神医療
チーム（DPAT）

第１次隊 能登医療圏
DPAT活動拠
点本部ほか

１月３日から１
月８日

３人 静岡県立こころの医療センター

第２次隊 能登医療圏
DPAT活動拠
点本部ほか

１月７日から１
月13日

３人 沼津中央病院

第３次隊 能登医療圏
DPAT活動拠
点本部ほか

１月12日から１
月17日

３人 神経科浜松病院

第４次隊 能登医療圏
DPAT活動拠
点本部ほか

１月18日から１
月22日

３人 静岡県立こころの医療センター

１月４日から１
月５日

１機 聖隷三方原病院ドクターヘリ
ドクターヘリ 石川県内

１月17日 １機 聖隷三方原病院ドクターヘリ
災害支援ナース

第１陣 珠洲市ほか 1月12日から
15日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

第２陣 珠洲市ほか 1月15日から
18日

４人 静岡県看護協会
看護師　４人

第３陣 珠洲市ほか 1月18日から
21日

６人 静岡県看護協会
看護師　６人

第４陣 珠洲市ほか 1月21日から
24日

６人 静岡県看護協会
看護師　６人

第５陣 珠洲市ほか 1月24日から
27日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

 第 ６ 陣  珠洲市 ほか  １ 月27 日 から
30 日

 ６ 人  静岡県看護協会
 看護師 　 ６ 人

薬剤師・モバイル
ファーマシー派遣

第１陣 穴水町、輪
島市、珠洲
市、能登町

１月13日から１
月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

第２陣 穴水町、輪
島市、珠洲
市、能登町

１月16日から１
月20日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台

第３陣 穴水町、輪
島市、珠洲
市、能登町

１月19日から１
月23日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１
台



第４陣 穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月22日か
ら１月26日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　
１台

保健師
第１陣 穴水町 １月６日か

ら１月11日
４人 ４名/班の１班体制

保健師　３人
運転手　１人

第２陣 穴水町 １月11日か
ら１月16日

４人 ４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

第３陣 穴水町 １月16日か
ら１月21日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第４陣 穴水町 １月21日か
ら１月26日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第５陣 穴水町 １月26日か
ら１月31日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第６陣 穴水町 １月31日か
ら２月５日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

 第 ７ 陣  穴水町  ２ 月 ５ 日 か
 ら ２ 月10 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 　 事務 　 １ 人
 運転手 　 １ 人

 第 ８ 陣  穴水町  ２ 月10 日 か
 ら ２ 月15 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 　 事務 　 １ 人
 運転手 　 １ 人

 第 ９ 陣  穴水町  ２ 月15 日 か
 ら ２ 月20 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 　 事務 　 １ 人
 運転手 　 １ 人

 第10 陣  穴水町  ２ 月20 日 か
 ら ２ 月25 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 　 事務 　 １ 人
 運転手 　 １ 人

 第11 陣  穴水町  ２ 月25 日 か
 ら ２ 月29 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 　 事務 　 １ 人
 運転手 　 １ 人



日本栄養士会災害
支援チーム（JDA-
DAT）

第１陣  七尾市 、
 金沢市

１月13日から１
月17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３人
（うち県職員１名）

 第 ２ 陣  石川県内  １ 月24 日 から １
 月28 日

 １ 人  静岡県栄養士会
 栄養士 　 １ 人

日本災害リハビリ
テーション支援
チーム（JRAT）

第１陣 石川県内 １月12日から１
月15日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

 第 ２ 陣  石川県内  １ 月25 日 から １
 月28 日

 ２ 人  医師 　 １ 人
 理学療法士 　 １ 人

 第 ３ 陣  石川県内  １ 月30 日 から ２
 月 ２ 日

 ２ 人  医師 　 １ 人
 言語聴覚士 　 １ 人

 第 ４ 陣  石川県内  ２ 月 １ 日 から ２
 月 ４ 日

 ３ 人  医師 　 １ 人
 作業療法士 　 ２ 人 　

 第 ５ 陣  石川県内  ２ 月12 日 から ２
 月15 日

 ４ 人  理学療法士 　 ２ 人
 言語聴覚士 　 ２ 人

静岡県災害派遣福
祉チーム（DWAT）

先遣隊 金沢市 １月８日から１
月14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員

第１陣 金沢市・七尾
市

１月10日から１
月13日

３人 ３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福祉
士、保育士、児童指導員、作業療法士、
相談支援専門員等から構成

第２陣 金沢市・
七尾市

１月12日から１
月15日

３人 同上

第３陣 金沢市・
七尾市

１月14日から１
月17日

３人 同上

第４陣 金沢市・
七尾市

１月16日から１
月19日

３人 同上

第５陣 金沢市・
七尾市

１月18日から１
月21日

３人 同上

第６陣 金沢市・
七尾市

１月20日から１
月23日

３人 同上

第７陣 金沢市・
七尾市

１月22日から１
月25日

３人 同上



第８陣 金沢市・
七尾市

１月24日か
ら１月27日

３人 同上

第９陣 金沢市・
七尾市

１月26日か
ら１月29日

３人 同上

第10陣 金沢市・
七尾市

１月28日か
ら１月31日

３人 同上

全国老施協災
害派遣福祉チー
ム
（老施協DWAT）

特別養護老
人ホーム長
寿園（珠洲
市）

１月17日か
ら１月21日

静岡県老人福祉施設協議会
介護職員　２人（（福）慈恵会西島寮）

 生活福祉資金
 貸付事務対応
 職員 （ 第 １ 陣 ）

 二次避難
 所 、 市町
 社協 （ 内
 灘町 、 羽
 咋市 、 志
 賀町 ）

 １ 月30 日 か
 ら ２ 月 ３ 日

 ２ 人  静岡県社協 　 １ 人
 静岡市社協 　 １ 人

災害マネジメント
支援チーム

被災市町村の災害対応を支援

第１陣 穴水町 1月３日か
ら１月10日

４人 県職員４人
総括支援員
・板坂孝司
支援員
・鈴木昭彦、鈴木正人、川島廉

第２陣 穴水町 １月６日か
ら１月11日

２人 県職員２人
・梶恒一郎、伊藤岳仁

第３陣 穴水町 1月10日か
ら１月17日

４人 県職員４人
総括支援員
・沼野 克史
支援員
・八木宏晃、相良健太、鈴木光真

第４陣 穴水町 １月16日
から１月
22日

５人 県職員５人
総括支援員
・松浦隆典
支援員
・杉山徹、佐野豪人、東原洋規、
武士俣 海斗

第５陣 穴水町 １月21日か
ら１月29日

５人 県職員４人
総括支援員
・神村典浩
支援員
・鈴木基寛、中井敬義、袴田充哉
市町職員１人
・鈴木将士（焼津市派遣）



被災建築物の応急
危険度判定支援

第１陣（県） 穴水町 １月６日から１
月９日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）

第２陣（県） 穴水町 １月10日から１
月13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士宮市）

第３陣（県） 穴水町 １月14日から１
月16日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

第４陣（県） 穴水町 １月17日から１
月18日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、沼津市、富士宮市、富
士市）

応急仮設住宅の建
設支援

第１陣（県） 石川県内 １月29日から２
月４日

３人 県職員３人
（建築、電気、機械の各１人）

第２陣（県） 石川県内 ２月５日から２
月11日

３人 県職員３人
（建築、電気、機械の各１人）

下水道管路被害の
調査

第１陣 中能登町 １月８日から１
月11日

８人 県職員３人
市職員５人
（沼津市、富士市、富士宮市、焼津市、袋
井市　各１人）
※政令市による支援（支援先：かほく市）
も別途実施

第２陣 かほく市 １月21日から１
月28日

２人 県職員２人

第３陣 津幡町 １月21日から１
月24日

４人 県職員４人

第４陣 かほく市 ２月５日から２
月10日

10人 グループ１：市町職員６人
（三島市、函南町、沼津市、島田市）
グループ２：県職員２人（※）、
市職員２人（磐田市）
※全期間１月29日～２月17日のうち２月
５～２月10日を担当

漁港関係施設被害
の調査

石川県内漁
港

１月16日から１
月22日

２人 県職員２人

住家被害認定調査
等の支援

第１陣 穴水町 １月７日から１
月15日　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿場市、西
伊豆町　各２人）

第２陣 穴水町 １月12日から１
月22日

12人 県職員２人（１月12日～18日）
市職員10人（１月15日～22日）
（沼津市、熱海市、湖西市、函南町、小山
町　各２人）

第３陣 穴水町 １月21日から１
月29日

10人 市町職員10人（１月21日～29日）
（三島市、菊川市、牧之原市、
長泉町、川根本町　各２名）

り災証明の交付（第
１陣）

穴水町 １月21日から１
月29日

３人 市町職員３人（掛川市、伊豆市、吉田町）

避難所運営業務
第１陣 穴水町 １月19日から１

月26日
17人 県職員２人(1月19日～21日）

市町職員15人
（焼津市３名、沼津市2名、富士宮市、御
殿場市、下田市、裾野市、湖西市、伊豆
市、御前崎市、東伊豆町、清水町、吉田
町　各１名）
３名/班の５班体制
・日中：８時３０分～２０時３０分

夜間：２０時３０分～翌８時３０分
・穴水町職員とペアとなり業務に従事

第２陣 穴水町 1月25日から２
月１日

14人 県職員２人（１月25日～27日）
市町職員12人
（磐田市、掛川市　各２名、三島市、富士
市、藤枝市、菊川市、伊豆の国市、牧之
原市、長泉町、川根本町　各１名）
・日中：８時３０分～２０時３０分

夜間：２０時３０分～翌８時３０分
・穴水町職員とペアとなり業務に従事

穴水町 １月９日から当
分の間

４台 トイレトラック　
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
・吉田町　１台（１月20日から）
多目的支援車

トイレトラック等派遣
　



提 供 日 2024/01/26

タイトル 第５回移動教育委員会を開催します

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3134

県教育委員が三島市立南中学校、南小学校を訪問
～令和５年度第５回移動教育委員会を開催します～

　県教育委員会では、教育課題について教育現場の関係者と直接意見交換等を行い、施策推進の参考とするため、学校等を訪問する移動教育
委員会を実施しています。
　今年度最後となる第５回の移動教育委員会は、生徒や教職員における、授業時及び授業以外（休憩時間・部活動等）でのＩＣＴの活用を推
進する三島市立南中学校において開催します。
　また、三島市立南小学校では小野澤宏時教育委員による４年生を対象としたタグラグビー授業を視察します。この授業では、児童全員にＧ
ＰＳを取り付け運動量や速度を測定するなど、先進的な分析を行うとともに、体育と道徳との横断的な学習を目指しています。
　
（概　要）
１　日　時
　　令和６年２月２日（金）午前９時50分から午後３時40分まで

２　訪問先　 
　　三島市立南中学校（三島市富田町6-18）
　　三島市立南小学校（三島市富田町6-1）
　　
３　内　容　

時間 内容

9:50 三島市立南中学校　到着

9:55～10:25 学校概要説明

10:35～11:25 施設及び授業見学等

11:35～12:05 学校教職員との意見交換

12:10 三島市立南中学校　訪問終了

13:20 三島市立南小学校　到着

13:25～14:25 施設及び授業見学等（４年生対象：タグラグビー授業の実施）

14:30～15:00 学校概要説明

15:05～15:35 学校教職員との意見交換

15:40 三島市立南小学校　訪問終了

４　出席者
　　静岡県教育委員会教育長及び教育委員
　　三島市教育委員会教育長、三島市立南中学校長、三島市立南小学校長　ほか
　　
５　記者の皆様へ
　　取材いただける場合は、２月１日（木）17時までに教育政策課へ御連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/26

タイトル “ふじのくに”地域公共交通計画（案)への意見を募集
しています

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-2852

“ふじのくに”地域公共交通計画（案)への意見を募集しています
～県民意見提出手続（パブリックコメント）の実施～

　県は「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき、将来目指すべき姿として「持続可能な社会を支える公共交通」
及び「誰もが移動に困らない質の高いサービスの提供」を掲げた、「“ふじのくに”地域公共交通計画」の本年度末の策定を目指
し、静岡県地域公共交通活性化協議会において検討を進めてまいりました。
　この度、計画（案）をとりまとめたことから、県民の皆様から広く意見を募集するため、「県民意見提出手続(パブリックコメ
ント)」を実施します。

１　意見募集期間：令和６年１月26日（金） ～ 令和６年２月26日（月）

２　閲覧方法
　　インターネットで静岡県ホームページから閲覧ができます。
　　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

（ホーム→パブリックコメント→県民意見提出手続（募集中））

３　意見の提出方法
　持参、郵送、ＦＡＸ又は電子メールのいずれかの方法で意見を提出してください。様式は自由ですが、意見（ページ等該当
箇所を明記）及び理由を含めて記載してください。
　なお、いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を
明記してください。

４　意見の提出先　
　(1) 持参・郵送の場合
　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６
　　　交通基盤部都市局地域交通課（県庁東館12階）　　
　(2) ＦＡＸ送信　054-221-2673
　(3) 電子メール　koutu@pref.shizuoka.lg.jp

５　その他
 いただいた御意見（類似する御意見はまとめた上で）に対する県の考え方は、県のホームページでお示しします。ご意見をお
寄せいただいた方に対して、直接回答はいたしませんので御了承ください。

６　問合せ先
　　静岡県交通基盤部都市局地域交通課（電話番号　054-221-2852）

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:koutu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/26

タイトル 小水力発電施設　伊太発電所でオーバーホール工事を
実施中（現場説明会開催）

担　　当 経済産業部 志太榛原農林事務所農山村整備担当

連 絡 先 志太榛原農林事務所牧の原用水課

TEL 054-644-9230

小水力発電施設　伊太発電所でオーバーホール工事を実施中（現場説明会開催）

　志太・榛原・小笠地域の農地を潤す大井川用水を利用した小水力発電施設「伊太発電所（島田市）」は、平成25年の供用開始か
ら10年を迎え、大井川土地改良区が初めてのオーバーホール（分解点検工事）を実施しています。令和５年10月に水車を分解して
工場に運び整備し、令和６年1月から再度据付を行っています。
　全国169の農業用水を利用した小水力発電施設のうち12番目に大きく、環境への影響のない持続可能なエネルギーを活用し、
CO2の削減に寄与しています。
　普段見ることのできない内部の状況を確認するため、関係者による現場での説明会を開催します。

１　現場説明会概要
　日時：令和６年２月２日（金）午前11時～
　場所：伊太発電所（島田市伊太　字中村９７２－１４）　
　参加者：関係土地改良区職員、志太榛原農林事務所職員　
　内容：・受注業者による工事内容の説明
　　　　・施設管理者（大井川土地改良区）による小水力発電の概要と効果説明

２　伊太発電所工場搬出時写真（令和５年11月）

水車分解中　 伊太発電所外観　

３　伊太発電所概要
項目 説明

所在地 島田市伊太　字中村９７２－１４　
最大出力 ８９３ｋｗ（一般家庭約１，２００戸分の年間消費電力量）

最大使用水量・落差 １７ｍ３/Ｓ・約７ｍ
水車形式 プロペラ水車
造成者 農林水産省関東農政局大井川用水農業水利事業所（現在閉所）
管理者 大井川土地改良区、神座土地改良区、金谷土地改良区、大井川右岸土地改良区



提 供 日 2024/01/26

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（1/19～1/25)

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第525報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（1/19～1/25）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の101頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、20番目（588例目）です。

平成30年９月以降、14,163頭（死亡382頭、捕獲13,781頭）の検査を実施し、588頭の陽性（死亡170頭、捕獲418頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/01/26

タイトル 目指せ技能日本一！第32回技能グランプリ静岡県選手
団結団式の開催

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　石川

TEL 054-221-2823

目指せ技能日本一！
第32回技能グランプリ静岡県選手団結団式の開催

2⽉23⽇から26⽇まで福岡県で開催される「第32回技能グランプリ」に出場する本県選⼿団の結団式を開催します。
※　フライス盤職種は前回⼤会に続き、静岡県内（株式会社静岡鐵⼯所（静岡市葵区産⼥））で開催されます。

１　結団式の概要
　（１）⽇時　令和6年2⽉6⽇（⽕）午後３時から3時40分まで
　（２）会場　県庁本館4階特別会議室
　（３）内容　
　　　　　○　選⼿団⻑（⼀般社団法人静岡県技能⼠会連合会⻑）及び選⼿紹介
　　　　　○　県旗授与　 
　　　　　　　 授与者︓知事
　　　　　　　 受領者︓鈴木　淑仁　選⼿（有限会社キヨシ看板店）
　　　　　○　選⼿宣誓
               ⽯原　良河　選⼿（⽯原かわら店）
　　　　　○　選⼿団⻑挨拶
　　　　　○　知事からの激励の⾔葉
　　　　　○　来賓挨拶
               静岡県議会　議⻑　中沢　公彦 様
　　　　　○　来賓紹介
　　　　　○　写真撮影

２　⼤会の概要
⼤会名 　第32回技能グランプリ
主催 　厚生労働省、中央職業能⼒開発協会、⼀般社団法人全国技能⼠会連合会

目的 　技能検定（国家資格）の特級、⼀級⼜は単⼀等級の技能⼠の⼀層の技能及び地位
　の向上、技能尊重機運の醸成

⽇程
　令和6年2⽉23⽇（⾦）開会式
　　　　　　　　 24⽇（⼟）〜25⽇（⽇）競技　　※⼀部職種は先⾏実施
　　　　　　　　 26⽇（⽉）閉会式

会場
　⻄⽇本総合展⽰場、北九州国際会議場（レストランサービス職種）、⼭⼝職業能⼒
　開発促進センター（旋盤職種）、株式会社静岡鐵⼯所（フライス盤職種）、学校
　法人⼤和⻘藍⾼等学校（⽇本料理職種）

実施職種 　和裁、寝具製作、⽯⼯、建築⼤⼯、かわらぶき、畳製作、建築配管、壁装、フライス盤、
　広告美術、フラワー装飾、レストランサービス　等　30職種

出場選⼿ 　30職種379人（本県 13職種19人）

前回⼤会の
本県選⼿成績

　⽇　 程　令和3年2⽉19⽇（⾦）〜22⽇（⽉）
　会　 場　愛知県国際展⽰場　他3会場
　選⼿数　28職種344人（本県11職種15人）
　⼊賞者　3職種3人（⾦賞1人、銀賞1人、銅賞1人）

⼤会HP 　https://worldskills.jp/skillsgrandprix/

https://worldskills.jp/skillsgrandprix/


提 供 日 2024/01/26

タイトル 小学校で「水素エネルギー出前教室」を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

 小学校で「水素エネルギー出前教室」を開催します！

　水素をより身近に感じるとともに正しい知識を得てもらうため、燃料電池や燃料電池自動車（ＦＣＶ）を活用して「水素エネル
ギー出前教室」を開催します。

１　開催学校・開催日　

開催学校 学年 開催日

静岡市立井宮北小学校 ５年 令和６年２月２日（金）

静岡市立清水船越小学校 ５年 令和６年２月16日（金）

沼津市立片浜小学校 ４年 令和６年２月20日（火）

御殿場市立原里小学校 ４年 令和６年２月６日（火）

公
立

御殿場市立東小学校 4・5年 令和６年２月５日（月）

加藤学園暁秀初等学校 4・5年 令和６年１月30日（火）私
立 聖隷クリストファー小学校 ５年 令和６年２月13日（火）

２　開催内容

内容 形態 説明者 時間

・地球温暖化について
・水素エネルギーについて　
・水素ステーションについて　など

座学
エネルギー政策課員

協力事業者 45分程度

・ＦＣＶ見学、試乗（走行はなし）
・家電製品への給電　など 見学

エネルギー政策課員
協力事業者 45分程度

※協力事業者：静岡ガス株式会社、サーラエナジー株式会社

３　その他
　・詳細な時間等については現在調整中のため、お問い合わせ下さい。
　　(エネルギー政策課ＨＰにて更新します。)
　・取材を行う場合は開催日２営業日前までにエネルギー政策課に御連絡下さい。

◎開催の様子（昨年度）

　       



提 供 日 2024/01/26

タイトル 下田の温泉活用を考える！
第3回マッチングイベントを開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054-221-2985

令和６年２月２日（金）に、下田の温泉活用を考える第３回マッチングイベント（ＩＣＯＩフォーラム）を開催！

　静岡県では、伊豆地域の温泉に食やスポーツ等を組み合わせた新たなヘルスケア産業を創出する、伊豆ヘルスケア温泉イノベー
ションプロジェクト（通称ＩＣＯＩプロジェクト）に取り組んでいます。
　この度、下田の温泉を活用して、新たな取組を検討したい方や異業種との意見交換をしてみたい方等を対象としたマッチングイ
ベントを開催します。

１　開催概要
　１）日　時　令和６年２月２日（金）13時00分～15時30分

　２）場　所　下田ビューホテル
　　　　　　　住所　415-0013 静岡県下田市柿崎633

　３）参加費　無料

　４）参加者　ＩＣＯＩフォーラム会員（プロジェクトに関心がある企業等）

２　次　第
　１）主催者挨拶

　２）意見交換会
　　・参加企業等自己紹介、温泉を活用して取り組みたいことを発表
　　・意見交換
　

　《担　当》
　　静岡県経済産業部　産業革新局　新産業集積課　新産業集積班
　　電　話　０５４－２２１－２９８５
　　メール　trc@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/26

タイトル 令和５年度流通食品の放射性物質検査結果（第８報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

県内流通食品の放射性物質検査の結果、安全性を確認しました（第８報）
－令和５年12月分：10品目20検体－

１　要　旨

静岡県以東で生産又は製造され、静岡県内に流通している食品の放射性物質検査を実施しています。

 令和 ５ 年12 月 は10 品目20 検体実施 し 、 検査結果 は 全 て 基準値以下 で 、 安全性 を 確認 しました 。

２　検査結果　

食品区分 品目 検体数 製造所、産地等所在地 検査結果

豆腐 ２ 静岡県（製造所）

こんにゃく ３ 群馬県（製造所）

漬物 １ 新潟県（製造所）

米飯類 ２ 新潟県（製造所・産地）

切り餅 １ 新潟県（製造所）

調味料 ４ 群馬県、千葉県、東京都（製造所）

そうざい ４
青森県、宮城県、

茨城県、長野県（製造所）

日本酒 １ 新潟県（製造所）

ゼリー飲料 １ 福島県（製造所）

一般食品

上新粉 １ 埼玉県（製造所）

すべて
基準値以下

合計 20

・検査機関：静岡県中部健康福祉センター化学検査課
・検出機器：ゲルマニウム半導体検出器
・食品区分別の基準値（セシウム134及びセシウム137の総和）：一般食品 100Bq/kg　　　　　牛乳 50Bq/kg　乳児用食品 50Bq/kg　飲料水 10Bq/kg



提 供 日 2024/01/26

タイトル 食品検査情報（第９報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（12月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 であるものが 確

 認 された 場合 は 、 行政処分等 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、昨年12月中に248検体について検査を実施したところ、 行政処分 を 行 った 事例 はありませんでした 。

検査項目 対象食品
12月

検体数
12月

行政処分数

漬物、生食用かき、しらす干し等 51 0
添加物、微生物等
規格基準等検査

輸入冷凍食品 20 0

漬物、菓子、しらす干し、食肉製品等 34 0

添加物等表示検査

輸入冷凍食品 10 0

アレルゲン 菓子、食肉製品 16 0

　県内流通食品（豆腐、こんにゃく等） 20 0

放射性物質

県内産農畜水産物（野生きのこ、野生鳥獣） 15 0

貝毒 浜名湖産貝類（かき） 4 0

腸管出血性大腸菌、
腸炎ビブリオ等 漬物、そうざい、生食用鮮魚介類等 59 0

動物用医薬品等
（食肉衛生検査所検査分）

牛肉 12 0

衛生規範を参考とする
E.coli検査 そうざい、漬物 7 0

合計 248 0



提 供 日 2024/01/26

タイトル 新型コロナウイルス感染症の医療状況の評価レベルの
引き上げ

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症の医療状況の評価レベルを
医療ひっ迫注意レベル（レベル２）に引き上げ

１　要旨
　　５類感染症への移行後も、医療のひっ迫状況を表す評価レベルを、本県独自で設定しています。
　　「地域や医療機関によっては医療のひっ迫が始まり、さらなるひっ迫が懸念される」状態となったことから、本日より医療状況の評価レベ
ルを昨年10月６日からの「医療通常レベル（レベル１）」から「医療ひっ迫注意レベル（レベル２）」に引き上げます。
　　なお、前回のレベル２の期間は、令和５年７月28日～10月５日でした。

２　医療状況の評価の元となる各指標の状況

指標
目安値
Lv1⇔２ 1/17 1/24

第7・8波
最高値

１
病床確保病院の中等症２以上
の入院者数 80人 77人 96 人

257人
(R5.1.11)

２
コロナによる病床確保病院の
休職医師・看護師数 100人 100 人 97人

630人
(R4.7.28)

３
１週間の時間内の
発熱外来検査件数 1.8万件 25,505 件 27,550 件

42,543件
(R4.7.25-31)

４
１週間の救急搬送困難事案件数
（政令市のみ。()内はコロナ疑い） 30件

78 件
(28件)

84 件
(37件)

120件
(R4.12.26-R5.1.1)

３　県民の皆様へ
　　更なる医療ひっ迫を起こさないよう、改めて、以下の点に御協力をお願いします。
　○ 咳 ・ 熱 ・のど 痛 などの 症状 が 軽 く 持病 のない 若 い 方 は 、 休日夜間 の 救急外来
　　 受診 は 控 えて 平日昼間 に 受診 するか 、 市販薬 で 自宅療養 を
　○体調に少しでも違和感（特にのど・鼻）があれば、マスクを着用
　○急に症状（咳・熱・のど痛）が出た時は、学校や仕事を休んで療養を
　○人が集まる所では、換気と咳エチケットを忘れずに
　○医療機関や高齢者施設の受診や訪問時は、できるだけマスクを着用
　○高齢者や持病のある方は、ワクチン接種の検討を

　　なお、近くに人がいないときや屋外では、マスクは不要です。
　　また、インフルエンザや感染性胃腸炎など他の感染症も流行中です。
　　帰宅時、食事前、トイレの後など、こまめな手洗いもお願いします。

４　事業者・学校の皆様へ
　　症状が軽く持病もないため市販薬等で対応可能な方が、事業者等から検査結果や診断書を求められたとの理由で医療機関を受診する
ことが外来医療のひっ迫の一因となっています。
　　外来医療のひっ迫を避けるため、感染まん延時は手続上必要な場合などを除いて、 検査 や 診断書取得 を 目的 とした 受診 を 従事者等 に
 求 めないようお願いします。



提 供 日 2024/01/26

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第90報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月26日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第90報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第90報（１月25日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 30 9 7 1月25日 ～ 1月2
1 小学校 静岡市葵区 733 24

1 28 9 7 1月25日
1 32 13 11 1月18日 ～ 1月2
1 39 16 16 1月22日 ～ 1月22 高等学校 焼津市 517 17
1 39 13 13 1月22日 ～ 1月2
1 36 11 8 1月24日 ～ 1月2
1 40 6 6 1月24日 ～ 1月23 高等学校 藤枝市 1034 31
1 16 7 5 1月24日 ～ 1月2

4 高等学校 浜松市中央区 741 21 1 37 10 10 1月25日 ～ 1月2
5 小学校 浜松市中央区 518 22 1 27 8 7 1月26日

1 26 6 5 1月25日 ～ 1月2
1 34 12 6 1月26日 ～ 1月26 小学校 浜松市中央区 759 30
1 33 15 11 1月26日 ～ 1月2

7 小学校 浜松市浜名区 722 30 1 35 10 10 1月26日
本日合計 ３高等学校、４小学校 14 452 145 122

８０２施設
本日までの累

計（実数） （ ９４高等学校、　１９９中学校、　４１０小学校、　６２幼稚園、
９保育所、　１８こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）

3,862 110,490 35,331 32,753

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲さ
れています。） 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表していま
す。 　

　
　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳の
いずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/26

タイトル 「ふじのくに障害者しあわせプラン」に関するパブ
リックコメントを実施します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 障害者政策班

TEL 054-221-3599

「ふじのくに障害者しあわせプラン
（第７期静岡県障害福祉計画及び第３期静岡県障害児福祉計画）」（案）

に関するパブリックコメント（県民意見提出手続）を実施します

１　趣旨
　「ふじのくに障害者しあわせプラン」は、静岡県における障害者施策の基本的方向性を示す「障害者計画」と、その方向性に沿った施策
目標を実現するための実施計画である「障害福祉計画」及び「障害児福祉計画」により構成され、本県の障害者施策を総合的に推進するた
めの計画として位置付けています。
　このうち、「障害福祉計画」及び「障害児福祉計画」については、現行計画の計画期間が令和５年度末までであることから、国の基本指
針に即して、令和６年度を始期とする新たな「ふじのくに障害者しあわせプラン」（第７期静岡県障害福祉計画及び第３期静岡県障害児福
祉計画）を策定します。
　このたび、計画案がまとまりましたので、県民の皆様から広く御意見を募集します。

２　閲覧方法
　インターネットで閲覧（静岡県公式ホームページ）
　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

　（ホーム→県政情報→行政改革・情報公開→静岡県の情報公開→県民意見提出手続）

３　募集期間
　令和６年１月26日（金）から令和６年２月22日（木）まで

４　提出方法
　持参、郵送、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で意見書を提出してください。様式は自由です。
　なお、いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してくだ
さい。

５　提出先
持参又は郵送 〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号

静岡県　健康福祉部　障害者政策課　障害者政策班
ファクシミリ 054-221-3267
電子メール shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp

６　問い合わせ先
　健康福祉部　障害者支援局　障害者政策課　障害者政策班
　電話番号　０５４－２２１－３５９９

７　備考
　いただいた御意見（類似する御意見はまとめた上で）に対する県の考え方は、県のホームページでお示しします。御意見を提出されたお
一人おひとりには回答いたしかねますので、御了承ください。
　また、電話での御意見は御遠慮ください。

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/26

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第16報】（１月26日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第15報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

活動日 活動場所等

1/3
能登医療圏活動拠点本部（公立能登総合病院内（七尾市））、
七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14～1/15 能登医療圏活動拠点本部

1/17～1/20 輪島市保健医療福祉調整本部（輪島市役所内）、輪島市、
金沢市内の避難施設等

1/21～ 輪島市、金沢市内の避難施設等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動終了）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（活動終了）

静岡医療センター 4人 1/11～1/15

三島総合病院 5人 1/17～1/21

富士市立中央病院 5人 1/17～1/21

静岡市立清水病院 5人 1/17～1/21

中東遠総合医療センター 4人 1/17～1/21

第５次隊　23人
（活動中・活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/17～1/22



静岡市立静岡病院 5人 1/20～1/24

総合病院聖隷浜松病院 5人 1/21～1/26

第６次隊　14人
（活動中）

沼津市立病院 4人 1/20～1/24

静岡医療センター 4人 1/23～1/27

静岡済生会総合病院 6人 1/22～1/27

浜松赤十字病院 4人 1/23～1/27

第７次隊　18人
（活動中）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/25～1/31

 静岡赤十字病院 4 人 1/26 ～1/30 第 ８ 次隊 　 ９ 人
 （ 活動中 ）

 浜松医科大学医学部附属病院 5 人 1/26 ～1/30

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を活動中

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班　能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　第２班、第３班　珠洲市保健医療福祉調整本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

第３班(伊豆、裾野
日赤) 1/24(水)～1/26(金) ６人

医師・看護師・

事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県の被
　　災地へ派遣。今後も新たな医療救護チームの派遣を予定（現在調整中 ４
　  チーム）。また、石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部に調整要員（ 静岡県医師
　　　 会職員）を派遣予定
　・長期にわたる支援を実施するため、23郡市医師会に新たなチームの登録
　　を要請し、ＪＭＡＴ派遣の拡充を計画
　・ＪＭＡＴ本部（日本医師会）の指示により、今後、能登半島地方に加え
　　金沢市以南の避難所（いわゆる1.5次避難所、２次避難所）を支援する
　　ための活動も計画中

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人（医師1人、看護師2人）
能登総合病院、穴水町内の避
難所のアセスメント

1/19(金)～1/21(日) ３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

能登町内避難所にて診療活動
および穴水町避難所にてアセ
スメント

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

能登町内避難所および穴水町
避難所にて活動予定

1/30(火)～2/2(金) １人（ 静岡県医師会職員１人）
石川県庁内ＪＭＡＴ調整本部
にて調整業務を支援予定

1/31(水)～2/3(土) ３人
（医師1人、薬剤師1人、事務員１人）

2/6( 火) ～2/8( 木)  ５ 人 （ 医師1 人 、 看護師1 人 、 薬剤師 １
 人 、 救急救命士1 人 、 事務員 １ 人 ）
 ［ 病院 ］

2/22(木)～2/25(日) 5人（医師2人、看護師1人、理学療法
士１人、事務員１人）

2/27(火)～2/29(木) 3人（医師1人、看護師1人、社会福祉
士１人）

能登町内避難所および穴水町
避難所にて活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・石川県ＤＰＡＴ調整本部又は能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従
　　　　い活動

活動日 活動場所等

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(公立能登総合病院内(七尾市))、七尾市、
志賀町内の避難所等支援



1/10～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13～1/17 石川県ＤＰＡＴ調整本部、能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部内の活動

1/18～1/22 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部(1/18～能登中部保健福祉センター内(七尾
市))、輪島市ＤＰＡＴ指揮所（輪島市役所内）の避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動終了） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動終了） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

1/17 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 ４人

第３組 1/18～21 ６人

第４組 1/21～24 ６人

第５組 1/24～27 ２人

第６組 1/27～30 ６人

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　　
　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

第３陣 １/19～１/23 ３人

第４陣 １/22～１/26 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

今後の支援内容・体制は現地ニーズを踏まえ検討

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請があったため第７陣～第11陣について調整中

活動日 活動場所等

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ５人

第６陣 1/31(水)～2/5(月) ５人

第７陣 2/5(月)～2/10(土) ５人

第８陣 2/10(土)～2/15(木) ５人

第９陣 2/15(木)～2/20(火) ５人

第10陣 2/20(火)～2/25(日) ５人

第11陣 2/25(日)～2/29(木) ５人

５名/班の１班体制
保健師３名、事務１名、運転
手１名で構成

第６陣まで調整済

派遣期間は、移動、引継期間
を含む



イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

活動日 活動場所等

七尾市内、金沢市内の「特殊栄養食品ステーション」からの食
品の分配、出入管理

1/13～1/17

金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）内の
「施設避難者一時待機ステーション」入所者（要介護者）への
食事管理、食事提供

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

第２陣 1/24(水)～1/28(日) １人

 第 ３ 陣 2/ 7( 水) ～2/11( 日)  ３ 人

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・第１陣 以降は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）へ
　　　　移動する避難者のトリアージを実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

第２陣 1/25(木)～1/28(日) ２人 医師、理学療法士

第３陣 1/30(火)～2/ 2(金) ２人 医師、言語聴覚士

第４陣 2/ 1(木)～2/ 4(日) ３人 医師、作業療法士２人

第５陣 2/12(月)～2/15(木) ４人 理学療法士２人、言語聴覚士
２人

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター及び七尾市内で活動を実施。１月
  20日以降は志賀町においても活動中

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　
　　イ　全国老施協災害派遣福祉チーム(全国老施協ＤＷＡＴ）派遣
　　　・全国老人福祉施設協議会の派遣要請を受け、静岡県老人福祉施設協議会が
        介護職員を被災地の高齢者施設へ派遣
　　　　(福井県老人福祉施設協議会からの派遣者との合同チーム）

派遣期間 派遣先 所属 派遣人数 備考

１/17(水)～21(日)
特別養護老人ホーム　
長寿園(石川県珠洲市) (福)慈恵会　西島寮 ２人 介護職員

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに県庁内（本館1階食堂、本館２階県庁案内、東館２階県民サー



　ビスセンター前、東館２階喫茶ぴあ～、東館16階食堂、西館３階健康福祉部
　部長室前）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/4～12/27 石川県

富山県支部 1/5～3/29 富山県

 新潟県支部 1/9～6/28 新潟県

福井県支部 1/16～3/29 福井県

日本
赤十字社

本社 1/5～12/27 被災地全地域

石川県 1/4～12/27 石川県

富山県 1/5～3/29 富山県

新潟県 1/9～6/28 新潟県

 福井県  1/16～3/29  福井県
共同募金会

中央 1/5～6/28 石川県、富山県、新潟
県、福井県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集及び助成受付を開始

募集共募 受付期間 受付方法／助成対象ほか

寄付 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

中央共同
募金会 助成

(第１回)

1/17～1/31

炊き出し、物品配布支援、生活支援活動等
・短期活動助成(活動日数30日以内)
・中長期活動助成(活動日数31日以上)

　※助成 第２回募集：2月中旬予定、第3回募集：4月以降を予定
　　

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中

　　エ　生活福祉資金の状況
　　　・静岡県社協は、被災した世帯（災害救助法の適用となった地域等＊におい
　　　　て被災し、静岡県内へ避難した世帯のうち、今後１ヶ月程度以上居住予定
　　　　のある世帯）への生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付の受付を開始

受付期間 受付場所

1/15（月）～未定 各市町社協窓口

　　　＊災害救助法適用地域以外で、被災したため特例措置が必要な地域として都
　　　　道府県知事が設定した地域は以下のとおり（令和６年１月23日現在）

設定した都道府県 設定した地域

新潟県
阿賀野市、阿賀町、粟島浦村、魚沼市、小千谷市、刈羽
村、新発田市、聖籠町、関川村、胎内市、田上町、津南
町、十日町市、村上市、弥彦村、湯沢町

富山県 魚津市、入善町

石川県 野々市市、川北町

福井県
敦賀市、小浜市、大野市、勝山市、鯖江市、越前市、永
平寺町、池田町、南越前町、越前町、美浜町、高浜町、
おおい町、若狭町

・石川県社協からの要請を受けた全社協からの要請に基づき、静岡県社協等は生活
　福祉資金貸付事務対応職員を派遣予定

区分 派遣期間 派遣人数 派遣先

第１陣 1/30(火)～2/2( 金) ２人
（静岡県社協１人、
静岡市社協１人）

 市町社協（ 七尾市、羽
咋市、志賀町、 宝達志
 水町）



発 表 日 2024/01/26

タイトル 令和５年12月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課、富士山

静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　小野、大澤

TEL 054-221-3166

 富士山静岡空港 の 令和 ５ 年12 月 の 搭乗者数 は39,242 人 。

 令和 ３ 年11 月 から26 か 月連続 で 前年同月 を 上回 った 。

１　富士山静岡空港の令和５年12月の搭乗者数、搭乗率等
　　（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 8,364 5,805 69.4 
　新千歳線 8,364 5,805 69.4 
    うちANA 1,660 1,218 73.4 
    うちFDA 6,704 4,587 68.4 
　丘珠線 0 0 - 
出雲線 4,872 3,655 75.0 
福岡線 16,864 10,852 64.4 
熊本線 4,960 2,338 47.1 
鹿児島線 5,080 3,144 61.9 
沖縄線 1,660 1,279 77.0 
チャーター便 756 519 68.7 

国内線計 42,556 27,592 64.8 
ソウル線 11,718 10,442 89.1 
上海線 2,808 1,208 43.0 
チャーター便 - - - 

国際線計 14,526 11,650 80.2 
合計 57,082 39,242 68.7 

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和５年12月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 501 82  583 
就航便数（便）　　　b 499 80  579 
就 航 率（％）   (b/a) 99.6 97.6 99.3 

３　富士山静岡空港の令和５年度(令和５年４月～12月)の累計搭乗者数、搭乗率等
　　（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 130,706 91,436 70.0 
　新千歳線 97,314 65,090 66.9 
　　うちANA 44,322 26,158 59.0 
    うちFDA 52,992 38,932 73.5 
　丘珠線 33,392 26,346 78.9 
出雲線 41,976 32,863 78.3 
福岡線 176,688 117,913 66.7 
熊本線 44,760 25,659 57.3 
鹿児島線 44,980 32,113 71.4 
沖縄線 42,662 26,473 62.1 
チャーター便 4,116 2,795 67.9 

国内線計 485,888 329,252 67.8 
ソウル線 72,576 61,398 84.6 
上海線 7,176 2,550 35.5 
チャーター便 206 193 93.7 

国際線計 79,958 64,141 80.2 
合計 565,846 393,393 69.5 

※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

４　富士山静岡空港の令和５年度(令和５年４月～12月)の就航状況(累計)
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a  5,461 443  5,904 
就航便数（便）　　　b  5,390 431  5,821 
就 航 率（％）   (b/a) 98.7 97.3 98.6 



提 供 日 2024/01/26

タイトル 世界選手権金メダリスト金氏によるソフトテニスクリ
ニック

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　 今回は、1995年ソフトテニス世界選手権で金メダルを獲得した金　璟子（キム　キョンジャ）氏が、富士宮市内中学校ソフトテニス部員を対象
にクリニックを開催します。

１　開催日　　令和６年２月４日（日）
　　　　　　　　  雨天実施

２　会　 場　　富士宮市民体育館（富士宮市外神115）  　

３　日　 程　　
　 　　午前の部(男子) 　　　午後の部（女子）
　開講式 　9：00～9：10 　12：30～12：40
　クリニック 　9：10～11：20 　12：40～14：50
　閉講式、写真撮影  11：20～11：30 　14：50～15：00

４　参加者　　富士宮市内中学校ソフトテニス部員及び指導者
　　　　　　 　　午前の部　男子生徒85名　指導者10名
　　　　　　　　 午後の部　女子生徒53名　指導者10名

５　講　師　　金　璟子（キム　キョンジャ）氏
　　　　　　　　【主な経歴】
　　　　　　　　　・元韓国代表
　　　　　　　　　・1995年世界選手権　　　団体優勝　シングルス３位
　　　　　　　　　・1996年アジア選手権　　団体優勝　シングルス優勝
　　　　　　　　　・1997年東アジア選手権 団体優勝　シングルス優勝　

６　その他
　  　　・体育館内で実施するため、天候にかかわらず開催します。
　　　　・取材希望の方は、２月２日(金)正午までに、別添「取材申込書」にてお申し込み
　　　　 ください。中止の際には御連絡いたします。
　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。
　　     　　　
７　問い合わせ先
　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（市川）　
　　　電話054-221-3177　　 FAX054-221-2980　　当日連絡先080-1580-8162



提 供 日 2024/01/26

タイトル 令和５年度静岡県地球温暖化防止活動知事褒賞の表彰
式を行います！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-3781

静岡県では、地球温暖化防止に顕著な貢献のあった個人又は団体に対し、その功績を称えるため、静岡県地球温暖化防止条例に基づき知事表彰を行っていま
す。

　このたび、令和５年度の受賞者を決定したので、表彰式を開催します。
１　表彰式
（１）日　時　令和６年２月２日（金）午後１時30分～２時
              併せて、「くらし・環境部環境配慮建築物表彰」も行います。
（２）場　所　静岡県庁西館４階第１会議室Ａ
（３）授与者　静岡県くらし・環境部長代理　山田　琢也
２　受賞者

部門 被表彰者 標題 事例概要
大
企
業
等
の
部

小野薬品工業株
式会社

フジヤマ工場
（富士宮市）

エネルギーの見える化による全
員参加の省エネ活動

省エネデータ収集サーバを活用し、エネルギーロ
スの把握、省エネポテンシャルの抽出を実施。分
析結果を全従業員に共有し、削減効果を金額
ベースで公開することで意識の向上につながり、
設備の運用改善等の取組が大幅に進んだ。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策
部
門

中
小
企
業
等
の
部

三恵株式会社
（磐田市）

2050年カーボンニュートラルに
向けた省エネ活動およびクリー
ンエネルギー導入

射出成形機の電動機化により電気使用量を削減。
合わせて工場全体の省エネ設備導入及びＣＯ₂フ
リー電気への転換を実施し、生産性を向上しつつ
ＣＯ₂排出量の大幅な削減を達成している。

学
校
等
の
部

公立大学法人静

岡文化芸術大学

カスから生まれる

プロジェクト

（浜松市）

消費を通じた気候変動アクショ
ン 
―コーヒー2050年問題へ対応
策としての商品開発および普及
啓発

従来廃棄されてきたコーヒーの果肉を使った商品
を開発・販売し、買い物という手段で気候変動対策
への参画を促している。販売利益は熱帯雨林保護
活動に充てている。また、出前授業など啓発活動
に取り組んでいる。

地
球
温
暖
化
防
止
普
及
・
啓
発
部
門

個
人
・
団
体
の
部

「エコライフみし
ま」編集スタッフ

（三島市）

地域環境情報誌「エコライフみ
しま」による市民への環境情報
の発信

三島市の広報誌に挟み込む形式で、地域環境情
報誌を年２回市内全世帯に配布している。ボラン
ティアが市民に身近な視点から温暖化に関する情
報をわかりやすく発信する。

３　審査
　　  県民、事業者、関係団体、地球温暖化防止活動推進センター、行政等で構成する静岡県地球温暖化防止県民会議の広報普及部会において審査・選考。

（応募総数12件）
（参考）くらし・環境部環境配慮建築物表彰　　　　
　　　　環境に配慮した建築物の整備促進を図るため、建築物環境配慮計画書（ＣＡＳＢＥＥ）において優秀な評価を得た建築物の建築主及び設計者を表彰

tizihousyouzissiyouryou2.pdftizihousyouzissiyouryou2.pdf



提 供 日 2024/01/26

タイトル 環境配慮に優れた建築物を表彰します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築確認検査班

TEL 054-221-3075

環境配慮に優れた建築物を表彰します！

　静岡県では、省エネルギーや室内環境などの環境配慮措置が特に優れていると認められる建築物の建築主及び設計者に対し、
「くらし・環境部環境配慮建築物表彰(部長表彰)」を行っています。
　このたび、令和５年度の受賞者を決定したので、表彰します。

１　表彰式
（１）日時　令和６年２月２日（金）午後１時30分～２時
     　　　「静岡県地球温暖化防止活動知事褒賞」表彰式と併せて実施します。
（２）場所　静岡県庁西館４階第１会議室Ａ

２　受賞者

建築主
建築物名称

設計者

環境配慮建築物優秀賞

浜松磐田信用金庫
１ 浜松いわた信用金庫本部棟

株式会社日建設計一級建築士事務所

プライムアースEVエナジー株式会社
２ 新居第１工場第２工場

株式会社大林組名古屋支店一級建築士事務所

環境配慮建築物ふじのくに賞

１ 浜松いわた信用金庫本部棟
（※優秀賞１と重複受賞）

２ 浜松いわた信用金庫本店棟

（※優秀賞１と同じ建築主・設計者）

建物写真

　
　浜松いわた信用金庫 本店棟(左),本部棟(右)　　　　　新居第１工場第２工場



提 供 日 2024/01/26

タイトル 菊川市を交通安全優良市町（交通死亡事故連続ゼロ基
準達成）として表彰！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

～　交通死亡事故ゼロ連続４００日達成　～

静岡県交通安全対策協議会が
菊川市を交通安全優良市町として表彰！

　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、長期間に渡る交通死亡事故ゼロを達成した市区町を表彰しています。
　この度、令和６年１月９日（火）をもって、菊川市が交通死亡事故ゼロ連続
４００日を達成したことから、交通安全優良市町として下記のとおり表彰状の伝達式を行います。
※菊川市の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から６回目となります。
　菊川市の人口４７，１４８人（令和５年１月１日現在）

１　表彰式の概要
（１）日時
　　　令和６年２月２日（金）午前１０時３０分開始（概ね２０分間）
（２）場所
　　　菊川市役所東館３階　会議室E３０１（菊川市堀之内６１）
（３）出席者
　　　菊川市長　　　　　　　長谷川　寛彦（はせがわ　ひろひこ）　　　
　　　菊川警察署長　　　　　竹下　貢　　（たけした　みつぐ）
　　　県くらし交通安全課長　入戸野　明　（にっとの　あきら）　外

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分 　交通死亡事故ゼロ連続日数
【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】

　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　 人口 ４ 万人以上 ８ 万人未満 　　　 ４００ 日
　人口２万人以上４万人未満 　　　５００日
　人口２万人未満 　  １，０００日　
　※　静岡市及び浜松市については、各区ごと表彰を実施しています。

３　その他
     表彰状 の 伝達式前 に 交通死亡事故 が 発生 した 場合 は 、 表彰状 の 伝達 を 中止 する
　 ことがあります 。



提 供 日 2024/01/26

タイトル 静岡県最大規模の移住相談会「静岡まるごと移住フェ
ア」を開催します

担　　当 くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2540

静岡県最大規模の移住相談会「静岡まるごと移住フェア」を開催します

　静岡県は、豊かな自然環境や温暖な気候、東京圏からの近接性など、様々な魅力が評価され、３年連続「 移住希望地 ランキング １ 位※」に
選ばれています。
　静岡県に興味がある方、ライフスタイルを変えたい方などに向けて、静岡県の自治体、団体や企業が一堂に会した大相談会「静岡まるごと
移住フェア」を開催し、新しい暮らし方の提案や、仕事、住まい選びの相談など、移住をまるごとサポートします。
　※認定NPO法人ふるさと回帰支援センター調べ（2020年、2021年、2022年）

【ポイントはココ！】
・静岡県内の市町、団体及び企業などの総勢約60団体が出展し、全県を挙げて開催。
・各市町の１分間PRコーナー、３種類の移住セミナー、抽選で静岡県の名物が当たるスタンプラリーなど、相談以外の企画も盛りだくさん。
・「どんなことを住む場所に求めるのか気軽にチェックすることができる」体験コーナーを初めて設置（協力：アーツカウンシルしずおか）

１　概要

タイトル 静岡まるごと移住フェア

開催日時 令和６年２月４日（日）11時～16時30分　※最終受付 15時30分
○オンライン相談WEEK：２月５日（月）～２月11日（日）

会場 東京交通会館12階ダイヤモンドホール・カトレアサロン
（東京都千代田区有楽町2-10-1）

主催等 静岡県、ふじのくにに住みかえる推進本部
（共催：認定NPO法人ふるさと回帰支援センター）

実施方法 対面及びオンライン

参加者 約60団体（静岡県、市町、仕事・暮らし・住まいに関する団体・企業等）

内容

○フェア当日（２月４日）
・出展者との対面による個別相談
・市町の１分間ＰＲ
・移住セミナー
　1.「移住前にちょっとディープな地域体験！きっと見つかる“あなたの地域”」
　2.「～子育てするなら静岡県～富士山のふもとで「転職しない移住」」
　3.「ファイナンシャルプランナーによる「移住とお金の話」」
○オンライン相談WEEK（２月５日～２月11日）
・出展者とのオンライン個別相談

特設Webサ

イトＵＲＬ https://marugotoiju.pref.shizuoka.jp

２　当日の連絡先
　企画政策課　企画班　山本（090-6805-1420）
　 ※ 現地 で 取材希望 の 場合 は 、 事前 に 人数 、 代表者名 、 訪問予定時間 を 御連絡 ください 。

https://marugotoiju.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/01/26

タイトル 静岡県地域おこし協力隊ネットワークを設立します

担　　当 くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2228(石田)

静岡県地域おこし協力隊ネットワークを設立します

県内で活動する地域おこし協力隊等がネットワークを設立し、隊員活動の充実に向けて、隊員同士や隊員ＯＢ・ＯＧとの連携や交流を進め
ながら、地域の魅力や活力の向上を図ります。

（一部内容を修正いたしました。詳細はPDFを御覧ください。　１月26日（金）16：45）

１　ネットワーク概要

名　称 静岡県地域おこし協力隊ネットワーク

設立日 令和６年１月31日

目的
隊員等の学びや連携、交流を促進することにより、隊員活動の充実を図るととも
に、地域や自治体との協働事業を実施し、本県における地域力の向上や、持続
的な地域づくりに寄与する。

構成員等 会員：隊員及び隊員OBOG　約40人
オブザーバー：県内35市町

組織形態 任意団体

活動内容 研修、現地視察、イベント等への共同出展、ＳＮＳを活用した情報共有　等

２　役員案
氏　名 区分 活動市町 活動内容（現役時） 任期後の進路等

松原 淑美 ＯＧ 南伊豆町 過疎化地域活性化・移住推進
地域コーディネート
ゲストハウス運営

青山 沙織 ＯＧ 沼津市 地域の特産品である深海魚を
活用したまちおこし 深海魚直送便

小田 優斗 ２年目 富士宮市 移住・定住推進 ―

川島 亜弓 ３年目 藤枝市 文化・芸術の活動支援 ―

中谷 友亮 １年目 浜松市 観光促進・地域ブランドの開
発 ―

３　設立会概要
　(1) 日時

令和６年１月31日（水）　午後１時～１時25分
※ 設立会終了後、地域おこし協力隊研修を実施します。

(2) 場所
アゴラ静岡７階会議室（静岡市葵区追手町1-13）
※ オンライン同時開催

(3) 内容
規約の承認、設立宣言、役員挨拶、会員の紹介



提 供 日 2024/01/26

タイトル 【第９報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１
月26日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

 ※ 下線部 は 前回 からの 主 な 変更点
１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援

区　分 支援先 活動期間 人数 内訳
緊急消防援助隊
（救出救助、火災消
火など）

第１陣 珠洲市 １月１日から１
月５日

239人 第１陣静岡県大隊　68隊
捜索及び救助活動

第２陣 珠洲市 １月５日から１
月８日

229人 第２陣静岡県大隊　66隊

第３陣 珠洲市 １月８日から１
月11日

226人 第３陣静岡県大隊　68隊

第４陣 珠洲市 １月11日から
１月14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 珠洲市 １月14日から
１月17日

222人 第５陣静岡県大隊　67隊

第６陣 珠洲市 １月17日から
１月20日

206人 第６陣静岡県大隊　64隊

第７陣 珠洲市 １月20日から
１月21日

112人 第７陣静岡県大隊　33隊

航空小隊
第１陣

石川県内 １月５日から１
月６日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第２陣

石川県内 １月11日から
１月13日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第３陣

石川県内 １月17日から１
月19日

６人 浜松市消防局 １隊

航空指揮支援
隊
第１陣

富山空港 １月10日から
１月14日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空指揮支援
隊
第２陣

富山空港 １月14日から１
月17日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊



航空指揮支援
隊
第３陣

富山空港 １月21日から１
月26日
(予定)

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空後方支援
小隊
第１陣

小松空港 １月19日から１
月22日

３人 静岡市消防局 １隊

航空後方支援
小隊
第２陣

小松空港 １月22日から１
月25日

３人 静岡市消防局 １隊

航空後方支援
小隊
第３陣

小松空港 １月25日から１
月28日
(予定)

３人 静岡市消防局 １隊

広域緊急援助隊

警備部隊
（救出救助）

珠洲市 １月１日から１
月４日

66人

交通部隊
（第１次）

石川県内 １月20日から１
月25日

24人 交通流入規制・警戒活動

広域警察航空隊

第１陣 石川県内 １月２日から１
月３日

４人 上空からの情報収集活動

第２陣 石川県内 １月26日から２
月１日

４人 上空からの情報収集活動

特別機動捜査隊

第１陣 石川県内 １月５日から１
月11日

４人 防犯活動・警戒活動

第２陣 石川県内 １月25日から１
月31日

８人 防犯活動・警戒活動

特別自動車警ら隊

第１陣 石川県内 １月12日から１
月24日

７人 防犯活動・警戒活動

第２陣 石川県内 １月23日から２
月３日

６人 防犯・警戒活動、広報活動

特別生活安全部隊

第１陣 石川県内 １月19日から１
月28日

３人 相談対応等

 第 ２ 陣  石川県内  １ 月30 日 から ２
 月8 日

 ３ 人  相談対応等

緊急災害警備隊
（第１陣）

石川県内 １月24日から２
月２日

81人 安否不明者の確認等



防犯カメラ設置隊

第１陣 石川県内 １月25日から１
月31日

４人 犯罪捜査

 第 ２ 陣  石川県内  ２ 月 ６ 日 から ２
 月12 日

 ４ 人  犯罪捜査

災害派遣医療チー
ム（DMAT）

第１次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月２日から１
月６日

36人 ・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡県立総合病院
・静岡赤十字病院
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院
・聖隷浜松病院

第２次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月４日から１
月10日

40人 ・伊東市民病院
・静岡県立総合病院
・静岡市立静岡病院
・静岡済生会総合病院
・焼津市立総合病院
・藤枝市立総合病院
・浜松赤十字病院
・聖隷三方原病院

第３次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月14日

32人 ・順天堂大学医学部附属静岡病院
・富士宮市立病院
・静岡市立清水病院
・島田市立総合医療センター
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・聖隷浜松病院

第４次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月11日から１
月15日

８人 ・国際医療福祉大学熱海病院
・国立病院機構静岡医療センター

第５次隊 　 輪島市保健
医療福祉調
整本部、輪
島市・金沢市
内の避難施
設ほか

１月17日から１
月22日

23人 ・三島総合病院
・富士市立中央病院
・静岡市立清水病院
・中東遠総合医療センター
・総合病院聖隷三方原病院

第６次隊 　 輪島市・金沢
市内の避難
施設ほか

１月20日から１
月26日

14人 ・静岡市立静岡病院
・総合病院聖隷浜松病院
・沼津市立病院

第７次隊 　 輪島市・金沢
市内の避難
施設ほか

１月22日から１
月31日

18人 ・静岡医療センター
・静岡済生会総合病院
・浜松赤十字病院
・総合病院聖隷三方原病院

日本赤十字社
静岡県支部

第１班 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月10日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院

第２班 珠洲市保健
医療福祉調
整本部ほか

１月15日から１
月17日

７人 日本赤十字社　浜松赤十字病院

第３班 珠洲市保健
医療福祉調
整本部ほか

１月24日から１
月26日

６人 日本赤十字社　伊豆赤十字病院、
裾野赤十字病院

日赤災害医療コー
ディネートチーム
（第１班）

珠洲市健康
増進センター

１月12日から１
月14日

３人 浜松日赤
医師１名、看護師１名、事務員　１名で構
成

日本医師会災害医
療チーム
（JMAT）

第１陣 能登総合病
院・穴水町

１月10日から１
月12日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師２名

第２陣 能登町及び
穴水町内避
難所

1月19日から１
月21日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師1名、事務１名

第３陣 能登総合病
院を拠点とし
て、穴水町内
にて活動予
定

1月27日から１
月29日

６人 静岡県医師会
医師２名、看護師２名、事務２名

第４陣 石川県庁内
JMAT調整本部

1月31日から
2月3日

１人 静岡県医師会
事務１名

第５陣 能登町及び
穴水町内避
難所

1月31日から
2月3日

３人 静岡県医師会
医師１名、薬剤師１名、事務１名



第６陣 2月22日か
ら２月25日

５人 静岡県医師会
医師２名、看護師１名、理学療法士１
名、
事務１名

第７陣 ２月27日か
ら２月29日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師１名、社会福祉士１
名

災害派遣精神医
療チーム（DPAT）

第１次隊 能登医療
圏
DPAT活
動拠点本
部ほか

１月３日か
ら１月８日

３人 静岡県立こころの医療センター

第２次隊 能登医療
圏
DPAT活
動拠点本
部ほか

１月７日か
ら１月13日

３人 沼津中央病院

第３次隊 能登医療
圏
DPAT活
動拠点本
部ほか

１月12日か
ら１月17日

３人 神経科浜松病院

第４次隊 能登医療
圏
DPAT活
動拠点本
部ほか

１月18日か
ら１月22日

３人 静岡県立こころの医療センター

１月４日か
ら１月５日

１機 聖隷三方原病院ドクターヘリ

ドクターヘリ 石川県内
１月17日 １機 聖隷三方原病院ドクターヘリ

災害支援ナース

第１陣 珠洲市ほ
か

1月12日か
ら15日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

第２陣 珠洲市ほ
か

1月15日か
ら18日

４人 静岡県看護協会
看護師　４人

第３陣 珠洲市ほ
か

1月18日か
ら21日

６人 静岡県看護協会
看護師　６人

第４陣 珠洲市ほ
か

1月21日か
ら24日

６人 静岡県看護協会
看護師　６人

第５陣 珠洲市ほ
か

1月24日か
ら27日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

第６陣 珠洲市ほ
か

１月27日か
ら30日

６人 静岡県看護協会
看護師　６人

薬剤師・モバイル
ファーマシー派遣

第１陣 穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月13日か
ら１月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　
１台



第２陣 穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月16日か
ら１月20日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　
１台

第３陣 穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月19日か
ら１月23日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　
１台

第４陣 穴水町、
輪島市、
珠洲市、
能登町

１月22日か
ら１月26日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　
１台

保健師
第１陣 穴水町 １月６日か

ら１月11日
４人 ４名/班の１班体制

保健師　３人
運転手　１人

第２陣 穴水町 １月11日か
ら１月16日

４人 ４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

第３陣 穴水町 １月16日か
ら１月21日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第４陣 穴水町 １月21日か
ら１月26日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第５陣 穴水町 １月26日か
ら１月31日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第６陣 穴水町 １月31日か
ら２月５日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第７陣 穴水町 ２月５日か
ら２月10日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第８陣 穴水町 ２月10日か
ら２月15日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第９陣 穴水町 ２月15日か
ら２月20日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

第10陣 穴水町 ２月20日か
ら２月25日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人



第11陣 穴水町 ２月25日から２
月29日

５人 ５名/班の１班体制
保健師　３人　事務　１人
運転手　１人

日本栄養士会災害
支援チーム（JDA-
DAT）

第１陣 七尾市、
金沢市

１月13日から１
月17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３人
（うち県職員１名）

第２陣 石川県内 １月24日から１
月28日

１人 静岡県栄養士会
栄養士　１人

日本災害リハビリ
テーション支援
チーム（JRAT）

第１陣 石川県内 １月12日から１
月15日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

第２陣 石川県内 １月25日から１
月28日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

第３陣 石川県内 １月30日から２
月２日

２人 医師　１人
言語聴覚士　１人

第４陣 石川県内 ２月１日から２
月４日

３人 医師　１人
作業療法士　２人　

第５陣 石川県内 ２月12日から２
月15日

４人 理学療法士　２人
言語聴覚士　２人

静岡県災害派遣福
祉チーム（DWAT）

先遣隊 金沢市 １月８日から１
月14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員

第１陣 金沢市・七尾
市

１月10日から１
月13日

３人 ３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福祉
士、保育士、児童指導員、作業療法士、
相談支援専門員等から構成

第２陣 金沢市・
七尾市

１月12日から１
月15日

３人 同上

第３陣 金沢市・
七尾市

１月14日から１
月17日

３人 同上

第４陣 金沢市・
七尾市

１月16日から１
月19日

３人 同上

第５陣 金沢市・
七尾市

１月18日から１
月21日

３人 同上

第６陣 金沢市・
七尾市

１月20日から１
月23日

３人 同上

第７陣 金沢市・
七尾市

１月22日から１
月25日

３人 同上

第８陣 金沢市・
七尾市

１月24日から１
月27日

３人 同上

第９陣 金沢市・
七尾市

１月26日から１
月29日

３人 同上

第10陣 金沢市・
七尾市

１月28日から１
月31日

３人 同上

全国老施協災害派
遣福祉チーム
（老施協DWAT）

特別養護老人
ホーム長寿園
（珠洲市）

１月17日から１
月21日

静岡県老人福祉施設協議会
介護職員　２人（（福）慈恵会西島寮）

生活福祉資金貸付
事務対応職員（第１
陣）

二次避難
所、市町社
協（内灘町、
羽咋市、志
賀町）

１月30日から２
月３日

２人 静岡県社協　１人
静岡市社協　１人

災害マネジメント支
援チーム

被災市町村の災害対応を支援

第１陣 穴水町 1月３日から１
月10日

４人 県職員４人
総括支援員
・板坂孝司
支援員
・鈴木昭彦、鈴木正人、川島廉

第２陣 穴水町 １月６日から１
月11日

２人 県職員２人
・梶恒一郎、伊藤岳仁

第３陣 穴水町 1月10日から１
月17日

４人 県職員４人
総括支援員
・沼野 克史
支援員
・八木宏晃、相良健太、鈴木光真

第４陣 穴水町 １月16日か
ら１月22日

５人 県職員５人
総括支援員
・松浦隆典
支援員
・杉山徹、佐野豪人、東原洋規、
武士俣 海斗

第５陣 穴水町 １月21日から１
月29日

５人 県職員４人
総括支援員
・神村典浩
支援員
・鈴木基寛、中井敬義、袴田充哉



市町職員１人
・鈴木将士（焼津市派遣）

 第 ６ 陣  穴水町  １ 月28 日 から ２
 月 ５ 日

 ５ 人  県職員 ４ 人
 総括支援員
 ・ 鈴木要
 支援員
 ・ 伊藤大祐 、 進士裕介 、 谷澤俊光
 市町職員 １ 人
 ・ 名切孝介 （ 富士市派遣 ）

被災建築物の応急
危険度判定支援

第１陣（県） 穴水町 １月６日から１
月９日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）

第２陣（県） 穴水町 １月10日から１
月13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士宮市）

第３陣（県） 穴水町 １月14日から１
月16日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

第４陣（県） 穴水町 １月17日から１
月18日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、沼津市、富士宮市、富
士市）

応急仮設住宅の建
設支援

第１陣（県） 石川県内 １月29日から２
月４日

３人 県職員３人
（建築、電気、機械の各１人）

第２陣（県） 石川県内 ２月５日から２
月11日

３人 県職員３人
（建築、電気、機械の各１人）

下水道管路被害の
調査

第１陣 中能登町 １月８日から１
月11日

８人 県職員３人
市職員５人
（沼津市、富士市、富士宮市、焼津市、袋
井市　各１人）
※政令市による支援（支援先：かほく市）
も別途実施

第２陣 かほく市 １月21日から１
月28日

２人 県職員２人

第３陣 津幡町 １月21日から１
月24日

４人 県職員４人

第４陣 かほく市 ２月５日か
ら２月10日

10人 グループ１：市町職員６人
（三島市、函南町、沼津市、島田市）
グループ２：県職員２人（※）、
市職員２人（磐田市）
※全期間１月29日～２月17日のうち２

月５～２月10日を担当

漁港関係施設被害
の調査

石川県内漁
港

１月16日から１
月22日

２人 県職員２人

住家被害認定調査
等の支援

第１陣 穴水町 １月７日から１
月15日　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿場市、西
伊豆町　各２人）

第２陣 穴水町 １月12日から１
月22日

12人 県職員２人（１月12日～18日）
市職員10人（１月15日～22日）
（沼津市、熱海市、湖西市、函南町、小山
町　各２人）

第３陣 穴水町 １月21日から１
月29日

10人 市町職員10人
（三島市、菊川市、牧之原市、
長泉町、川根本町　各２名）

 第 ４ 陣  穴水町  １ 月28 日 から ２
 月 ５ 日

 市町職員10 人
 （ 御前崎市 ２ 名 、 沼津市 、 島田市 、 富士
 市 、 磐田市 、 袋井市 、 裾野市 、 東伊豆
 町 、 河津町
 　 各 １ 名 ）

り災証明の交付
第１陣 穴水町 １月21日から１

月29日
３人 市町職員３人（掛川市、伊豆市、吉田町）

 第 ２ 陣  穴水町  １ 月28 日 から ２
 月 ５ 日

 ３ 人  市町職員 ３ 人 （ 富士宮市 、 袋井市 、 東伊
 豆町 ）

避難所運営業務
第１陣 穴水町 １月19日から１

月26日
17人 県職員２人(1月19日～21日）

市町職員15人
（焼津市３名、沼津市2名、富士宮市、御
殿場市、下田市、裾野市、湖西市、伊豆
市、御前崎市、東伊豆町、清水町、吉田
町　各１名）
３名/班の５班体制
・日中：８時３０分～２０時３０分



夜間：２０時３０分～翌８時３０分
・穴水町職員とペアとなり業務に従事

第２陣 穴水町 1月25日か
ら２月１日

14人 県職員２人（１月25日～27日）
市町職員12人
（磐田市、掛川市　各２名、三島市、富
士市、藤枝市、菊川市、伊豆の国市、
牧之原市、長泉町、川根本町　各１名）
・日中：８時３０分～２０時３０分

夜間：２０時３０分～翌８時３０分
・穴水町職員とペアとなり業務に従事

 第 ３ 陣  穴水町  １ 月31 日 か
 ら ２ 月 ７ 日

14 人  県職員 ２ 人 （ １ 月31 日 ～ ２ 月 ２ 日 ）
 市町職員12 人 （ 熱海市 、 富士宮市 、 伊
 東市 、 富士市 、 焼津市 、 掛川市 、 下田
 市 、 伊豆 の 国市 、 牧之原市 、 函南町 、
 小山町 、 川根本町 　 各 １ 名 ）

穴水町 １月９日か
ら当分の間

４台 トイレトラック　
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
・吉田町　１台（１月20日から）
多目的支援車
・藤枝市　１台（１月10日から）
各市職員が常駐

トイレトラック等派
遣　

珠洲市 １月25日か
ら当分の間

1台 トイレトレーラー　１台
・富士市　１台（１月25日から）

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市 サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月６日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

（※　県トラック協会が輸送協力）



（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

ア　提供可能戸数

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸 静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸
菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、磐田市内
１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸

イ　入居戸数
１戸（島田市内１戸）

 （ ４ ） 被災者 への 相談対応
 　　 避難者 からの 相談受付 け 体制 　　

 ア 　 県内 に 避難 している 被災者 の 相談窓口
 相談窓口  場 　　　 所  連絡先 （ 電話番号 ）

 賀茂広域消費生活 センター  下田市中531 －1
 下田総合庁舎 ６ 階

0558 －24-2199

 東部県民生活 センター
 沼津市大手町1 －1 －3
 沼津産業 ビル ２ 階 055 －951-8205

 中部県民生活 センター  静岡市駿河区南町14 －1
 水 の 森 ビル ３ 階

054 －202-6008

 西部県民生活 センター
 浜松市中央区中央1-12-1
 浜松総合庁舎 ３ 階 053 －453-2199

 　 イ 　 本県 への 避難 を 希望 する 被災者 の 相談窓口
 名 　　 称  場 　　　 所  電 　 話 　 番 　 号

 静岡県県民生活課  静岡市葵区追手町9 －6
 県民生活課内

054 －221-2175

３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用して
いる。


